


日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

1917年 3 月に創設された日本建築協 以後、創立周年記念事業として、その *  

会 ( 当時 ・|潟西建築協会) は、すでに l時代の動きをとらえて単行本を出版し 購入希望者は、 制 日本建築協会事務局

昭干棚期には大阪近辺で住宅博覧会や てL唱 。 ( TEL06- 6946- 6981、FAX06ー

建築講演会を開 く一方、 当時は入手 し 50周年、60周年、 70周年、そして80周 6946- 6984) まで。

にくかった建築の情報を図書の出版と 年に、図書の出版が企画さオL 現在も

L 、う形で会員に提供していた。 継続して発行・販売されている出版物

*  は、以下のとおり。

日本建築 協会創立70周年記念出版 日本建築協会創立60周年記念事業「建築技術選告J姉妹筋- 四六判2色刷イラ ス ト入

住宅近代化への歩みと日本建築協会 1988年 〈プ口のノウハウ〉シリーズ

A 4判 企画 ・発 行 日 本建築協会 本体価格1，500円 企 画 日 本 建築協会 発行 学芸品 版 社 本 体 価 格 ￥ 1，600- ￥2，700

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール入選作品集 1992年

A 4判 企 画 ・発行 日本建築協会 本体価格2，000円

昭和生まれ関西の建築家50 附 年

A 4判 企 画 発 行 日 本建築協会 本体価格1，500円

日本建築協会建築ク ラブ朝食会300回記念講演記録集

講演記録集 話 の は な し 附 年

B 6判5分間企画: 日本建築協会建築ク ラ ブ 販売価格2，500円(税・ 送料込み)

民間 (旧四会) 述合協定

工事請負契約約款 (平成21年 間 改 訂)

工事訪負契約書 ・仲 裁合意書 - 契約魯使用上の留意事項・建設工事に係る

資材の再資源化等に関する 法律第13条および省令第4条に基づ く曾面

販売単位 2 部 1単位 とする

価 格 l 単位700円 (税込) 送料は実質

日本建築協会事務局 (06-6946-6981) で販売

戸平 成20年 3 月30日刊行

建築主が納得する住まいづくり

- Q& A でわかる技術的ポイントー

現場マ ン必読 !! 顧客満足度UP ! クレームゼロの方法とは?

若者ー玉水 新吾

四六判 224ぺージ

定佃i 1，900円+ 税

「最新刊平成21年3月 川 発 行

写真マンガでわかる建築現場管理問ポイント

管理の良い現場、悪い現場が一 目|際然 1

現場のブロークンウインドウ ズを見逃すな

著 者 玉 水 新 吾

四六判 224ページ

定価 1，900円+ 税

衛生設備のトラブル50 建築の現場管理システム

建築設備 トラブル研究会 伊東貞夫

鉄筋工事・本音の現場学 糊コンクu-卜I 事のチェックポイント100

荒川j台徳 加賀秀治

建築と音のトラブル 建築基準法制能規定を読みこ悶 コツ

中川清ほか 高木任之

木造住宅監理の話 建築工事の祭式

山田 修 「建築工事の祭式」編集委員会

第二版環境と共生する建築250) キーワード 飛躍する構造デサイン

大西正宣 渡辺邦夫

木造住宅のし くみ 斑1版建築物の消防法を読みこ在すコツ

在来工法の基本と応用 浅野平八 東 敏博 高木任之

インテリアコーディネー卜のl凹ポイント ブ口が教えるキッチン設計のコツ

町田ひろ子監修/ 松 本 茂 村元俊子著 井上まるみ

木づくりの常識非常識 現場で学 ｊｾ￯ 住まいの雨仕舞い
上村 武 玉水新吾

建築トラブルにみる常識非常識 住宅エクステリアの100ポイント

荒川i台徳 藤山 宏

第三版都市計画j去を読みこ証すコツ 第三版建築基準法を読みこなすコツ

高木任之 高木任之

建築主が納得する住まいづくり 写真マンガでわb'る建築現場管理四ポイント

玉水新吾 玉水新吾

日本建築協会創立70周年記念事業・ 85判

選書特装版

企画・日本建築協会 発行・ 学芸出 版 社 本 体 価 格 ￥ 3，000- ￥4，000

水|こまつわるトラフJLの事例・解決策 建築デザインのための構造計画

〈建築篇> r建築漏水」編集委員会 須賀好富

水lこまつわるトラブルの事例・解決策 入門・建築積算

〈設備篇> r設備漏水J 編集委員会 生島道春

建物の汚れートラブル事例と解決策 建物の結露一トラブル事例と解決策

「建物の汚れJ 編集委員会 「建物の結露J 編集委員会



平成22年度

建築工事実務講習会

この講習会は、建築C PD情 報

提供制度認定プログラムです。

(油大阪府建築士会 ( 7単位) ー予定

制 日本建築家協会 ( 6 単位)

. O MMビル

交通. 京阪電車「天満橋j 駅東口、地

下鉄谷町線[ 天満橋」駅北改札口から

O MMビル地下 2 絡に連絡

青年技術者表彰式、

寺岡宏治氏講演会

そして懇親会への

ご参加を

と き 2010年 9 月29日(水)

ところ O MMビル 1 階サロン

大阪市中央区大手前

青年技術者表彰式

寺岡宏治氏講演会

懇親会

日本建築協会

& 血

耳目

日 時 ・ 2010年12月 2 日(木)

9  :  00- 17 :  00 

会 場 . 大 阪 マ チャンダイス・マ ト

ビル (O MMビル) 2階4号室

大阪市中央区大手前1-7-31

定 員 100名 (先着順)

受講料 15.000円 (含テキスト代)

* テキス 卜は、当 日配布

. 申込方法

ｆ ａｘ または ｅＭｭ｡ ｩｬ ｾ こて 、

①催し名「講習会J

②受講者氏名 (年齢)

③事業所名

¢受講票送付先住所

⑤担当責任者

⑥電話番号

①受講料支払方法

(銀行振込、郵便振替、等)

③C P Dを申請される方は、申請先の

団体名をお知らせください。

受講料は、前納制とな っておりま すの

で、併せて銀行振込 ・郵便振替等で納

入して下さい。受講料入金確認後、受

講票をお送りいたします。

なお、当会H Pからもお申込みいただ

け ま す の で、http: // www. aaj . or.jp

をご覧下 さい。

第57回青年技術者として、 このたび

20名が選考され、本誌 9 月号に掲載し

ております。

この方々の祝福に併せて、記念講演会

並びに懇親会を下記により開催いたし

ます。

どなたでもこ.参加いただけます。多く

の皆様のご参加をお待ちしております。

申 込 先 制日本建築協会

大阪市中央区大手前ト7-31

OM Mビル7階 ( 干540-6591)  

T EL. 06- 6946- 6981  

FAX.06- 6946- 6984 

E - ma il :  kyoukai@a aj. or.jp  

圃申込先

制 日本建築協会編集事業課

干540-6591 大阪市中央区大手前ト7-31

O MMビJ レ7F

TE L  :  06-6946-6981 FAX :  06-6946-6984 

E - mail :  j i gyoka@aaj.or.jp 

UR L  :  htt p : // www. aaj . or.jp  

- 趣旨と内容

・本講習会は、建設業はもとより 、官

公庁 ・設計事務所・設備会社など

幅広い分野の技術者を対象とした

ものです。

・現場実務の基礎である「施工計画J

と 「仮設見積j に重点をおき、講義

します0

・都市環境の変化に伴う法令・基準の

改正なども加え、技術の進歩に即応

した知識の習得をはかります。

< 取扱銀行>

・三井住友銀行

大阪中央支庖 (普通陶860034)

・三菱東京UF J 銀行

瓦町支庖 (普通No. 210054)

・りそな銀行

北浜支庖 (普通尚272234)

・郵便振替口座 00910- 9- 39975 

寺岡宏治 T E RAOK A KOJ I  

田表彰式/ 17: 00- 17 :  30 

・記念講演会/ 17: 30- 18  :  20 

講 師 寺 岡 宏 治 氏

側安井建築設計事務所

設計部部長

テーマ 建築からの仕掛け

~社会性 ・公共性の観点、から~

ー 表 彰 式 ・講 演 会 ・懇 親 会F A X申込書 一- -----

. 科目・講師

施工計画

白 塚 芳 郎氏

紛鴻池組大阪本底建築部部長

池 内 昌 志氏

融筋葺i! l 組大阪本庖建築部

妓術グループ課長

*  
施工計画は、品質を確保し、安全で能

率よく経済的に本体工事を進める鍵を

にぎ っています。 この講習会では、仮

設から地下、躯体、仕上、設備にわた

り、適切な施工計画の要点をわか りや

すく解説します。

仮設見積

阪 井 聡氏

側大林組大阪本底建築事業部

生産技術部部長

*  
仮設工事費は、非常に把握しにくい函

があ って、ついつい単位面積当たり 、

あるいは請負金比率のみで処理されが

ちです。施工計画に基づいた合理的で

迅速な見積方法を解説します。

1962年大阪府生まれ

1985年 神戸大学工学部環境計画学科卒業

現在、安井建築設計事務所設計部部長

2002年~明石工業高等専門学校非常勤講師

・主な作品

福岡県立大学看護学部

(2003年AACA賞入選)

国立病院長崎医療セン安一

(2006年建築と社会賞)

かね善本社ビル

(2007年日経ニューオフィス推進賞)

京都市本能特別養護老人ホーム

(2008年日本建築学会作品選奨)

京阪電車中之島線

(2009年ク ッドデザイン賞)

定 員 60名

. 懇親会/ 18 : 30- 19:  30 

参加者青年技術者、同選考委員

青年技術者0 8、協会役員

講師、会員、一般の方々

参加費 2.000円

定 員 約60名

申込区分

( 〆印)

口第 1部( 表彰式+ 講演会) 口第 2部( 懇親会) 口第 1部および第 2部とも

申込者氏名

ご連絡先住所 I T

ご連絡先T E L

避築と社会 ・2010.9 1  



私 の 空 間 作 法
2 0 1 0  

日 ， . 建 築 箇 会 . 会 員 作 品 4寺 第

作

口

口口
一
募集

「建築と社会」平成2 3年 1 月号の

「第 1 7回会員作品特集号“ 私の空間作法"J

「建築と社会J 1月号では会員作品発表の場として、“第

17回会員作品特集号・私の空間作法" を企画しております。

対象は、建築、ランドスケープデザイン、インテリ アデザ

イン、まちづくり、アート 等、建築に関わるすべてとし、

表現方法は、写真、 C G等の別を聞いません。

みなさまの個性あノ示れる作品の応募をお待ちしております。

※  

- 提出資料

作品は、竣工作品、計画案を聞いません。下記要領に基づ

いてお送り下さい。

1  写 真 外 観 ・ 内 観 ・ディテール 模型写真等のプリ

ン 卜

Ｈサイズはキャビネ判程度、 ＵｾＶ 枚Ｉ

2 .  C G等パース、 コンセプ卜図等

( パースの写真撮影等は致しかねますので、

印刷原稿となる状態でお願いします)

3. 概要作品名称、所在地、設計者、施工者名、建築

面積、延床面積、構造規模、土期など。

4. 説明文作品についての考えを300字程度にまとめて

下さい。

2  

. 掲載に際しての補足

1  掲載料は無料です。誌面は白黒ぺージとなります。

2. 写真の撮影者名は必ず付記願います。

写真に著作権等が生ずる場合は、応募者にて処理願い

ます。

3  掲載頁数は、原則として 1社 ( 1人) 1頁とします。

また、 8月末までに竣工予定の作品を掲載希望の場合、

写真等の原稿期日は配慮致しますので、ご連絡下さい0

4  建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を

お願いする場合があります。

5  作品の掲載順及び誌面レイアウトを含む特集全体の構

成は、委員会にて担当致します。また、応募作品多数

の場合等は、編集の都合により掲載できないこともあ

りますのでご了承下さい。

・原稿期日友び送付先

1  . 期 日 2010年9月30日( 木) 必着

2. 送付先社団法人日本建築協会編集委員会

「会員作品特集号」係

〒540-6591 大阪市中央区大手前1丁目7番31号

大阪マーチャンダイス. マートピj レ7階

TEL. 06-6946-6981 FAX. 06-6946-6984 



( 社) 日本建築協会東海支部復活50周年記念講演会

副島岡匝覇。

建築と都市の未来を語る

国

東海支部が復活して50年。

日本の都市は・・・東海地方における名古屋は・. .  

われわれは、新しい時代の都市モデルを描けるかっ

「都市の拡大から集約ヘーインテンシブ・シティー J

若 山 滋 中 京大学客員教授椙山女学園大学客員教授

田園111mI f 50年後の建築、都市はどうなるのか」

副幽E 園 若 山 滋 ・ 水 尾 衣 里 名 城 大学人間学部教授

' "' """-' - I  ｾ Ｎ Ｇ ｌ ｌ ｟＠ 中京大学客員教授

右 μｾ I抵 椙山女学園大学客員教授

1969年 東京工業大学建築学科卒業

1974年 同 大 学 院1専士課程修了 工学博士

1974年 ( 株) 久米設計勤務

1983年 名 古 屋 工 業 大 学 助 教 授

1989年 名 古 屋 工 業 大 学 教 授

2010年 現 職

水 尾 衣 里 名城大学人間学部教授

大阪芸術大学建築学科卒業

関西大学大学院工学研究科建築学専攻修士課程修了

名古屋大学大学院工学研究科建築学専攻

1専士後期課程満7 工学博土

1990年 名古屋女子文化短期大学勤務

2004年 名城大学人間学部助教授

2010年 名城大学人間学部教授

と き : 2010年 10月2日( 土)

ところ: 電気文化会館 5階

13: 45開場 14: 00- - 16 :  30 

イベントホール

名古屋市中区栄2-2-5 8 0 5 2-204-1133 

東山線・鶴舞線「伏見J 駅4番出口より徒歩2分
4 名古屋駅

8三井住友

広小路通 栄 惨

圏

地下鉄

④ 出口

d』

ご予約 日本建築協会東海支部ホームページ

(1J 

ht t p: / / www. aaj - t okai. j p/ をご覧下さい。

問合せー日本建築協会東海支部 大木 ( 3052- 261-1451 ) まで

3  



大正6:fj '- 3月に誕生 した日本建築協会 本建築協会雑誌」、さらに1年後には おりで、パ ックナンバー購入希望は、

(当 時 ・関西建築協会) の、機関誌 「建築と 社会j と改題し、 今 日に至 日本建築 協会事務局 (T E L 06- 6946 

は大正6何 月 に 「関西銭築協会雑誌」 ってL、る 。 6981、F AX 06- 6946- 6984) まで。

と題して創刊された。大正8年に「 日 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販売価格は12∞円 ( 送料・消費税合) 。

「建築と社会J 誌

特集一覧 ・1988- 2009

7

8

0
'
 

E

予

8

6

向

V

l

訓

1

uv 

1989 

vol .70  

1990 

vol .71  

1991 

vol .72  

1992 

vol. 73 

1993 

vol .74  

1994 

vol. 75 

1995 

vol. 76 

1996 

vol. 77 

1997 

vol. 78 

1998 

vol .79  

1999 

vol. 80 

2 0 0 0  

vol. 81 

2001 

vol. 82 

2 0 0 2  

vol. 83 

2 0 0 3  

vol. 84 

2 0 0 4  

vol. 85 

2 0 0 5  

vol. 86 

2006 

v ol. 87 

2 0 0 7  

vol. 88 

2 0 0 8  

vol. 89 

2 0 0 9  

vol. 90 

4  

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

- 軟弱地鋭 ・ 般備における ・ 中国地方的展望 ・ 集合住宅の ・ 第 35 回

・ ホテル物語 と基礎 555と、 ・ 建物の外装 ・ 都心居住 とひろしまの ・ 2 1世紀への . 制 恥 ・ 超高層住宅 リフレッシュキ 背年技術者 ・ 讃資テレビ

・ 文化と恒桂一車 . 東畑盟約五品 リフレッシュ傘 まちなみ !間 l列 傘 を考える ・ 大阪府営普 ・ 800号記念$

梅からの報告 作品集

会
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・ 払の空間作法 ・ 水の都にぎ ・ 東i争 TOKAl ・ 楽しい福祉 ・ 体 感 す る ・ 建築空間が ・ 建築と水 ・ 実用レベル ・ 第56回 ・ 地域の歴史 ・ 第16回 ・ 構造家日記

一全員作品- わL、のある米 オムニパロ インテリア 求める空気 で展 開され 7f 年技術者 資産を活か 全員作晶特集 -i i J j の中を

・ 瓶制中却韓一括 来に向けて J5;1境 ( 空気 る施工管理 したまちづく 喝の空間作法' のぞいてみ

ab都市企自路1f t 質) のIT化 り たら~

* は欠号



建築
ー町、

、俳・

Ar c hi t ec t ur e a n d  Soc i et y  

2 0 1  0  

NO. l 062 

日 本 建 築 協 会 9  
+- '  

. 特集予告

10月号/ 建築ス トッヲ社会の現在と今後

11 月号/ l E D照明の活用将来を考える

会

治

修

也

芯

行

幸

樹

周

腕

志

郎

之

恰

列

恒

良

一

人

友

会

学

学

二

一

利

之

純

弓

直

夫

明

江

佑

陣

仁

子

一

之

司

広

人

代

嘩

彦

紀

会

将

払

也

児

術

司

ω会

臨

防

子

児

司

也

紀

華

同

科

正

宏

勝

太

由

利

直

政

ろ

三

総

併

和

茂

前

田

熊

疋

科

幸

治

秀

佳

呉

川

明

治

利

雅

常

川

刷

千

純

勝

洋

充

久

住

附

m

m

俊

H

m

制

本

述

怯

法

卒

員

奈

将

帥山

幸

文

治

叫

ひ

辛

料

分

F

-

劃

奈

掛

l

委

比

4

備

調

印

弁

里

野

井

波

本

谷

j

M
同

上

遁

瑞

井

川

聞

丸

岡

田

令

m

E

i
林

崎

上

聞

尾

都

内

上

底

上

地

縮

刷

削

凹

川

野

問

山

川

浴

凶

側

企

H

本

平

末

即

滞

川

年

木

野

上

聞

ホ

似

村

山

長

)

段

赤

旧

制

北

谷

夏

舵

締

栴

桝

宮

村

泌

施

舷

中

平

雌

山

吉

法

近

河

凹

西

潰

山

吉

鷲

作

口

紅

池

稲

別

加

合

会

湾

戸

鞘

E

f

'

E

'

y

m

は

-
h

よ

江

永

野

前

一
間

森

山

請

「

川

熊

消

背

ド

而

日

報
・

A

・

A

・

A

・0

・

0

・

ム
4

0

般

2

I

l

l

i

-

-

;

:

:

・

;

・

:

:

:

:

。

:

;

h

i

l

l

b

i

l

-

-

:

・

2

 

M

哨

Am
泊

四押

則

行

徹

一

樹

一

三

祐

究

郎

会

会

匡

彦

人

也

平

子

郎

辰

祐

系

之

孝

司

也

子

士

夫

利

哀

史

一

江

史

判明

平

力

司

苑

介

郎

子

陣

会

制

U

三

平

一

立

夫

一

尚

明

健

一

。

劃

長

友

J

r

r正

栄

点

統

良

英

一階

太

閣

制

系

克

直

利
口

耕

一

畑

次

英

一州

事

品

川

川

巾

詰

彩

救

護

T

「

普

段

制

剛

山

川
一

治

治

ト

4

一

州

大

光

川

町

好

敦

緋

宗

洋

現

員

会

多

村

山

射

野

原

戸

山

腰

掛

開

中

成

村

委

井

山

無

菌

商

田

木

中

栂

谷

田

宅

列

村

築

木

村

野

戸

多

坂

町

杷

森

山

列

品

川

勝

谷

例

中

井

リ

測

造

m

m
本

芝

服

野

悶

波

本

村

井

t

t

時

副

本

松

編

浅

上

木

佐

設

竹

立

吉

副

米

勝

特

針

訂

飯

鈴

田

町

紅

訟

三

守

吉

雄

荒

奥

背

神

木

楠

情

下

所

野

枇

松

米

作

小

加

神

凹

耐

回

戸

ぺ

附

憎

秋

石

川

印

小

遣

稲

角

錐

締

松

向

。

鰯

.

.

 

。

.

.

.

 

-

R

A

食

品

女

ム

・4

《

c  

特集・第57回青年技術者
ro 

a. 

- 設 計 ・ 計 画 部 門 一

山 野 {言，1ま・王子小学校王子桜中学校、和光市総合体育館 12 

三井 祐 介・大手前大学さくら夙I11キャンパスメディアライブラリー“C E LL"、日本生命商事閥、 13

淀屋橋 odona、業平橋押上地区街区開発

圭 祐 ・志摩スペイン村，且浴施設、勝美住宅加古川底 (改修) ・勝美住宅神戸庖、梅新 14

第一生命ビJ レディング

11券掌・Frente Mi nami osawa、GUCCI GI NZA 15  

史岡リ・日本政策金融公庫( 国民生活金磁公庫) 津支底、 J レ・シェモア二の丸、北名 16 

古屋市立師勝中学校

奥 村 幸 生・大洋薬品工業本社、愛知大学豊橋校舎研究棟、金城大学医療健康学部

藤 原 芳 寿・市立字和島病院

新 村 岳 広・へんぱや商底宮川底、ホテルリソルトリニティ金沢、天理教益津大教会

. 構 造 部 門一

蔦 壁 澗一 郎 ・視えざる建物挙動をとらえる解析システム 20 

笹元 克 紀・建築と情造のコラポにおける新しい構造形式の採用と検M 21  

ilidl 丸 久 司・建築的要素と4構造躯体の橋渡し (K健保会館) 敷地の制約条件を解決した超高 22

層円C免震4構造 (S病院)

九嶋1士一 良11・1かたちj と 『骨組み』の特性を活かした高さ300m超高層建物の実現

森 貴 久・鉄骨とコンヲリートの混合構造技術の研究・開発と実務支援

・ 設 備 部 門一

小)11 禄1111. 低炭素社会の実現と事業継続計画 (BC P) の実現 25 

藤 木 暁 ・自動制御ロジιノク考案による空調システムの省エネルギー化への貢献 26 

世利 公 一 ・関西大学高槻ミューズキャンパスー「社会貢献型都市キャンパスj を目指した設備 27 

計画、関西大学7 イスアリーナー「ガス小型熱源を利用したスケートリンケ製氷シス

テム」

伊 藤 晴輝 ・ 快適な居住環境の創造をめざしてｾ設備施工担当者としてできることｾ 28 

. 施 工 部 門一

白石 真 也 ・酒造工場における品質確保とマネジメン卜 29 

東 陽 一 ・地下階を有する建物におけるパイルド ・ラフト基礎合理化工法の計画と実施 30 

山 本 記 章・R Cハイブリッド構造の提案・計画そして施工 31 

ro 

村

谷

口

中

三

野

。
17  

18  

19  

c  

。

23 

の
24 

u  

。

v'l 

v'l 

dz hコC 主E tコ 平成22年 度 建 築工 事 実 務 講 習 会 青 年 技 術 者 表 彰 式、 寺

の 岡 宏 治 氏 講 演 会 そ し て 懇 親 会 へ の ご 参 加 を . 第 17回 会 員

」

作 品 特 集 “ 私 の 空 間 作 法" 作 品 募 集.

(U)日本 建 築 協 会 東 海 支 部 復 活50周 年 記 念 講 演 会

コ

作品作風 小林- =記念館 6  

+- '  

研 究 の 風 景 入 江 徹 研 究 室・琉球大学工学部環境建設工学科建築コース 8  

u  

g all ery 模すということ・田 中 弘 10 

ω  
法 令コー ナ ー 個 室 ビ デ オ 庖等 を め ぐ る 大 阪市 と 神 戸 市 の 安全 条例 ・漬崎秀 32 

+- '  
和・鷲尾真弓

構 造 の 頁 大 林 組 技 術研 究所新本館スーノ Tーアクティブ淵 震「ラピュタ 33 

..c 

2DJ ・渡辺哲巳

関 西 の 建 築 界 野 口 健一 郎 ・久下武彦 34 

υ  
群像

」

infor mation  兵 庫 県 立 大 学 で 教 授 ・; 佳教t受を募集ほか 36 

〈ま 再 読 住 友 ビルディング・坂本勝比古 39 

関 西 近 代建 築

入 賞 発 表 第 9 回 読 者 と 選ぶ 「 建 築と社会j 賞 入 賞 43 

ω  

[論 考 部 門 ]・ 照 明 の 感 じ 方 佐 川 美 術 館 事長吉 左衛 門館におけ

』こ る光の作法/ 吉 野 弘 恵

ーー'

- 水のインスピレーション/ 鈴 木 博 之

- プ口がプ口でなくなる前にー 経済行為としての構造設

計一 / 樫 原 健一

、与・

[ 作 品 部 門1・ 京 阪 電 車 中 之 島 線 な に わ 橋 駅

。 - 竹中大工道具館リニューアル/ 山 本 匡 ・園 本 暁 彦

- な に わ 橋 駅 周 辺 の 中 之 島 公 園 整 備/ 西 辻 俊 明

印 刷 2 0  1  0 年 8 月 25 日

発 行 2 0  1  0 年 9 月 1 日

発行人社間法人[ 1 :本悠築協会

発行所社団法人日本建築協会

大阪市中央区大手前ト7-31

包 括 06- 6946- 6981

印刷所 側NPCコーポレーション

定 価 1200円 [税込]

@  r建築と相会」誌の記'1<の無断転献を禁じます.

ー園、

ro 

REPORT 

月間の動き

あ る 夜 の出 版委 員 会・山 田 修

平成22年 7 月分

47 

4 8  

本文デザイン両編普丸

c  

今月の表紙

」

企画問洲一博企画・写真・デザイン花城辰男

コ ~柳並木のまちなみ~

倉敷川畔は、江戸間人による米や綿花などの物資の集散地として栄え、白壁の土蔵や屋敷を現在も色濃く残したま

ちなみです 。 川辺に 統〈印象的な柳 ｾ￉ 木と、 ｬ 昭和初 ｗｉ に弘 ｾ てられた洋風建築がうまく溶け込んでいる点が興味深い

ととろです。 (11¥1悦l一陣)

岡山 ｾｈ ，￬ 敷市本町 ｦ 倉敷川昨伝統的主 ｉｉ 造物群保存地区 」

。

建築と社会 ・2010. 9 5  
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副担

建 築 主 財 団 法 人 逸 翁 美 術 館

監 理- p ーハン ・エ ース

設 計 ・ 施 工 竹 中 工 務J苫

小林一三記念館

旅俗山荘は、 H百利12年に建設され小林一三氏の自邸として使われた後、 H百

利32年に逸翁美術館として開館した。平成21年の美術館新築移転に伴い、

自邸として使われた状態に復元して小林一三記念館として開館した。

構造は鉄筋コンクリート造 Ｒ 階建てで、外部は玄関壁而をＭｭ山石 ｊＢｾ りとし

21絡壁面にはハーフティンパーの木製の柱、梁、斜材が怠匠的に施されて

いる 。屋根瓦はス ペイン瓦形式であるが利風の銀灰色であるのが興味深い。

内部は 2階へ階段が続く吹き抜けを持つホールが特徴的で、食堂の他に床

棚書院のある 8貨の座敷をレストランとして改修した。 21階に設けられて

いた収蔵庫は展示室として公開 しており、これ以外にも fh斎、 夫人室や浴

室などのプラ イベー トな空間も往H寺の姿に復元し公開している 。

敷地内にある建屋の内「旧本館( 脱俗山荘) H即庵( 茶室) H' m隠( 茶室) J

「正1"1 ( 長屋門)H塀」が、平成21年に国登録有形文化財 として登録された。

所 在 地一 一 一大 阪 府 池 田 市 建 石 町7- 17

敷 地 面 積一 一 一3.24 7 m

建築面積一一一一1.169m

延床面積一一一一2. 022m

( 木戸主主博、斉藤康男/ 竹中工務庖)

構 造 規 模一一- RC造 地下 1 階 地 上 2 階

工 期一一一一2009年 11 月- 2 010年 3 月

最 寄 駅一一一一阪 急 宝 塚 線 ・池 田 駅

撮 影一 一 一古 川 泰 造

1  第 1 展 示エリア

2  ホール

3  企 画 展 示 室

4  第 2 展 示エリア

5  第 3 展 示E 刀?

6  書 斎

7  夫 人 室

8  浴室

9  シア空ールム

10 白梅館展示室
2 階平面図

配 置 図 兼 1 階平面図



- 研究室について 現在の状況

私は、琉球大学工学部環境建設工学科建

築コ ースにおいて建築計画学の研究室を担

当させて頂いている (写真 1 ) 。私個人は、

研究などの執筆活動と建築設計活動とを平

行して行っており( 写真 2 、 3 )、 学生と

実施設計を行 ったり (写真 4 ) 、建築設計

コンペに応募したりしてきた( 写真 5 、6 ) 。

乙のような環境の入江研究室には、建築

の形態やプログラムに興味がある学生が集

まり、建築の設計と研究を行っている。

沖縄には建築を組織的に教育している大

学が本学のみであるため、学生たちのモチ

ベーションの確保や、合同ゼミ、合同イベ

ントの開催に関して有利とは言えない。そ

うした状況の中、教員 ・学生共々、試行錯

誤しながら建築に向かっているというのが

写真 1 . 入江研究室集合写真

写真 4 . f G居酒屋」

研究室学生と内装を手がけた居酒屋。

現状である。

現在、入江研究室には学部 4 年生 3 名、

大学院修士 l 年生 3 名、修士 2 年生 2 名の

合計 8 名が在籍 している ( 2010年 8 月現

在) 。研究室のおおかたの学生は、卒業 ・

修了後に県内外で建築設計の織に就くこと

を希望している。

- 建築設計について 形態と機能への挑戦

私は、建築設計には、論理的な部分と非

論理的な部分とがあると思っている。教員

と学生との聞で思考の伝達を必要とされる

場においては、コンセプトのような論理的

な部分の方が扱いやすい。それに対して、

学生の感性やアイディア、 イメージのよう

な非論理的な部分は伝達が難しい。そのた

めゼミでは、論理的なやり取りと平行して、

模型やスケッチ、 CGを通して形態のバラン

スや構成、そしてそれらの完成度について

の意見交換も積極的に行うようにしてい

る。

学生各々、育ってきた環境も違えば考え

方も違うため、建築における出発点も方向

性もまったく同じとは言えない。 したがっ

て、できるだけ学生の考え方や初期イメ ー

ジを消してしまわないように注意してい

る。ただし、各々がつくる建築物の形態の

完成度、それがどのように機能するのか、

社会とどのよう に接続するのかというとと

に対しては密に議論を交わすようにしてい

る。

写真 2. f  skins cafeJ  (撮影: 小玉勝)

入江が内装を手がけた学内力フ工。

写真 5. foni on p叫ectj

学生と制作した国際コンペ案。

また、学生は設計案として形成していく

までの過程で、様々なものを並列に扱いす

ぎて、提案の中で何が一番重要だったのか

を見失ってしまうととが多い。そのため、

学生の話から扱み取ったキーワードをホワ

イトボードに書き 出すなどして、 案の中で

一番重要な要素を常に確認するようにして

いる。 自分自身で何を提案しようとしてい

るのかということを明確に把握すること

は、やはり良い案をつくるためには重要で

ある。 しかし、 学生にはなかなか難 しいと

とでもあるので、ゼミの中でのとういった

やり取りは有効に機能すると思っている

(写真 7 ｾＱＰＩ 。

一方で、大学において何ができるかとい

うととも意識してもらうようにしている。

例えば、実務的なことだけを学ぼうと思え

ば、事務所で働いた方が明らかに習得が早

い。また、感性的なもののみでしか建築し

ていかないというスタンスは、他者の介入

を困難にし、自己完結に終着点を見ること

になってしまう 。建築設言十教育を行う大学

という場所、教員や学生たちが集まる場所

で何ができるのか、そうした意義者E各々設

定してもらうようにしている。

上述した通り、沖縄には他に建築を組織

的に教育している大学がないため、学生た

ちは他大学との交涜はほとんどなく、研究

室に 閉じともりがちであり、なかなか外部

とのコミュニケーションをとる機会がな

い。そのため、各種イベン トや集まりがあ

写真 3. f  ski ns cafeJ  ( 撮影 小玉勝)

写真 6 . f  onion proj ect J  



る時には、できるだけ外に学生を連れ出そ

うとしているのだが、まだまだこれからと

いったところである。

- 研究について 沖縄でできること

本学では、学部生は卒業設吾l'と卒業論文

のうちどちらか l つを選択す ればよいた

め、入江研の学生たちはとれまで卒業設計

を選択してきた。大学院では修士論文を3

き上げる必要があるが、基本的には各自の

興味によって自由なテーマで、研究を行って

もらっている。ただし、学部ゼミ、院ゼミ

ともによく話に上げることは、社会性を持

つということと、自の前の沖純のことにも

目を向ける必要があるということである。

最近は、インタ ーネッ トや雑誌によって

収集可能な情報量と速度において東京など

とあまり差がない( 実際に足を運ぶ乙とや

物理的なものにおいては決定的に差がある

が. .. ) 。そういった環境のため、東京から

160 0 k mも離れた沖縦で勉強していても、

ダイレク トに東京の乙とばかりに目を向け

てしまう学生が多い。 しかし、それでは足

元から 問題点を拾い上げる リサーチ能力を

韮うことができない。そういった学生は、

リサーチ手法を身につけていないため、東

京で活動する乙とになってもインタ ーネッ

トや雑誌などでしか情報を収集することが

できないという偏ったものの見方しかでき

なくなり、その時代の流行に翻弄さ れてし

まうだろう 。東京に行けば東京のことを自

l  . .  礼 丸丸山|

E rJ - J '  I 一札|

ｼ九 品ｾ Ｍ
写真7. 卒業設計作品 (金城春野)

iFRAMEJ  

せんだいデザインリ ーグ2009 100選

『近代建築 6 月号別冊 卒業制作2009J

(近代建築社) に選出

写真10. 卒業設計作品 ( 渡辺佳苗)

「ぽけっと」

『近代建築 6月号別冊

( 近代建築社) に選出

卒業制作2010J

分の目と足でリサーチする能力が必要にな

るし、他の場所に行っても同様である。よ

って、今自分たちが生活している沖縄のリ

アルな問題点を浮き彫りにして考えていく

ととの大切さを学生たちには学んでほしい

と思っている。ただ し、見かけだけの地域

主義に陥ることなく、 地域産業との仕組み

や歴史を背景とした状況分析を行ってほし

し、。

また、乙ういったことと平行し て、建築

自体の本質を考え、見抜いていく能力を養

ってほしい。そのために学生たちには、各

地域の建築物の写真を数多く見せる ように

している。それらは全体写真だけではなく、

雑誌などにはあまり掲載されないディテー

ルや素材の写真も多い。そう した力を養っ

て、東京など他地域で学んでいる人たちと

是非とも競い合ってほしい。

. c a r mについて 学生たちによる活動組織

受け身ではなく、学生たち自らが積極的

に勉強 ・行動していくために、東京や各地

の動向に見習い、学生たちで勉強会や活動

組織を立ち上げて学外にも 出て活動 してい

ってはどうかと促してきたが、 20 1 0年度

にようやく car m ( Cul ture  • Archit ect  ( ure)  

.  Ry ukyu  • Movement) という学生による

組織ができた。 これは、入江研の学生が中

心となり、ゼミ配属前の学部 3 年生も参加

している組織である。まだ数名の組織であ

り乙 れからといったところではあるが、学

写真8. 卒業設計作品 (二階堂将)

「起動-' .変化する空間一」

せんだいデザイン リーグ2009

写真11 . i けんち くみかん展」

@cafe  sant eria 10.06. 19-25 

100選

生たちが自主的に活動していく組織を立ち

上げ、自ら計画を立て、浦添市美術館や那

捕のカフェで学生主催の作品展示会である

「けんちくみかん」展を行った ということ

は非常に嬉しく思っている (写真11 、12) 。

最近は、 沖縄と言えど、インタ ーネッ トや

雑誌により情報は充実 しているが、現実社

会とのリアルな接続は個々のアクションな

くしては成立しない。そういった意味で、

今回の学生たちのアクションは今後につな

がっていくととだろう 。あとは、単発で終

わることなく、後輩たちに引き継ぎ¥継続

していけるシステムを構築できるかどうか

が鍵になると思っ ている。継続は力なり、

是非とも頑張ってもらいたい。

- 今後について 学生たちへの期待

今後の研究室の展開としては、コンべな

ど、の設計活動や論文制作を積極的に行って

いく中で学生指導を進めていきたいと思っ

ている。学生たちには沖縄での活動だけで

はなく、是非とも県外、海外の状況を見て

いく好奇心を持ち、色んな局面にチャ レン

ジしていってほしい。

個人的には、今までにないような機能を

誘発できるような形態を追求した建築設計

を展開 していきたいと思っている。そうい

った中で、学生、教員ともに切碓琢磨して

歩んでいけるような研究室活動を展開して

いきたい と思っている。

( 文責 : 入江 1放)
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写真9 卒業設計作品 (石川悠)

iC. S-AJ  

JIA沖縄支部第13回卒業設計作品選奨優秀賞

写真12. i けんちく みかん展」

@浦添市美術館 10.06. 26- 27 



企 画 編 集 芳 谷 晴 彦 (作品作風小委員会)

模すということ

建築模型技師

団中弘

模型をつくることで、模したものの存

在や構造、あり方、概念などが解って

きます。 そのためには正確さと共に美

しきも重要になります。特に日本建築

が本来も っている「美j を表現するた

めには最大限の労を払います。木のも

つ「質感」 、「柔らかさ j や匠技を表現

するためには、材や技工までを模すこ

とも必要になります。柱・梁・組手の

形状には、 ノミや万を使用します。屋

根の桧皮には簿板を重ねます。

あるものを4真するということは、 これ

から生み出されるものを表現する上で

の「源」となっています。

田 中 弘 ( た な か ひ ろ し )

1947年 島根県生まれ

1966年 松江工業高等学校

建築科卒業

株式会社ヤマネ入社後

模型製作に従事
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義の論文形式となっており、本人の

役割が特定し難かった。表現方法を

工夫し、再度応募していただくこと

を期待したい。

入選された伊藤氏は小さな工夫を堅

実に積み重ねている姿勢に好感が持

てた。藤木氏は自動制御という専門

性の高い分野で提案をし、効果の検

証も行っている点に力量の高さを感

じさせたが、もっと検証の効果をわ

かりやすく表現して欲しかった。世

利氏は小学校~大学およびアイスリ

ンクまで備え、避難施設としても利

用する特徴的な建物に災害対策と省

エネルギーの新しい提案をしてい

る。小川氏はBCPやLED、風力発電

など最近話題のテーマを提案し、時

間をかけて効果を検証した。各人が

新テーマに挑んだ粒繍いの年となっ

た。 ( 伊藤昌明)

・施工部門/ 施工部門の入選となっ

た3 つの報告により、現代の若者に

も自らの仕事に、このような情熱を

注げる人が存在することを知って、

リタイヤ時期も間近い評者にとって

は心強い限りであった。報告内容に

は、評者が応募者らと同様の年齢の

ころから使われていた、あるいは最

近なら誰もが用いる工法の採用に終

始してはいるが、最近の発注者の口

一コスト、短工期をはじめとする

様々なニーズに応えるため、建物の

用途や形態に応じて、それらを適用

するために持てる知識と能力を長期

にわたる継続的努力と忍耐によって

投入したことがうかがわれる。

山本氏は、フロントローデイングと

称した初期労務投資による施工提案

の設計への取り込み、いわゆるコン

カレント ・工ンジ二ヤリングが、重

たい課題を課せられた建築を成功に

導く秘訣であると強調している。設

備工事担当者の白石氏は、自らが発

注者サイドの社員ででもあるかのご

とく、っくり込む施設の完成度を高

めるため、積極的に提案を繰り返し、

自身のような建築工事と設備工事の

両方に精通した社員がトータルマネ

ージメントを行うことこそが建築の

未来を救う秘訣であると強調してい

る。東氏は、発注者からの重大なる

課題をクリヤするためには、早い段

階からの設計者、専門工事業者を含

めた組織としての行動が必須であ

り、また想定外の事態にも慌てずに

正しい判断が下せる知識を持つこと

が流の技術者の要件であることを

強調している。 ( 字城英彦)

11 建療と社会 ・ 2010.9

審査の過程で特に好感を受けたもの

に、施主の事業活動や歴史のアイデ

ンティティを自分なりに解釈し、デ

ザイ ンに体現することで、建物のみ

ならず、施主の組織自体の価値を高

めているもの。「参加型設計」を通

して、施主の建築に対する要請を分

析し、自身のデザイン作業を通して

それを着実にグレードアップしてい

るもの。複数の設計の経験を通して、

自身の経験の意義をとらえているも

のなどがあった。

選にかなわなかった応募者も作品の

質は高く、入選との差は紙一重とも

言えた。自身の経験の価値を再解釈

し、それを将来のビジョンへと結び

付けていくこと。それを体現するこ

とができれば、結果は違ったものと

なったであろう。ぜひとも再チャレ

ンジしていただきたい。 ( 木多道宏)

・橋造部門/ 本年は構造部門への応

募作品 4 編に、構造部門での審査が

ふさわしいと判断した 1編を加え、

計 5編を審査対象とした。審査では

応募者自身の問題解決への姿勢や意

識に着目したが、いずれもレベルが

高〈、 5編すべてを入選とした。

本年も建物の安全性確保のために免

震や制震を採用した設計事例が多く

寄せられた。いずれも高度な計算を

行い安全性の確認を行っているが、

応募者の多く( 一貫構造解析プログ

ラムの開発を行った応募者も含め

て) が解析への過度の依存を自戒し

ていることは印象的であった。また、

意匠設計者や施工者との連携につい

て述べた作品も多く、応募者が多く

の人とのかかわりの中で仕事をして

いる姿が読み取れた。特に手書きス

ケッチを駆使して施工者との意思疎

通を図った事例には興味を覚えた。

社会情勢を反映して、コストや工程

等の制約に立ち向かった作品が多か

ったのも本年の特徴である。 しばら

くは構造技術者にとって厳しい状況

が続くと思われるが、創意工夫と地

道な努力で、応募者全員が一層活躍

することを期待したい。 ( 太田 寛)

・設備部門/ 応募者は 5 名で 1名が

電気設備、 3 名が機械設備、 1 名が

設備全般についてであった。全般的

に提案内容のレベルか胃く、今後の

活躍が期待できる優秀な人材と感じ

られた。

落選となった 1名の方は、提案内容

については十分入選できるものであ

ったが、提出資料の表現方法が問題

となった。技術提案の紹介が共同名

青 年 技 術 者 選 考 委 員 会

選 評

設楽貞樹

先日スポーツジャーナリストの二宮

清純氏の講演を聞く機会を得まし

た。氏の豊富な話題の中から印象に

残った話をひとつ。サッカーワール

ドカ ップ日本代表チーム。なぜ彼ら

は予想外の活躍を見せたのか? 二

宮氏いわく「準備力」の勝利だそう

です。大会の公式使用ボールに対す

る準備をいち早く行って、その“ ク

セ" を予習して大会に臨んだことだ

そうです。

周到な「準備力」が結果を生むのは、

どの世界にも共通です。とてもいい

話ではありませんか。

さて、青年技術者選考も57回目と

なります。今年応募いただいた 29

人は全員レベルの高い方々でありま

したが、その中から選考委員会での

厳正な審査を経て20人が選ばれま

した。青年技術者選考の意義は、将

来建築界を背負われるであろう優秀

な青年技術者を選び、顕彰すること

にあります。 したがって、選考委員

が優れていると判断すれば全員合格

もありうるし、その逆の場合もあり

うるわけです。要は仕事を通じて何

にどう取り組んだか、そこから何を

学んだかの自身の軌跡と、これから

どのように目標を定めて進もうとし

ているのかという今後につながる意

識が応募資料から読み取れるかどう

かが重要なのです。

今回残念ながら選に漏れた方々の中

にも優秀な方がおられると思いま

す。 しかしながら、言頭に述べたよ

うに周到な「準備力J と同時に、相

手の心に響 く「表現力J も、建築に

携わるものとして備えるべき重要な

要{ 牛と考えての審査となったことを

ご理解いただきたく存じます。今回

選に漏れた方には、ぜひ捲土重来を

期していただきたいと思います。

・設計・計画部門/ 提出された作品

は規模の大小にかかわらず熟考の重

なりの感じられる、密度の高いもの

ばかりであった。 したがって、例年

以上に プロジェク 卜に対する姿勢や

考え方が問われることとなった。入

選された 8 名のポート フォリオに

は、空間の組み立て方、周囲や地域

との応答、新しい技術の導入などに

関する図面や文章の中に、自身の創

意工夫や考え方がしっかりと説明さ

れていた。

選考委貝長

- 設計 ・計画部門一一

山野 信彦 安井建築股計事務所東京

三 井 祐 介 目建股計

中 村 圭 祐 竹 中 工 務 自 大 阪

三 谷 勝 章 大 林 組 大 阪

野口 史剛 東畑建築事績所名古屋

奥 村 幸生 安井建築股計事務所名古屋

藤 原 芳 寿 昭和段計

新 村 岳広 竹中工務庖 ・名古屋

・構造部門ー一一

蔦壁潤一郎

笹 元 克 紀

軸 丸 久 司

九嶋壮 ｾ￟＠

森 貴久

・設備部門一一

小)11 禄仙

藤木 暁

世 利 公 一

伊 藤 晴 輝

・施工部門一一

白 石 真 也

東 陽一

山 本 記 章

応募の状況と結果

部門 応募数 入選数

設計・計画 12  8  

構 造 5  5  

設備 5  4  

施工 7  3  

その他 o  0  

言十 29  20 

太田

桑原

竹 中 工 務 庖 名 古 屋

大 林 組 大 阪

日建政計

竹 中 工 務 后 大 阪

大和ハウス工業

鹿島建股

竹 中 工 務 広 広 島

鹿島建股

第 ＵＷ 回青年技ｾ者選考委員

設楽 貞 樹/ 記It- i邸 設J t'll 附 糊I醐 役

木多 道 宏 / 大阪大学大学院工学町例科

地 旅総合工学 早 μ 文 ｘｾ 教授

潤 Ｏ ｊｉＡｊｬ ｉ 叫 蜘 Ｑｉ 務所 副 Ｉ ＱＱ ｾｊ ｴ 部長

文男/ 一級副操上'11務所アドj エフォルム

ft点取締役

商量級 仁 郎 Ｏ ＱＧ Ｑ仲 工干 ｾ ｉ Ｇ ｪ プＧｯ�ェク ｈ ｉ ｕ ｬｎ 似体部

刷 本部 品 ｾ (西日本位当)

zt / 鴻池制大阪本杭H探設計部長

進 / 大阪X 'i' .大学院工学研先制

地原総合工' ' t . If . J . 文准教綬

伊藤 昌明/ 日il!ill! Jt設備投J t制吋設計I正

古久保 其 Ｏ ｨ Ｇ ￞ Ｑ＼也 国 瑚 ｶ ｾ Ｇ ｬ ｬ ，ｬ［Ｚｬ 宇 部設備投 ｩｬ ｴ 市町附民

宇城 主ゐ; %/ J v! Y. 加盟|瑚刊文山田盟事吊)1

1

1品質特PI! 3 H主

阪空1・ 聡/ 木村制 抜本I'iil 野 陣部止; mt師側料品

目建設計

大林組 ・大阪

竹 中 工 務 広 大 阪

竹 中 工 務 庖 大 阪

掲量産順不同

1じ|寸

吉田



設計・計画部門

や ま の の ぷ ひ こ

山 野 信 彦

生年月日 1977年 5月6 日

11}椴学庇 2002年東京理科大学大学院

工学研究科Ｚｩｬｬｾ語学専攻修士

課穆修了

刺繍) J . ! : 2002年側 抑|建築設計事務

所人材、現在、東京事務所

設計部設計主任

・W，日経鹿

2004年学校法人小型消嫡UI:;校舎

2005年万葉中f本社ピ1レ

2006年総隊員ii天三菱 i立精工場事務棟

200611'  タカラスタンダート可部Il 戊[，5

2007五l' 和光市総合体育館

2009年東京都北区立王子小学校 ・王

子似 '- 1"'学校

2009年 三升往友郵貯瑚財古文j苫

- 青年技術者のことば

「愛される建築J それが私の理想

とする建築と考えている。オーナー

やユーザーはもちろん、建築にか

かわる様々な人々や地域からも永

く愛され続ける建築である。

そのために必要なことは何か?

1 つは、建築に求められる多種多

様な要素に対する配慮を積み重ね

ることであり、もう 1 つは、多様

な要素の中から、その建築の個性

ともいうべきプロ ジェクトテーマ

を見つけ、深く掘り下げることで

ある。既成概念を捨て、テーマを

追求することで、新しい価値を

持った個性的な建築となり、そう

いった配慮と個性こそが建築への

愛着につながると考えている。

ここに掲載したプロ ジェク卜でも

テーマの追求に取り組んだ。王子

小学校 ・王子桜中学校では、「場

と場をつなぐ空間j を重視した。

例えぱ小学校のオ プンスペース

は、多くの事例で外光が入らず閉

塞感があると感じていたため、教

室と中庭の配置検討を重ねること

で、オーブンスペ スへの中庭採

光などを確保し、明る〈のびのび

した空間を実現している。

今後も、より深く、より永く「愛

される建築」の設計に取り組んで

いきたい。

- すいせん省

高 田 茂

安井建築設計事務所東京事務所長

埼玉県和光市 2007年 3 月後工延床面積13，050m'

敷地である公園には、豊かな樹林に固まれた広大 ， 

な芝生広場があり、様勺なスポ ツを気軽に楽し L1 .l

む風景があった。

めざしたのは、誰もが気軽に使える公園のような

体育館であり、同時に周辺の豊かな環境( 樹林 ・

芝生) を感じられる体育館である。

王子小学校 ・王子桜中学校

東京都北区 2009年 3 月銭工延床面積23，728m'

施設一体型の小 ・中学校である。「つながるJ 学校

をコンセプトに小中間や様々な「つながり」を育

む学校づくりを行った。

特に移動空間などの場と場を「つなぐ空間J を重

視した。明るくのびのびとしたオープンスペース

や、風景を切り取る窓や、好奇心を誘うペンチなど、

多様な場を連続させ、子供たちの多彩な学びや遊

びに応えられる計画とした。



設計- 計画部門

み つ い ゅ う す け

三 井 祐 介

1977年 5月31日:生まれ

2004iF 東京I i 集大学大学院

理工学日断罪隠誘伴専攻修了

200411" 0掬日建設計入相

・担当した主なプロジェク ト

. セーレ ン石vf ?l; IJ 日発センター

. ベルパージュ千盟けやき通り

Ｎ￬ 定尉 ｾｯ､ｯｮ｡

- 大手前大学さくら夙川キャンパス

メディアライプラリ ー ・・CELL'"

・日本生命新商館

- 業平布納l上地区街区開発言|画1

・新赤坂センタ} ピル (仮称)

- 青年技術者のことば

何度も読み返したくなる本や、繰

り返し聞きたくなる音楽のよう

に、訪れるたびに発見があり、味

わい深さが増す建物があります。

こう いった建物に共通して言える

ことは、建物が持っている人の振

る舞いとのかかわり方や、都市や

環境との折り合いのつけ方の中に

ある、慣習的な、あるいは歴史的

な積み重ねに対し、根源的で時に

批評的な気づきを与えてくれるこ

とです。特定の誰かにあてた手紙

というよりは、長く読み継がれて

いる古典のように。そのような建

築は、人と建築と都市の経験や歴

史を引き寄せる「フックJ のよう

なものを持っているように感じま

す。そのフックを拠り所として、

人は建築の使い方を感覚的に理解

し、あるいは発見し、やがて愛着

を持つようになり、そして建築自

体は自然環境や都市の過去と未来

に仲間入りできるのです。

私はどんな種類の建築でも「公に

供する」ものとして設計すること

を心掛けています。そう意識する

ことで、上述した人や建築や社会

が潜在的に共有している「経験の

積層j のようなものを建築に引き

寄せ、人の記憶や都市の歴史に深

く根付くための手掛かりを建築に

持たせる、それが私の目標であり

日つの実践です。

- すいせん者

大谷弘明

日麗量計設計部門設計室長

大手前大学さくら夙川| キャンパス

メディアライブラ リー " CE Lじ

業平橋押上地区街区開発

淀屋橋 odona

13 



設 計・計画部門

中 村 圭 祐

生年月日 Ｑ ＹＷＵｾ Ｑ ［＠ 2月3 日

最終学歴 1999年関西大学大学院工学

f抑制慰問馴祉課税修了

業務経歴 Ｑ ＹＹＹｾｐ 制約中工務 ｊ ｩＡｩ Ｎ入相

務在、 (附守中工務広大阪本j苫

設，1，t部

. 作品経廃

2001年定感スペイン附温i谷町北

ＲＰＰｾ ｦＭ 勝美住宅i ! JI 応)11文Jj ! 1改修

2006年 勝 美{主制l' 戸庖

2007年術革frtfi 一生命ビルデイング

・受1'l:H霊

ＲＰＰｾ 涜 ｴ 境デザイン大ＱＧｴ ｍｅｓｈ 優秀

11 : 1 吉原スペイン相自浴施設J

2005年 日本建築学会作tR1迫凱4筒赦 「勝

美lt 匂UII 古川支j帥 修」

2007年 日経ニューオフィス1 t 近畿奨

刷工f J 砂知主割l'戸mJ

2008年大阪市建築物総合環境許制制

l支顕彰「相疎!ぬ一生命的レ」

- 青年技術者のことば

建築の設計に「業J として携わる

ようになり、 10年が経った。そ

の「業j により生み出される「建

築」は、社会的影響力T大きく、存

在時間は長く、「業J の責任はき

わめて重いと思う。建築の設計に

携わる聞は社会的中立な立場を保

ち判断を行うことで、窓意的、自

己顕示的な判断を排除し、純粋な

社会資産となる建築を社会に創造

していきたい。

一方、私の設計思想の一つに 「無

垢な建築j がある。建築の表面や

形だけを操作して、骨格にあたる

構造や血管にあたる設備と建築全

体のバランスが矛盾している、い

わゆる iJ ¥リポテ建築J とは違い、

建 築 構 造 - 設備が織りなす組み

合わせがバランスよく、どの断面

をとっても無理、無駄がない状態

を建築の中に生み出したいと考え

ている。

「無垢な建築」とは外装、内部空

間、表層のディテ ル、空間構成

にいたるまで、熟慮 ・整理され、

怒意的ではなく普遍的な意図が密

実に詰め込まれた建築であり、そ

んな建築の蓄積が深く長く愛さ

れ、街に新たな風景を創造できる

のではないかと考えている。

- すいせん者

増田俊哉

竹中工務広大阪本庖設計部副部長

志摩スペイン村温浴施設

伊勢の大自然と丘の上の浴室を大開口を通じて一体化 し、各浴槽のオーパーフローを海側に設ける乙とで視線に映る

水盤を述統させている 。 また、視線を巧みに制御することで、銘天JAl 呂は自然と融合する温浴テラスとした。

左上 (改修後小写真改修前) ・左下加古川庖

勝 美 住 宅 加 古 川 居 (改修) ・ 勝 美 住 宅 神 戸 居 右 上 右 下 神 戸 庖

JI券美住宅は西明石を本社とする住宅販売会社で、 自l 4 事務所を担当した。加古川庖は旧J::! 協が所有していた事務所ビ

ルの床を撤去するなど「滅築J を行うことで耐波性能を向上させ、現行法規に準拠する再生をおこな った。神戸屈は

川 と道路に挟まれた扇平な敷地に建ち、スラブと鉄骨柱、耐震安紫の線状コア、段状の!次抜を組み合わせることで魅

力的な内部空間とシンプルな外装を組み合わせた。

梅新第一生命ビルデイング

国道 l 号線と国道 2 号線の分岐点である柳田新道

交差点に面して言|画された賃貸オフィスである 。

CASBEE- OSAKAで 事 務 所 初 の S ランクとな

り、その中で採用した [e - WAL L] は、自身、f取

得率 4 - 7 %、見込み寸法250 mmという超高性

能 超 薄 型 ダ ブ ル ス キ ン C Wとその背後に設住し

た制22テ'パイスを組み合わせた、日射熱負荷と地

震力という 2 つの環境負荷を総合的にコントロー

ルする外装システムで、東西外壁而に採用した。



設計- 計画部門

み た に ま さ あ き

三 谷 勝 章

生年月日 1977年7 月大阪市生まれ

i泣終学1ft 2003年神戸大学大学院自然

科学研究科土I! 殻学専攻博士

務総白側修了

業務符: Al : ＲＰＰＳｾ ｾ Ａ併 す必 林 組入社 。 Ｑ 腕、

大阪本庖込喋事業部設計部

・岨当した主なプロジェク ト

2003年自土ソフ トABC杭柴原ピル

2005年 グ y チ銀座ピル

2006年 横 浜北;fll' 通北:J也区プロジェク ト

2006iF 南大沢駅前ピル

2007年 小11偽証越捌前商業ピル計画

2008年国分寺駅北口地区第 1;館市街

地再開発事業

2008{1; 永福Is:鴻R改良計画i

- 青年技術者のことぱ

一場にとどまる気配一

建築の存在には、不思議な雰囲気

があると思う。建物が建っ ている

ことが当たり前に感じるものもあ

れば、無くなるこ とでは じめてそ

の存在を認識することもある。何

気なく、ごく自然にわれわれとか

かわりを生み出していたことがあ

ると感じることがある。昔体験し

た何気ない瞬間と場所がふとよみ

がえる時がある。ごく 自然に人の

環境、庁まい、動作に思11染む雰囲

気が統合され、心地よい 空間と

なっていると感じる。

そのような、人の感覚や街の一部

として周囲に馴染んでゆく空間に

興味がある。その感覚を実現して

いるのは良く考えられた平面で

あったり、壁の構成、屋根の{ 宇ま

い、素材、ディテール、 匂いと、

あらゆる要素が織りなされて表現

となっているように怠う。その表

現を実現する材料の特性、作り上

げる職人の技術、芸術的な形態。

それらのほかにも多くの要素を読

み解き、創り出されたすばらしい

建築場所に出合うときに、私は

感動を覚える。

私は、時が経つにつれて徐々に周

囲の環境に馴染んでゆき、人の生

活や風景の一部として欠かせない

と思えるような、気配があり、人

の所作を安らかに支える建築の創

出に一歩でも近づきたい。

- すいせん者

神 道 浩

大林組大阪本庖建築設計部長

Frent e  Minami osa wa  (八王子/ 東京) 街への浸透・連続をめざして一

線路上空に桝築した人工地線上に建つ、南大沢駅改札前の街路Ｈ人道橋Ｉと接続する尚・業施設である 。 ｰｾ 日 存駅舎に正

対し、建物正面入口となるシンボルツリーを備えたピロティから、積層する土|土屋外の共用Jj'iil 下へと開放的な空間が奥

行きをもって紫がる 。これにより街路との連続性が生まれ、平面的な人の流れに建物の立体的な人の賑わいが重なり

新たな賑わいが生まれた。外装は木ルーパ一、煉瓦、樹木による優しい表情とし、既存駅舎の外観とも呼応させるこ

とで、駅前を包むような一体感を創出し、街の核となる景観を形成している 。線路上空という未利用空間の活用を通

じ、単なるハコモノ尚ー業を超え、人 街 自然 - 鉄道を紫ぐ新たな街の関係( 場) となることをねらった。

GUCCI  GINZ A ( 銀座/ 東京) ーフアサードが放つ様相一

!苫布I i だけではなく、建物すべてを通してブランドが理解さ れることがクライアントの狙いであった。建物のディテー

ルに至るまでを新たな表現の一環としてとらえられた。ファサードは細身の作まいにより高さの強調された プロポー

ションとなり、ブロンズ、ゴールド、ブラウンカラー とのバランスにより、やわらかさと シャープさが表現できるよ

うに細部の検討を行った。ファサードを構成する、細部の支持部材に至るまでの繊細な納まりの集積はファサード全

体の上質さへと 昇華さ れたのではないかと思う 。

15  



設計・計画部門

の ぐ ち ふ み た け

野 口 史 剛

生年月日 1974年 8月21 日生まれ

最終学歴 1999年熊本大学大学院工学

研究李fj主L場 鼎 峨修了

業務経歴 199併同飛来知l足場開務所入社

・主要作品経歴

2002iド トライコー ト

( 済生会三角病院看護師対)

2003年 村上撃林堂病院緩和ケア病棟

2004年 大 分三愛メ デイ カルセンター

2005年 ル・シェモア二の丸 傑合住宅)

2006{1:  鳥居新聞苫

2008年 日本政策金融公m縛支m

2009年 北名古屋市立師勝中学校

- 青年技術者のこ とば

建築の内と外の関係を保つこと

が、設計行為の要点の一つである

と考えています。内は、施主をは

じめ建物に関係する人々の利便性

や利益、外は、建物には直接関係

しない人勺の抱く感覚や間接的に

受ける利益と捉えています。

これまでの設計活動を通して、内

と外の関係づくりというコンセプ

トを常に意識してきました。施主

の利益を最大限に達成する設計を

目指すとともに、第三者にとって

どうあることがその建物にふさわ

しいかを考えてきたつもりです。

建物によって形成される豊かな街

並み、環境配慮による社会の利益

など、様勺なアプローチで第三者

のための「外」向きの建築を考え

ていく必要があります。加えて、

「内」向きの追求も大切です。

建築での利益という言葉は理解が

困難です。空間が私たちに与えて

くれる利益は換金可能な価値だけ

でなく、心地よさやワクワクする

気持ちなど人の心を豊かにする意

味での換金不能な価値の方が大き

いと感じています。その価値を施

主や利用者と共有していく行為が

設計の醍醐味であると思います。

設計行為を通して、空間が与えて

くれる新しい価値観を共有 してい

きたいと恩います。豊かな空間が、

人の心を豊かにし、より良い社会

づくりにつながると信じています。

- すいせん者

瓦回伸幸

東畑建築事務所設計部長

ぽ・ .  

.  
.‘ ｾ＠ .::.. 

.  ｾ＠ .  
証、4

l}. 

ガス灯やベンチのある歩道空間と 一体化 した庖舗をつくる

日本政策金融公庫 (国民生活金融公庫) 津支居

45度方向に開かれたエントランスをもち、

共用廊下側にも正面性を確保した分譲集合住宅

ル- シエモア二の丸

生徒や先生の活動の広がりを支える

五ースぺクティブな教室群をもっ環境配l昔、型校舎

北名古屋市立師勝中学校



設計計画部門

お く む ら ゆ き お

奥 村 幸 生

生年月日 1975年 9月24 EI生

最終学歴 2000五時f古屋大学大学院

工学研僻払i喋判よ攻

修士課程修了

業I線型霊 2000制附安井建築設計事務

所入祉

現 在釧建築設計 ｉ ｊｾｾ 籾 ＿ 名古屋 Ａ ｊｊ

1郷rr設計部主任

・11' 品経歴

2003年 中 部 国際必港庁舎 ・管削除

2004年 2005年日本国際博覧会会場

( コモン 1)

2005年 愛 知l大学位指校舎新研九棟

2005年餅身保育図

2007年金抜大学問脱獄長学古Ii

2008年 大 汀 誕品工業新本キj

2008年同! 加持・名古尉苦楽大学

「隙|剖館」

2010年 間JVJ 学閥食堂練「勝抑制

- 青年技術者のことば

建築を設計するにあたって検討す

べき様々なテーマがあるなかで、

これまで特に視線の問題を重視し

てきた。

建築という行為は内部と外部とい

うこれまでになかった新しい領域

をつくることであり、そこには見

たり見られたりといった新しい視

覚的関係が生じる。外部からの視

線は建築を社会的な存在たらしめ

ているし、内部からの視線は空間

の開放性や快適性に影響を与え

る。どこをどう見せたいか、見せ

たくないかを考えながら建築の形

態を決めたり、空間を開いたり閉

じたりして視線をコントロールし

ていくことは、建築と周辺環境と

を対話させることでもある。だか

ら内外の境界面となるガラス皮膜

のディテールにも特に関心を払っ

て設計してきた。

このたびの青年技術者の応募は、

いままでかかわってきた仕事を振

り返る良い機会となった。これま

でいろいろと考えてきた問題意識

をこれからも継続して持ち続けな

がら、設計に取り組んでいきたい。

- すいせん者

井上孝成

安井建築設計事務所名古屋事務所

副所長 ・設計部長

大洋薬品土業新本社

愛知大学豊橋校舎新研究棟 金城大学医療健康学部

17 



設計-計画部門

ふ じ わ ら よ し と し

藤 原 芳 寿

生年月日 1974年 9月生まれ

五説書学歴 2000年京都工芸繊維大学

大学院工芸 科 学 ｍ ｾ 溌十

制 限工学w攻 修了

業務経庇 20005f' (紘II綿! 設計入社

・主なプロジェク ト経歴

・コープおおさカ喧市院

・おかたに病院

Ｎ 尼崎 医 療 生 百 Ｚｍｬｾ 院

.  Ilj 立宇和脳内院

-秋君臨山公悶県民水泳場 (基本iぷ11")

- 青年技術者のことぱ

設計者に求められる資質の中でよ

り大事なものは、クライアン卜の

要望や諸条件を的確にとらえ、そ

れらをより高; 欠な建築へと高めて

いくデザイン能力と、それぞれの

局面において施主や多くの関係者

に自らの考えを伝えていく対話能

力の 2 点だと恩っている。プロ

ポーザルコンべから設計監理を終

えるまで、一貫して業務に携わる

ことができた市立宇和島病院で

は、それを体感することとなった。

経験豊富な方々とデザインについ

て議論する過程で、既存にとらわ

れない柔軟性や新しいことに常に

挑戦しようとする恩考性を持って

妥協なく取り組むことで、全く違

う建築になることを実感すること

ができた。また、設計者としては

単身で現場に常駐した 2 年半の

問、毎 日途切れることなく糠々な

立場の人たちと調整や議論を繰り

返していく 中で、図面に込めた想

いや設計意図を的確に相手に伝え

る力を磨くことができた。

建築の用途にかかわらず、これま

での経験を生かし、建築の本質的

なところを見据えつつ、取り巻く

環境の変化に対応しながら、常に

新しいことにチャレンジし続ける

設計者でありたいと考えている。

- すいせん者

千種幹雄

昭和設計常務取締役

市立宇和島病院

建築面積。 11 ，233 ，09m' 、延床面積 4 2 β3 8，24ぱ、階 数 地 上10階 地 下 1階

構造。 RC造一部S造/ 免震情造、病床数 435床



設計- 計画部門

し ん む ら た け ひ ろ

新 村 岳 広

生' 1'月1] 1979
1
1" 4月11日

最終学歴 2005' 1' 3月大阪大学大学院

工学砂防科糊 江 特 }

修士＿ｊｉＡｬｾ修了

業務経a : 2005年4月(附Yf "I.'工務防人柱

現ｩｻＺｅ、名古屋支 Ｉｾｔｉ 設計部

・11，，¥7，紛E

- 天型都間大教会バリアフリ ー改修

(2007)  

- ホテルリソルトリニティ金沢 (2008)

Ｎ 何ｩￎＢ ん ｬ まや商 ｊｉｾＱ 印 ＱＱ Ｑ 占 工掛陥舗

(2009) 

・米国教溢何故会 (2010. 10竣工予定)

.  (仮渦; ) 名古屋三井ピル菊彼自

(2011. 5竣工予定、設古川被)

- 青年技術者のことぱ

入社以来、用途は様々ですが「伝

統J I地域J I和J がキーワードと

なる計画に多く携わっています。

その中で求められた諜題は、建築

主やその地域が培ってきた「伝統j

に対して、相克する様々な現代的

な与条件の中でバランスの取れた

最適解を導くことであったと考え

ています。それらを経て、日々変

化し複雑で多様になっていく建築

主及び社会的な要求を、持続的か

っ有効に機能する最適解に近づか

せるためには、周辺や地域さらに

は地球環境といったマクロから、

日常のちょっとした動作やごくわ

ずかな部分の材料といったミクロ

までをカバーする幅広い視野の必

要性を痛切に感じています。

また一方で、さらに「伝統j を活

かしたい、その独自性をアピール

したいという建築主からの通奏低

音を抽出し、建築として、そこに

しかない「体験」ゃ「場面」に落

とし込んでいくことで生まれる副

産物の面白さや重要性も感じてい

ます。

今後も地域や文化の中で、高感度

のアンテナを張り巡らし、相互浸

透的な思考を深耕し、実施の方法

論に煮詰めることによって、より

良い建築、新しい価値を生みだし

ていくことに挑戦していきたいと

思います。

- すいせん者

相川俊英

竹中工務后名古屋支后設計部長

ホテルリソル卜リニティ金沢

幅広い層の様勺なニーズに対応した客

室比率と集約配置、既存地下躯体を利

用した構造等の提案を行い、コストパ

フォーマンスを高めている。共用部、

客室 3 種のそれぞれに対してテーマを

設け、金沢を感じられる材料 ・カラー

の選定を行っている。

へんばや商盾 宮川届

伊勢の伝統的造りである切妻 ・妻入の

大屋根で工場と后舗を一体化し、細い

鉄骨柱で支持された 3 mを超える大庇

と全面開口で構成している。「伊勢参

りの途中の一息」を「商品j と捉え、

広舗自身が居心地の良いショーケース

として機能している。

広い敷地内にスプロールした既存建物

を最適に繋ぎ、将来の建て管えが行わ

れる周辺施設の根幹となっている。天

理教の神事や儀式の伝統を引き継ぎな

がら、新しい信仰の中心として信者の

方々に尊厳とともに親しみを感じられ

る神殿となっている。
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構造部門

蔦 壁 潤 一 郎

!:l: SI'月n 1978{1' 11月13日

最終学庇 2004年横浜国立大学大学院

fJ 会復li iJ システム学専攻修了

勤務経歴

200451' (.附守'1.'_[f:i5J百人相

2005{ 1'  Ｈ ｾ胤守ＱＧ Ｑ Ｂ 工 務 Ｑ 汚名古屋設計官 ￟

200711' f附 I小工粉例制限十科目日

2009年制約"' Ll':ilm名古屋設計部

. 作品符燦

- 絞下PDPめ三工場 (2004)

- 丸の内アプローズスクエア (2005)

・ ｉｉｊ ｾ 殿 ｑｵ｡ｲｬ ･ ｲ Cr istal (2006)  

Ｍ愛知 ｬｬＧ ，ｾ 産系ラ ［ＩＱ 動センタ ー Ｈ ＲＰＰＶ Ｉ

・名古屋Mピル (2009)

・長μ スパーラ ンド北ゲート (2009)

・グリーンサイクル新処溜!工場 (2009)

.  1時国l会介護老人保制訪邸主 (2010)

- 青年技術者のことぱ

プログラム開発を 2 年経験して以

来、私が特に心がけていることは

「プログラムに振り回されないj

ということです。法規制の厳格化

とともにプログラム精度が向上し

ている昨今では、構造計算が一貫

検定プログラムの枠組みの中で成

立することを求められる風潮があ

るようにも感じられます。本設計

事例は一貫検定プログラム以外に

も検証したい建物挙動にタ ゲツ

トを決め、それぞれ解析プログラ

ムを選定し、使いこなしてこそ実

現できたプロジェクトだと思って

います。

BI Mが普及してきたことで従来の

ものとは一線を薗すようなデザイ

ンの建築物の実現が可能になって

きます。そのような建物の挙動を

把握するためには、より高機能な

解析プログラムの手助けが必要に

なるでしょう。一方で、構造設計

の姿勢、そして楽しみは今も昔も

変わりません。適切な構造計画に

よって建物挙動を把握し、デザイ

ンと融合し機能性を確保した適正

な架構を決定することです。

進歩していく解析プログラムに構

造設計の自由そして楽しみを奪わ

れないように、自身もパジョン

アップしていきたいと思います。

- すいせん者

宿里勝信

竹中工務后名古屋支后設計部

構造部門部長

視えざる建物挙動をとうえる解析システム

- フレーム解析と手計算によ

る構造設計

長島スパーランド北ゲ 卜は、遊園

地のメイン工ントランスかつランド

マークとなる立体卜ラス+ 膜屋根に

よる大スパン屋根である。

図 1 トラス大屋根架構パース

図2 立体卜ラス大屋根緩工

この屋根の構造体は非常にシンプル

で、片持ち柱の上に繊細な部材で構

成されたダイナミックなフォルムの

立体卜ラスの屋根を架けるといった

架橋である( 図， ) 。風荷重による

変形や応力が支配的となり、一貫計

算プログラムでは建物挙動にあった

構造設計ができないと判断し、平板

理論解を用いて、手計算で全体の挙

動を確認し、解析プログラムとの結

果を検証しながら設計した。

片持ち柱の固定度を確保するために

杭基礎を採用し、杭間隔を広めにと

っている。また、海外製作品とした

トラス材は寸法検査を徹底的に行

い、先行地組の際にもジョイン卜部

のメタルタ ッチを確認するととも

に、組立後の寸法管理も行うことに

より、精度の良い施工を行うことが

出来た( 図 2) 。

・高度な解析により建物挙

動を検証した構造設計

( 1  ) 立体モデルの応答解析とねじ

れ挙動の把握による架橋の合理化

Mピルは、地上 1 階に大きな吹妓け

空間があり、 2 階は部分的にスキッ

プフロアになっており、合理的な架

橋とするためにはねじれ振動の影響

を適切に評価する必要があった。そ

こで地震応答解析は、全体架橋をモ

デル化した立体応答解析で行い( 図

3) 以下のような効果を確認した。

. 制震プレースの降伏状態を時刻歴

で詳細に把握し、効率的に工ネルギ

ー吸収することで履歴減衰性能を確

保し、最小限のプレース構面として

架橋を最適化した。

・ねじれ振動の動的影響を適切に検

。。

今回のタワパキング o  100 200 300400 500 600700 

( ラーメン僑造) 庖せん断力 Q( kN)

図5 タワーパーキング架構の連結効果

長柱座屈解析

証し、高い耐震性を確保した。

( 2 ) 全体座屈解析による座屈挙動

の把握と CFT長柱の詳細検討

地震時に弱点となりやす ｾ｜ｃｆｔ 長柱

部については、動的立体解析より求

めた時刻歴応答解析による応力と、

質点系モデルの応答解析により求め

た上下地震動による付加応力を用い

て詳細な断面検討をした。さらに立

体座屈解析( 図 4) により座屈耐力

の確認を行い、部材耐力と作用応力

の詳細な検討をすることでスレンダ

ーな柱 ( Lk/Dニ 15) を実現した。

( 3) 連結制震の採用により合理化

したタワーパーキング

タワーパーキングを単体で設計する

とアスペクト比 10程度となり、柱

脚には大きな引抜力が作用してしま

うよに、本体との聞に大きなクリア

ランスが必要になる。そこでタワー

J'¥ーキングからの振動の伝播を絶縁

しつつ本体と援続するために、粘弾

性体を用いたダンパーによる防震型

図 3

立体応答

解析

粘

弾

性

ダ

ン

パ

ー

で

、

本

体

と

4

ヵ

所

で

銭

続

連絡制震を採用した。解析により最

適な連結箇所を検証し、 3 層ごとに

計 4 力所をダンパーで連絡すること

としている。地震力が低減するため

タワーパーキンク. の鋼材置の削減、

引抜力の分散を実現した( 図 5 )。

( 4 ) 沈下解析により不同沈下量を

コントロールした直後基礎の設計

本工事は既存建物の解体との一体工

事であったので、コスト削減と環境

配慮のため、既存基礎を利用した直

接基礎とした。部分的に既設部分を

利用 した直接基礎とすることにより

生じる課題について、下記のように

解決した。

・既設物件撤去後のリ バウンド量 ;

既設基礎利用部と新規掘削部分との

間で沈下量を同程度とするために、

通常のコンクリートではなく、コン

クリー卜より比重が軽い上に強度を

確保できる工アモルタルを既設躯体

空隙部に充演して、全体的な沈下量

をコントロールした。

・既設基礎利用部と新設基礎部の地

盤剛性差; 既設基礎の剛性が新設基

礎部に与える影響を考慮するため

に、既設躯体をモデル化し、地盤パ

ネを入力した沈下解析により基礎梁

を設計した( 図 6) 。
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構造部門

さ さ も と ヵ 、 つ の り

笹 元 克 紀

生年月 日 1976年 1月7 日

最終学歴 ＲＰＰＰｾＢ 京都 大学大学院工学 研

3E科修了

業 務経歴 ＲＰＰＰ ｾｾ 批 ａ 布陣 ｬ 入 ｾｪ

ＲＰＰＰｾＱ ［ 京王新谷 ｩ 追分 ｊｖ 工事

事務所

2001年本応対撚蹴十郎

2008判。掛端刻立高翻十郎

ＲＰ ＱＰ ｾＢ 大阪本 ｊ ［ Ａｕｬ ｙｉ Ｚ造設計部

・主な作品組涯

阪神タイガース事「臣室内斜i習場

近i D¥J II和Il 民病院

ファインシティ くずは

MF新大阪ピル

シティタワー大阪天満

東雲キャナルコート地区計画

- 青年技術者のことぱ

建築の構造に携わるものは、技術

者であり、かつ設計者であること

を念頭に置いておかねばならな

い。よりよい建築を社会に広めて

いくためには、高い技術力が必要

である。しかし、高い技術力は必

要条件ではあるが十分条件とはい

えず、技術力を発簿するためには、

お客機すなわち社会に発信してい

かねばならない。それが設計者の

役割であると考えている。

矯造設計者は、自分も含めてどう

してもアピルが不足しがちであ

ると思う。高い技術力を社会に発

信していくためには、アピール力

が必要である。社会への積極的で

わかりやすいアピールがあってこ

そ、高い技術力を発揚することが

可能となる。広い視野でさまざま

なことを見つめ、高い技術力を

もって積極的にアピールできる構

造設計者を目指している。また、

近年は解析技術の進歩に伴って、

高い技術力の実現が短時間で可能

となりうる。しかし、建築構造に

おける解析はどこまでいっても

「仮定J が消えない。解析におけ

る適切な評価、すなわち適切な「仮

定訂は、幅広く 正確な知識を もっ

てこそ設定できる ものである。

新しい技術の実現のために、常に

幅広い正確な知識の取得を目指し

たい。

- すいせん香

西村勝尚

大林組大阪本! 苫構造設計第二部部長

建築と構造のコラボにおける新しい構造形式の採用と検証

. 連結制振構造を適用した超高層集合住宅

L 一一一一一一一一ノ

群 抗

軸組図

オイルダンパー

邑鮒

主体架備

基準階伏図

連層耐震壁周囲に頑強な

架備を設置

→スタンスを広げて曲げ

剛性を高める

連居耐震壁直下周辺に

群杭を設置

→鉛直方向の剛性と耐力を

高める

• • • 
• 
• 

低層階伏図

本建物は、内部に有するポイド空間

に立体駐車場を配置し、その周りを

回廊型廊下タイプの共同住宅とした

非常に有効率の高い基準階プランを

実現している。

本計画では、超高層RC造建物にお

ける有効性の高い制振システムとし

て連結制振構造を採用 し、その高い

制振効果によって風や地震に対する

優れた性能を持ち、かつ、住宅部分

においては柱梁の少ない快適な住環

境を提供している。

本計画における連絡制振構造による

上部架構の高い耐震性能は、 立体駐

車場を内蔵する頑強な連層耐震壁架

橋脚部の剛性を確保することで成立

していることに着眼し、建築計画と

の整合や施工性およびコストメリッ

トにも配慮して、低層階で必要な耐

震壁配置と基礎形式を検討し採用し

た。

連層耐震壁架橋直下に多数配置する

こととした杭の挙動は、個々の杭が

単独で挙動する場合とは大きく異な

ることが想定されるため、杭配置と

地盤の非線形性を考慮したFEM解析

モデルによる沈下解析を行って、そ

の結果を評価し、上部架精の設計ヘ

反映している。

_  " 1 c .(C凶

_  .2. h. (田

1_  Ｎ ＵＲｾ Ｎｯｯｊ＠

U c . ( O)  

99c. ( O]  

1- . 1. 2e. ( 02 

_  .I. Se.(四

一 ・17，叫'"
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，" 

群杭の即時沈下解析

. 連結制振構造を適用した

オフィスビル

振動解析モデル

(立体モデJ ゆ

本計画は、既存高層オフィスピルの

績に総合設計制度による容積率の緩

和を受けて、同一敷地内で新たにオ

フィスピ) t " を増築するものである。

総合設計制度による容積率の緩和を

受けるために、足元に広大な公開空

地を確保し、緩和を受けた容積率を

最大限に利用して、 ＵｾＸ 階まで Ｑ

フロア約1 5 0 0 mの整形な無柱空間

を確保している。 ztt 

足元の広大な公開空地を確保するた ?町

めに、低層階では 2 つの独立した 詰

RC造立体壁によるコアのみを設け、 ｾ＠ J f  

4 階部分で 2 つのコアをトラス梁で 雪

結合しつつ、各コアから片持ちトラ B

スによって約 1 2 m持ち出して上層階

の事務室を支持している。

このような形状の建物の構造計画で

解決すべき課題として、下層階の曲

げ剛性が小さいこと、下層階と比較

して上層階の重量が大きいこと等に

よって、転倒モーメン卜の増大や、

それに伴う上層階端部での上下方向

変形の増大が予想された。

この課題に対して、上層階で連結制

振構造を採用することで減衰性能を

向上させ、高い耐震性能を確保しつ

つ、快適な無柱空間を確保している。

また、下層階ではコア部のRC立体

壁から連続するように支持層に約

1 0 m貫入させた口の字型の地中連続
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短辺方向軸組図
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低層階伏図

長辺方向軸組図

壁体杭を設け、ロッキングに対する

剛性を高め、高い耐震性能を持つ合

理的な建築計画を実現した。

下層階コア部分の曲げ変形に伴う 上

層階の上下変形の増大に対しては、

上層階において立体モデルを作成し

て直接的に上下方向の応答を求める

ことで、連結制振構造の採用による

低減効果を確認している。また、基

礎のロッキングが曲げ変形に大きな

影響を与えうることにも着眼し、ロ

ッキングの影響を評価したベ ンツエ

ン型の詳細モデルを作成して、その

評価を補っている。

』 一体で惚れる

一- - - ー ・ 守

『

下層階コアの幽明変革こ

よって上下方向頚形tJ

じる .  

守ｾ J J  
T Iー『司‘ 旬、- - .  

I  ¥. :  

転倒モーメント 小

構造計画イメージ
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構造部門

軸 丸 久 司

生.1f 月EI 1977年 4 月25日

緑終学際 2003>F大阪大学大学院工学

frJ f僻 } 蹴 江絹 1政修了

抑係強護 Ｒ Ｐ ＰＳｾ ｾ 刷 ｬ 建制 Ａ 大社

東京オフ ィス村i沿i技官|室

200751'大阪オフィス構造設

計室

・主な作，日経EZ

2007年 I王位似会館

2008-{1'  トレ、ノサ杭浜

住J!r.必1' ) 大阪駅北地区第 IJ 切開発 ( 北

ヤー ド) ( 込本設計)

CW&"l' )  S病院

・共同研究開発その他

2006年銅製基礎梁草稿洲を組み合かせ

た: m副主合工法 rSM-K KI 法J

2008年 J SCAI湖西支部創立25周年記

念tj"1ι来ア イデアコ ンペ優秀賞

- 青年技術者のことぱ

「美J .  r用J .  r強J

言わずと知れたヴィトル= ヴィウ

スの言葉です。口にするのは簡単

ですが、これを実現するのは大変

難しいと最近実感するようになり

ました。誤解を恐れず言えば、「た

だ頑丈な建物を設計するJ ことは

比較的簡単です。柱や壁だらけの

建物を設計すればよいのですか

ら。しかし「安全で、機能的で、

美しい、( なおかつ経済的で施工

性にも優れた) 建物を設計する」

ことは、私には大変難しい問題で

す。

この問題を解決するには、「構造J

だけを考えるのでは不十分で、「意

匠J r設備」についても構造的な

立場から考える必要があると実感

しています。実感した内容は当た

り前のことですが、それを実現す

るために、「建築的要素J r設備的

要素J と「構造的要素j の「橋渡

し」をすることから始めたいと

恩っています。

自然への畏怖を忘れず、安全な建

物の構造設計を行うために日々研

鎖し、その上で、良質な建築と都

市を生むために意匠・設備 構造

の領域を融合した構造設計を行う

ことを目指したいと考えていま

す。

- すいせん者

多賀謙蔵

日建設計構造設計部門副代表

建築的要素と構造躯体の橋渡し ( K健保会館)

本建物は、健康保険組合の会館とし

て計画された。権造種別は、冷間成

形角形鋼管柱と H形鋼梁による鉄骨

造である。架構形式は、耐震プレー

ス付ラ メン構造で、耐震性の向上

のために付加的に粘性ダンパ (制

振部材) を設けている。

- 課題解決

本建物の課題の中で特に力を入れて

取り組んだことは、「構造纏体がそ

のまま建築的要素となる部位が多

く、構造躯体と仕上 げ材の橋渡しと

して変形挙動を把握することJ であ

った。

課題① 「ダブルスキン」

ファサードのダブルスキン( [ A ] ) は

20.2 mのロングスパン梁に付随する

庇( f f i ] ) の上にある。ロングスパン

梁と庇の変形が過大になると、ダプ

ルスキンのガラスの破損や脱落につ

ながるため、エッジクリアランスの

設定を特に慎重に行った。

課題② : rカー テンウオ ールJ

エントランスのガラスカーテンウオ

ール( ! C] ) は高さ約9.5 mの大判ガ

ラスを用いているため、本体架橋の

変形とマリオンの変形を把握し、各

フアサードの庇 ( 園)

エントランスカー テン ウオールとブ

リッジ( 固)

矩計図

( ファサード周り )

部のクリアランスやシールの白地幅

の設定を行った。また、工ントラン

スブリッジが、カ テンウオールを

貫通して配置されているため、貫通

部のエキスパンシヨンジョイン 卜の

設定に注意を払った。カーテンウオ

ールとブリッジフレームの変形を把

握し、意匠上の繊細さを確保しなが

らも、安全上問題のないエキスパン

ションジョ イント を実現した。

敷地の制約条件を解決した超高層R C免震構造 ( 8病院)

本建物は、既存の総合病院を運用し 免震層変位を低減するためにオイル 定着版 ・機械式継手などプレキャス

ながらの建て替え計画である。敷地 ダンパーを採用した。 卜工法について学びながら、主筋位

内において建設可能な場所が限られ 課題③ : r工期短縮」 置および梁せいの設定などを行っ

ていることから、施工工期を| 期 ・ 工期短縮のため基準階のRC躯体の た。

11 期に分離し、段階工事の検討に基 プレキャス卜化を行った鉄筋端部の

づく配置計画を行っている。

上部架橋は鉄筋コ ンクリート造の耐

震 笠 付 ラ ー メ ン 架 橋 ( 部S ' SRC 

造) 0  I 期部分は基礎免震、 E 期部

分は柱頭免震としている。

・課題解決

課題①・ 「最適な格造方式の選択J

当初、基本設計において制振鉄骨造

で計画していたが、社会情勢( 鋼材

価格の高騰) から構造計画を見直す

必要が生じ、 1 カ月程度の短期間で

制振鉄骨造・免震 鉄 骨 造 免 震RC

造のコスト概算 ・性能比較を行っ

た。結果、免震RC造を選択したが、

鉄骨造で検討していたプランを RC

造に変更するため、プランの変更が

最小限になるように柱位置 ・柱サイ

ズの検討 ・調整を行った。

課題② : r厳しい敷地制約条件の中

での免震層計画J

建物を長周期化するために、天然ゴ

ム系積層ゴムアイソレータのほか

に、弾性すべり支承を採用し、また

εド

ωド



構造部門

く し ま そ う い ち ろ う

九 嶋 壮 一 郎

生年月 [ 1 1976年 5rJ  1  EI 

i忌終学l医 大阪大学大学|虹 判i} f僻 l

地球総合工!.f -吻攻防士3単純修了

時士( 工学) 取得

業梯 ｾ ｊｊ 置 Ｒ ＰＰＱ 五 ｉ ｾ ｉ附 Ｇ ｦＧ Ｚ ｉＧ ｉ￯ 先ｽ［ ｾ人 Ｚｴ ｩ

2002年大阪本: J;11-ut計部

2010年大阪本fa1] 1郊凶i主任

・主張作品紛! n:

Ｍ 神 戸 旧 ｉ ｾ ｉｊ 也 Ｒ Ｕ 帯ｴｩｬＧ Ｑ

. 千趣会新 材1ピル

- 阿淵I!Iff椛ターミナルピル (施工中)

. 天理II よろづ現11&if砂同めH

- 編μBl 矧互BP相u

・主3医学術指紋:

対角材としてPC鋼際部材を組み込んだ

llil 符21J向絡子ドームの座IIl! 咽ニ状に|却す

る災紛( J 研究、日本辿築考会桝迂i系論文

Ul 2006.5  

- 青年技術者のことば

『建築の美を象徴するものは完全

に合理的な構造からやや外れたと

ころに存在する』という言葉があ

る。この言葉は、理論や合理性を

確かな基盤とする大切さと合理性

というものさしでは測れないこと

にも目を向けることの重要性を表

していると手ムは思っている。

安全を確保するための普遍的な合

理性と、人の心や感性とが結び付

き、それらが調和した建築を実現

していくことが私の目標である。

エンジニアとしての知識 能力向

上はもちろんのこと、美しいもの

を美しいと感じることのできる豊

かな心や、お客様・ 4士会の想いを

共有 - 共感できる力を高めていき

たい。

構造設計という足がかりを基に、

環境 ・デザイン - コスト等多様化

し変化していく価値やニーズをと

らえ、建築としての総合的な魅力

や性能を向上させる質の高いエン

ジニアリングソリユーシヨンを積

極的に発信していくこと、お客様

とともに自分自身もが感動できる

作品を創造していくことなど、実

現したいことは数多い。未来を見

据えながら日々を真撃に過ごして

いきたい。

- すいせん香

前野敏元

竹中工務広大阪本庖

設計部構造部門マネージャー

『かたち』と 『骨 組』の特性を活かした高さ300m、超超高層建物の実現

高さ3 0 0 m、日本で最も高いピルと

なる予定の『阿部野橋タ ミナルピ

ル』では、長期鉛直荷重や地震時 ・

強風時水平荷重により建物が負担す

る力が通常建物に比べて非常に大き

くなる。これらの力について確実か

っ合理的な力の流れの形成が設計上

重要なテーマであった。

カの流れを決定する建物の 『かたち』

と f骨組について、建築計画、デ

ザインなど様々な二一ズ条件を満

足するパランス良い解としての『か

たち』と開制に至るまでに筆者

自身が取り組んだ検討やその結果に

ついて述べる。

. 要求機能を満足し風荷重

の低減を実現す都 かたち』

建物内の百貨広 ・オフィス - ホテル

の 3 つの用途には適した平面形や規

ホテル

( 高層部)

オフィス

(中居部)

百貨居

( 低層部)

禁固l 「ー」ーユ

図1 百貨庖・オフィス・ホテル平面図
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図2 建物形状による風の影響

(風向直交方向の検討)

模が存在しており、建築物としてお

E いをどのように連結し構成するか

が課題であった( 図 ，) 。また、高

さ2 0 0 mを超える建物では、地震荷

重よりも風荷重が大きくなることが

あり、風荷重の低減もひとつのテー

マであった。

風荷重は建物の『かたち』により大

きな影響を受けることから、様々な

形状に対する検討を行った結果、セ

ットパック形式が風荷重の低減に有

効であることが明らかとなった( 図

2 、 3 ) 。そこで、 3 つの用途の各

平面をセ ットパック させ積層する

『かたち』を採用することとした。

fかたち』の決定により大まかな力

の流れが生み出され( 図 3) 、この

力を円滑に伝達するための 『骨組l

の検討を行うこととした。
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図 3

短辺方向加力時の

力の流れ

- 円滑な力の流れの実現と居住

性・安全性を確保する 『骨組J

セットパック部分での円滑な力の伝

達や超超高層建物特有の曲げ変形

抑制のために、建築計画との整合を

図りながら耐震要素の配置や種別選

定に試行錯誤を重ねた。最終的に、

高層部 中層部 ・低層部境界部に設

備機械室層としても有効に機能する

トラス階や建物の重心 ・骨l心位置の

調整にも寄与する中層部アウトリガ

ーを配置する架橋計画 (r 骨組] )  

を採用することとした( 図 4 、 5 ) 。

さらに、高層部に存在するホテルに

は高い居住性が要求されるため、吹

き抜け部に剛性の高い心棒架構を挿

入した上で、吹き抜け周辺架橋との

聞にオイルダンパを設置した( 図

6)。層間変形角が約 1 0 %向上する

効果が得られている。

図4 構造骨組パース

ラーメン架備 コア部プレース メガトラス アウトリガー

図5 各種架構と変形霊の比較

60 

45  

4 0  

h究き叛け内に心俸

6  8  10 12 -Li 架備を3枚、 15 0k N

層間変形角 ( X10. J rad.) F 吋門 品 同 一 オイルタンパーを

レベル2地震動時応答解析結果 12 墓配置

図6 ホテル吹き抜け部心棒ダンパー
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構造部門

/ '  

もり た か ひ き

森 貴 久

生年月 日 1975年9月29日

最終学廃 2003年3 月鹿児島大学大学

院理II 工学研究科博士後Jvm必

殺システム怖幸正E学専攻修了

卸月知梓暦 2003年4 月大和ハウス工業

( 関入社、耳球部品悩制作ぷ

2004年10月同社総合技術研

究所

- 青年技術者のことば

鉄骨とコンクリ トの簸合部の設

計については、例えば、鉄骨柱脚

と基礎の接合のように建築物の部

位ごとに設計方法が確立されてい

るものもありますが、それ以外の

部位や接合方法については、設計

者がおのおの実験や解析を通じて

その性能を明らかにし、実用化さ

れているのが現状です。

必要とする構造性能を満足するか

どうかを確認することはもちろん

ですが、実用化するためにはコス

卜、施工性、具体的な設計方法等、

様々な検討事項があります。ここ

で紹介した開発においては、これ

らの検討に際して社内はもちろ

ん、共同開発先や有識者ら、多く

の方々より貴重なご助力を頂きな

がら実用化に至りました。

建築物に求められる性能はますま

す多様化し、経済的かつ合理的な

建築物を構築するためには、異種

材料を接合する技術は不可欠なも

のとなりました。特に、現在の主

要な建築材料である鋼材とコンク

リー卜の接合方法は多岐にわた

り、接合性能および施工性の両面

において今後ますますの発展が期

待されます。

今後は組み合わせる材料の種類や

建築物の対象部位を拡大した開発

等、より良い混合構造の発展に寄

与できるよう、業務に取り組みた

いと思います。

- すいせん者

有吉善則

大和ハウス工業総合技術研究所

所長代行

鉄骨とコンクリートの混合構造技術の研究・開発と実務支援

スパンが ＱＰｭ 程度、階高が ＶｾＸｭ

程度で、階数 ＳｾＵ 程度の物流施設

や商業胞設の建設において、大和ハ

ウス工業では大径の角形鋼管を柱に

用いる鉄骨造による建設が主流であ

ったが、 2004年以降、鋼材価格の

高騰を背景として、建設コスト増大

および鉄骨納期の長期化に伴う工期

の圧迫に対応すぺく、鉄骨と鉄筋コ

ンクリ 卜の混合構造の開発に取り

組んできた。

柱部材として圧縮力に強いコンクリ

ー卜部材を用い、梁部材に軽量で曲

げ耐力の高い鉄骨部材を用いる混合

構造は、材料の特性を適材適所に配

置した合理的な構造形式といえる。

また、価格の高い大径の角形鋼管の

使用を低減できるので、建設コスト

の低減につながる。

・柱R C ・梁S 造

私が最初に開発に取り組んだ混合構

造技術開発であり、柱を鉄筋コンク

リー卜 (RC) 造、梁を鉄骨 (s) 造とし、

鉄骨梁は柱梁接合部を貫通するシン

プ ル な 混 合 構 造 で あ る ( 図トa)。

柱梁接合部はコンクリ トの型枠を

兼ねた、ふさぎ板と称する鋼板で覆

われており、柱梁接合昔日の構造耐力

に寄与している。

異種材料部材が接合される柱梁接合

部のせん断耐力確保が重要であり、

十字型骨組み加力試験を通してその

(a) 柱、梁の構成

(b) 梁段差仕僚の実験

(c) 施工状況

図 1 柱R C ・梁S 造

耐力評価方法の妥当性を検証した。

本技術は柱梁媛合部のディテールに

若干の差異があるものの、以前より

他社においても同様の技術を構築し

ており、後発として当社は開発に取

り組んだ。

初期開発後も設計者や施工者の意見

を取り入れて改善 ・改良に着手し、

柱梁接合部内部において柱両側の鉄

骨梁の段差に対応したり( 図l - b) 、

現場打設コンクリー卜工事の省力化

のために柱梁接合部のプレキャス卜

化等に取り組んだ。 2010年 7 月現

在、 14棟の施工実績がある( 図l -c)o

・DANBE L ( ダンベル) 構法

本技術は、梁の端部をRC造、中央

部をS造とする複合構造梁構法で、

柱はRC造 と な る ( 図2-a)。端部の

RC梁には中央部のS梁が埋め込まれ

ており、切り替え部と称する埋め込

み区間において異種材料が直列的に

結合されている。 S造の根巻き柱脚

のディテールを梁端部に応用したよ

うなイメ ジである。柱RC ・梁S造

ではS梁が柱梁接合部を貫通するた

め、 RC柱主筋の配置に制約が生じ

てしまうが、本構法ではS梁が端部

RC梁の途中までしか埋め込まれて

いないので、通常のRC柱と同様な

主筋配置が可能となる。また、平面

的 lこS梁が交差しないので、 S梁の

鉄骨加工が非常にシンプルになるメ

(a) 柱、梁の情成

(b) 実験における破爆状況

支圧力から鉄筋に伝達される力

トラス機備によるせん断力の伝達

(c) 切り笛え部せん断抵抗機縞

図 2 DA NB E L構法

リットがある( 突合せ溶接無し) 。

本技術においても異種材料が接合さ

れる切り替え部のせん断耐力確保が

重要であり、種々の要因を変化させ

た構造実験( 図2- b) を通してその

抵 抗 機 構 ( 図2- c) を把握し、適切

な評価方法を定めることができた。

・D- T E C P C - BE AM構法

本技術は、梁の端部をプレストレス

卜コンクリ 卜 ( PC) 造、中央部

をS造とする複合構造梁構法である

(図3- a、b) 。柱はP C造またはRC造

となる。 S梁はエンドプレート形式

の接合部によって端部PC梁と直列

的に接合されるため、 PC梁に埋め

込まれない。よって、 S梁と P C梁は

おのおの製作された工場から現場に

搬入し、容易に地組みする建て方が

可能である。また、 PC柱とする場合、

柱梁接合部は柱と一体で製作される

ため、他の混合構造のような柱梁接

合部のコンクリー卜打設工程を省略

でき、混合構造の工業化率を高めた

構法となる。

本技術の開発においては、エンドプ

レー卜銭合部における曲げ耐力の検

証、複合構造梁の剛性およびP C梁

端部の圧着接合部の性能検証実験

(図3-c) 等を通して適切な設計方

法を定めることができた。

(a) 柱、梁の僑成

(b) 内観イメージ図

- 300 

- 400 

(c) D- T E C P C - B E A M裁荷実験

図 3 D ーT E C P C - B E A Mtf4;:去



設備部門

お が わ と し ひ き

小 J11 禄 仙

生年月日 Ｑ ＹＷＷｾｆＴ 月 Ｑ Ｕ 日

最終学 歴 立命館大学理工学部I眠気.¥(!子

工学科卒; 業

業務経歴 2000網開日建設計に入村

il止Uli 設計官11門技術，lI<.";l i箆所M

・主な作品経燦

手引ヶJ i : 公園風の子楽沼館 (200311' )

息子 山 総合迅捌 ｬ 公 ｼ 羽Ａ 野 球場 ＨＲ ＰＰｾ ，， Ｉ

新見市 他L限切進路没 (2005年)

大阪弁護士会新会館 (2006年)

芯説漸附伝部ピル (2006年)

稲岡対幹理7議!' f' .字削 ( 20WI!)

三子間安海上大阪淀屋橋ピル (2008:11')

日 本 生 命 新I哲郎 (2009年)

・受1' t胤暦

ｾ ｴ ｬ 気 Ｗ 品 目 ｩ 学会会聞大会 発却制批支 ｾｲｴ

「笠HlJ のIY J るさ感の桁僚によるI務1) 率!! ({

I YJ に|刻する砂防唱J

- 青年技術者のことぱ

建築を設計する中で設備設計者の

果たす役割の重要度が増している

と感じます。低炭素化社会の実現

に向けたライフサイクルC O
2
削減

や、災害時に対する事業の早期復

旧を目的とした建築計画の提案が

求められます。その要望を実現す

るために、費用対効果を明確にし

た省エネルギー技術の導入効果の

提案・検証やリスクマネジメント

のひとつである事業継続計画を考

慮した信頼性の高い建築設備の構

築を念頭に設計を行っています。

今後、環境調和型建築が主流とな

る中で、電気設備での低炭素化社

会への取り組みは多岐にわたりま

す。スマートグリッド・スマート

メータなどの配電制御技術、再生

利用可能エネルギ技術( 太陽光

発電風力発電など) の分散電源、

ｌｅｄｾＮｾ 明・有機 ｅ し照明、直流送電、

蓄電池などの要素技術の有効な組

み合わせが要求されます。

電気設備設計者としてこれらの技

術を駆使し、計画をリードし、建

築と社会に対して積極的に提案を

行うことによって、最も環境に配

慮したシステム構築ができるよう

に研鏡に励みたいと考えていま

す。

- すいせん者

小倉良友

日建設計設備設計部門

設備設計室長

低炭素化社会の実現と事業継続計画 ( BCP) の実現

- 三井住友海上大阪淀屋橋

ピル- ，事業継続計画と

省エネルギーに配慮 した

電気設備計画J

再開発事業として街区を 2 敷地に

整理し、北側に建設された三井住友

海上大阪淀屋橋ピルは西日本の拠点

ピルとして位置づけられ、災害時の

機能維持を図っている。また、本社

ピルとして環境配慮・省エネ技術を

積極的に導入し、 CASBEE大阪では“ s

ランク" を取f尋している。

. 事業継続計画

a) 災害時の本部機能維持

災害時のインフラ途絶に必要最小限

の鞠主環境を確保するため、執務室

照明の5 0 %、コンセント負荷の25

% を発電機回路とすることで、重要

業務の早期立ち上げを可能とした。

また、災害対策本部の 13階食堂フ

ロアは空調を含めた 100%負荷ヘ発

電機回路を供給することにより、災

害対策機能持続を図る計画とした。

非常用発電機の継続運転時間は、災

害時のインフラ復旧時間を想定し

72時間とした。備蓄燃料は 15，OOOL

x 3 基となり、地下躯体下にバッフ

ァソ ンを設け、地下埋設オイルタ

ンクとして設置している。

b) 情報通信計画の信頼性向上と 災

害時の通信手段の確保

信頼性の向上、災害時の通信手段の

確保を目指した情報通信計画とし

た。各階への電話情報用光幹線ケ

ーブルの二重化を図り、信頼性を向

上させている。インフラ途絶時は衛

星携帯電話を音声サーパに接続し、

衛星回線を用いた緊急連絡手段の確

保を行っている。

- 自然エネルギー・省エネ

ルギ一技術の活用

a) 照明エネルギーの削減

事務所ピルで約2 0 %を占める照明

エネルギーを低減することを主眼と

した。執務室では外光による採光が

有効に活用できる窓面から B m程度

のエリアと、外光の届きにくい執務

エリアに分けて昼光セ ンサーを配置

し、自然光の有効利用と適正照度補

正制御により、照明エネルギーの低

減を図っている。さらにセキュリテ

ィと連動した執務室照明 - 空調の連

1.5∞ 

1α) ( )  

5∞ 

。

図 1

動停止やトイレやリフレッシユスペ

ース の人感センサーによる ON/ OFF

制御を行うことによって、不在時の

エネルギーを削減している。これら

の効果により、照明エネルギ を

4 9 %削減した( 図 1 )。

b) 太陽光発電設備の導入

最大出力 1 0 k Wの多結品型太陽光パ

ネ ル と 、 建 物 コ ナ に 建 材一体型

太陽光バネルを設置した。建材一体

型太陽光パネルはシースルー型アモ

ルファスシリコンと LED照明が一体

となったパネルを採用し、建物の ノ

図2 L E D - 体型太陽光パネル

外周部に設置することで、昼間は

太陽光発電、夜間はLEDのイルミネ

ーシヨンで建物の輪郭を表現し、太

陽光発電設置による C O
2
排出削減対

策導入を広くアピルできる形態と

し た ( 図 2) 。

. 手ヨ|ヶE 公園風の子楽習館一 「自然エネルギーを最大活

用した電気設備計画」

本施設は自然エネルギーの体験学習

の場として計画された。自然エネル

ギーとして風力発電設備3 5 k WX 2  

基、太陽光発電設備 5 k Wを設置した。

施設内で「見て・触る」ことのでき

る自然エネルギー利用の視覚的効果

による環境共生型施設として、地域

の拠点となっている。

- 導入シミュレーション

想定デマンドが約7 5 k Wと規模が小

さい高圧受電である。篭圧変動の大

きな風力発電設備の導入に際して、

電力会社と電圧変動や保護継電器の

動作確認の検証を行い、系統連系を

実現した。風力発電と太陽光発電は

分散型電源のインバータの出力電圧

にあわせて接続した。高圧系統連系

は電力会社へ逆潮流を行うことによ

り、余剰発電を売電しランニングコ

ストの削減を図っている。

計画にあたっては発電電力量と消費

電力量のシミュレーションを行っ

た。風が強くなる冬季の朝 ・夜に逆

潮流が発生することが想定された

(図 3 ) 。また、施設の年間消費電力

の約 1 5 %をまかなうことがで ノ

き、逆潮流は年開発電電力量の約

6 %であると想定された。

・竣工後の検証

竣工後、計測デ タを収集し、分散

電源設備の導入効果について検証を

行った。運用 1年目の平均風速はシ

ミュレーションとほぼ同等の結果で

あったが、冬季の風力発電機の稼動

が低下していた。そこで、シミュ レ

ーション結果と風速 - 発電電力量の

実測データを照合し、制御方式をパ

ターン制御から計測した風速に基づ

いて回転数を決定するトルク制御に

変更した。変更によって、運用 2 年

目は年間風力発電電力量がシミュレ

ーションの数値とほぼ同等となった

(表 1 ) 。年間風力発電電力量は、施

設の年間消費電力量の約2 2 %を占

めている。 10月、 11 月の中間期に

おいては制御方式変更による発電電

力量の増加と施設消費電力の抑制に

よって、施設消費電力の約5 0 %を

発電電力で賄うことができているこ

とが分かつた( 図 4) 。

表 1 シミ ュレー ショ ンと実測結果

I  穆動日民側

シミ A レーシ・シI I 当事日 I  '''' "  

{刷司，，) f - I ω 5句! 6 J J -

o5q! 5 J J )  I  侃年 5 11)

ｌ ｾ ザ慢 ＱＢ 網開 ｨ 1 6 . 2抽 川 I 21.51 U:Wh  

嵐l J 2‘ : 2 ザ慣 I I! M08k Wh  I  6. 86i kWh  I  J5.753k Wh  

i  合計 I  38.816k Wh I  13. 1Z3kWh  I  37，3山 kWh

施 酬 間 川 1. . ' お醐ドy h I  J<l 5，.1I 6k Wh いげ.315k Wh

-・" l nR需力" の瓜

i J l 電電による電l J lnl 約15・‘

鴨昆の比噺

約 8、

逆潮' " 電l J l聡 Ｒ 畑Ｎ ｾ Ｎ ｜ｾ Ｚ＿ Ｎ Ｎｉ ＮＮＮ ＮｾＺｾ Ｎ ｾｾｾＺ＿Ｎ＠

約n、

11.1:副" 、，V h

2222t=対する l 刷 、 |  約仇 l  側 、

25 
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業務経'!1l!: 2001年側大林組入社、東京

相 j 設備設計調i

ＲＰＰＳｾｆ 本 Ａ 苫設 備 Ｚｬ ｴ 刑制 ｬ

2004年本};!f7&側部

200511'本応設備工事管理II セ

ンター

2007年本庖 (現大|阪本応)

設備投日十郎

・主な作品経歴

. 某ピJ けt若干抑自殺

- 琵琶湖lクルージングモールピエリ守IJ(

Ｎ 島市劫製 作 所初木 石 斤ｾ事所

- キ・ノ ザニア甲子図

・3組 j l_t工場

- 青年 技術者のことぱ

設備設計者の仕事は多岐にわたり

ますが、最もやりがいがありかっ

面白 い業務の一つは、設備システ

ムと、それに必要な自動制御の構

築であると感じています。設備機

器の多くのものは単独で動くので

はなく、組み合わせてシステムと

して動きます。コストやスペース、

そのほかさまざまな前提条件によ

る制約の中で、施主要望や省エネ

ル ギ な ど を 達 成 す る こ と を 目 標

に、不具合がないようシステムの

動きを総合的に検討 すること、そ

の過程でトライ& エラーを繰り返

す作業 が大切と考えています。

正解はほかにもあるかもしれませ

んが、 自分 で 考 え た こ と が プ ロ

ジェク 卜に貢献できたと思えたと

きが、 この仕事に従事してよかっ

たと感じる瞬間です。

入 社10年 目 を 迎 え ま し た 。 こ れ

からも経験を重ね、技術者として

成長していきたいと思います。

- すいせん者

古閑幸雄

大林組大阪本広建築事業部

設備設計部長

自動制御ロジ、ツク考案による空調システムの省エネルギー化への貢献

空調システムの構成機器の運転方法 表1 熱源台数制御ロ ジヅ ク検討案

について、すでに確立し汎用的に用

いられている自動制御ロジックでは

制御しきれないため、自分自身の発

想をもとにロジックをつくり 上 げる

機会を得た。

- 某ビル氷蓄熱増設

氷 蓄 熱 槽 か ら の 熱 損 失 を 減 ら す た

め、夜間につくった氷を、できる限

りその日のうちに使い切る必要があ

った。熱源は吸収式; 令温水発生機 1

台、氷蓄熱ユニット 2 台が設置され、

かつ、冷房ピーク負荷に対して熱源

1 台では対応できない事情があり、

熱源台数制御に相当の工夫が必要で

あった( 図 1 ) 。諸般の事情により、

各熱源を統合的に制御する新たなシ

ステムの導入や中央監視盤の改修、

ポンプのインパータ化等は不可能で

あったため、新設する熱源コントロ

ーラ ( DDC) 内のソフト改造範囲内

の対応に限られた。

図 1 氷蓄 熱 増設後 の熱源廻り

シンプルでも現実に使える制御とす

るべく、制約条件の中で最善策を検

討し、試行錯誤の末に自動制御ロジ

ックをまとめた表 1 のd案 の 採 用 を

決定した。竣工後の実測により、自

動制御による一定の効果が達成され

ていることが確認できた。

・某生産工場' 匡温t匡湿室

恒温恒湿室( 土 2 .C、: t 5  % ) に採

用 する J ¥ ' : ' ; ケージエアコンについ

て、従来の圧縮機定速仕様ではなく、

まだ実績がほとんどないものの、制

御次第で大幅な省エネルギー運転が

可能な外部信号による圧縮機インバ

ータ制御仕織の機種の採用を検討し

た ( 図 2)。

採用 にあたり機器特性を十分把握し

たうえで、室内温湿度の安定性の高

い自動制御ロジックの検討を慎重に

行った。圧縮機の容量制御の精度を、

乾球温度

図 2 J ¥"J ケージエアコンによる恒温

恒湿室の空気線 図上の動き

ｉｾ＠ 概要 検討内容 採用

蓄熱コントロ ーラー

- 負荷予測機能は氷蓄熱システム1台のみに対する機能。

a案 搭裁の負荷予測機能

前日の阪収式冷温水発生機の負担負荷は考慮不可能。

X  

を利用

「夜間話熱畳を空調

- 既存蓄熱槽の放熱用定流毘冷水ポンプの流量減は解氷

b案

時間で割り、毎日寺間

への悪影響が懸念される。阪収式冷温水発生機+ 氷 2 台 ×  
均等に氷を使い、氷

放熱運転でも、ピーク時負荷に対して余裕がなく危険。

を使いきるj

- 過去の空調負荷実測データにより、夏季は昼以降の負

荷が士宮加するものの目立ったピークはなく、 日中ほほ同

ある時間までの空調 じレベルで推移する傾向。

負荷からその後の空 - 空調開始時からある時間までの平均空調負荷を算出し、

c案 調負荷のおおよその 残りの空調時間との積がその時点、での筏蓄熱鑑よリも小 ×  

想定をする制御口 さければ、阪収式冷温水発生機を停止する方法を考案。

ジツク - 各時刻の空調負荷を利用した平均負荷の演算には、蓄勲

コントローラ ( DDC) 内のソフト改造と中央監視盤の改造

も必要なことが判明。

- ある時閣の空調負荷と残りの空調時間の積が、

その時点での残蓄熱量よりも小さければ残蓄熱

霊に余裕があると み な し 、 ｄ ｾ 収式冷温 水 発 生 機を

あ る 時 間 の 空 調

停止する方法を考案。

- 当日の後半の空調負荷を中盤の空調負荷により

負 荷 か ら そ の 後

予測。演算と判定は蓄熱コントローラ (D DC) の

d案 の 空 調 負 荷 の お

ソフト修正により対応可能。空調負荷ピークが過

。

およその想定をす

る制御ロジック

ぎる16時以降に毎日寺、判断を行う。

- 過去の空調負荷実測データによりシミユレ

ションを行い、夜間につくった氷をその日のうち

にできるだけ使い切るという目標に対して、ある

程度の精度が期待できることを確認。

表 2 外部信号による圧縮機 インバータ制御仕様パッケージエアコ ンによる

温 湿 度 制 御 の 検 討 案

ｉｾ＠ 椀要 検討内容 採用

- レターンチャンパにて遺気と外気が混合するため、冷却 i

除湿の必要レベルを判断するにはPAC吸込温湿度による

PAC販込温湿度によ

ことが最も正確。外気による室の温湿度の変動を小さくし

る冷却除湿制御+ 室

たい場合には有効。

a案

の温湿度による加熱

' PACの畷込温湿度は室の温湿度と遣うため、温湿度の ×  

加湿制御

セットポイントを明確に設定できない。余裕をもったセッ

トポイン卜でないと、室の温湿度条件を満たす冷却除湿能

力が不足する可能性あり。このことは省エネルギーの観点

には合致しないと判断。

室の温湿度による

- 温度制御と湿度制御を切り離して比例+ 積分制

温度 ・湿度の制御

御を行うため、外部信号による PA C圧縮機の容量

b案

を別々に行う制御

制御の精度が高くない場合でも、電気ヒーターと
。

(V 字型制御)

加湿器による調整で温度、湿度の乱れを抑えられ

る可能性が高いと判断。

欧出口の温湿度一定

- 冷水による空調方式では、送水圧力変動等による映出

制御+ 室の温湿度に

ロ温湿度のぶれを室の温湿度に影響が出る前に対応でき

c案 よる吹出口温湿度設

るため、室の温湿度の安定性が高い。

×  

定制御 ( カスケード

' PACの圧縮機の容量制御の精度が高くない場合、映出

制御)

口の温湿度制御も精度が高くならないため、採用するメ

リットがないと判断。

空調機方式の冷水量制御と同等と判

断 で き る デ ー タ が な い こ と も 考 慮

し、 表 2 のb案の採用 を決定した。

な お 、 圧 縮 機 の 容 量 制 御 の 下 限 は

ＲＰｾＴＰＥ 程度で、 一 度圧縮機のサ

ーモオフが行われると、 内部の保護

回路機能により数分間 は再起動でき

ない。圧縮機への外部信号( 室の温

湿 度 に よ る 冷 却 - 除 湿 の 要 求 を 4

- 20mA信号とする) が下限値を下回

る場合、下限値のまま圧縮機を運転

するか、サーモオフとし庄縮機運転

を停止するかの選択が必要となる。

省エネルギーの観点からはサーモオ

フ機能を有効とする方がよいが、温

湿度の安定性の観点からはサーモオ

フ機能を無効とする方がよいため、

運用の状況をみて、サーモオフ機能

を有効と無効に切り替え可能な対応

とした。

峻工後の実測により温湿度の安定性

を確認できた。機器本来の長所を生

かすことで、従来の定速機に比べ、

冷却除湿 ・再 熱 - 加湿に必要なエネ

ルギを大幅に削減することできた。
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2010年関西大学高槻ミューズキャン

パス

- 青年技術者のこ とぱ

関西大学高槻ミューズキャンパス

は、初、中 ・高等部、大学大学

院の、年齢層が大幅に違う生徒 ・

学生が、一つの敷地で学校生活を

共にするという、他に類をみない

プロジェク卜であった。さらに、

初、中高生ゾーンは、防犯上のセ

キュリティを重視しなければなら

ない一方で、地域開放されるゾー

ンが一つの敷地に共存するとい

う、建築計画 ・設備計画を行う上

で、非常に難しい建物であった。

これらの難題をハード面だけで解

決することは当然できない。建築

主、さらには施設を利用される先

生方とも綿密な打ち合わせを重ね

ることにより、ハードとソフトが

うまく融合できた建物を提供でき

たと思っている。

建築主のニーズは、年々高度にな

り、多様化している。これまで蓄

積された技術や、新しい技術を貧

欲に吸収し、設備設計者として、

そのニーズに応えていきたい。さ

らに、その中で自分の「想ｾ 'J を

最大限に盛り込んで「かたち j に

していく努力をしていきたいと考

えている。

- すいせん者

隅 和 弘

竹中工務庖大阪本庖設計部

設備部門紺舌担当副部長

関西大学高槻ミユース‘キャンパス- i社会貢献型都市キャンパス」を目指した設備計画

当キャンパスは、初 - 中・高校、大

学 ・大学院で構成される総合教育施

設である。高槻市が提唱する「安全 ・

安心のまちづくり」に貢献するため、

「社会貢献型都市キャンパスj を目

指した計画を行い、災害時には地域

の防災拠点となるべく、避難所機能

を備える計画とした。

その中で私は、地域に貢献できる設

備計画とはどのようなものかを考

え、建築主の二一ズも踏まえた 3 つ

の基本コンセプトを掲げた。

1 .  [ "安全 ・安心のまちづくり」

→インフラ断絶時のパックアップ

2 .  [ " 安全・安心のキャンパスづくりJ

→児童 ・生徒の安全・安心を確保す

る防犯 ・防災設備の構築

3 .  [ "ECOキャンパスづくり J

→環境負荷低減設備の積極的採用

・安全・安心のまちづ‘くり

電力の確保 災害時の停電対策とし

て、受電方式の多重化を図った。信

頼性の高い特別高圧電力を 2 回線で

受電し、さらに特別高圧電力とは別

供給ルートでの高圧受電を行った。

非常用発電機( コージ工ネレーショ

ン発電機) によるパックアップも可

能とした。

給水 ・排水の確保 災害時の断水対

策として、施設内の生活用水の確保

を図った。受水槽・貯湯槽内の保有

水に加え、大きな貯水源であるプー

ルの水を浄化し、災害時に生活用水

として{ 吏用できるシステムを導入し

- 電力の確保

一一一一一ー 通常電力

特高停電時電力供給

ー. _ . ー・特高かつ高圧予備停電時電力供給

四一一- 一ー 認定ガス導管

ゆ

25mプール

プール水再利用

システム

処理水槽

・給水の確保( プール用水浄化設備)

た。また、下水道管が断絶したとき

の対策として、大容量の汚水 ・雑排

水貯留槽を設け、災害マンホールト

イレを設置する計画とした。

・安全・安心のキャン) ¥スづくり

当キャンパスは幅広い年齢層の人聞

が混在するため、特に初 中・高校

ゾーンについては、セキュリティ性

を高める計画とし、入室管理、

ITV、緊急電量報等の防犯設備の配置

を行った。さらに、小学生を対象と

した登下校通知設備 ( RFIDタグを

検知し、登下校情報を管理できる設

備) を設置した。防災設備について

は、各ゾーンに応じた消防設備計画

を行った。また、火災や地震を想定

した、年齢構成に配慮した避難誘導

計画を構築した。この計画は、建築

主が作成する消防計画や避難訓練マ

ニュアルに活用される予定である。

コージェネレーション

発電機

(常用ー非常用兼用)

. 排水の確保

. E C Oキャンパスづくり

コージェネレーション発電機の排熱

を給湯 ・プール昇温に有効利用でき

る設備をはじめ、太陽光 - 風力発電、

雨水利用設備、クールチュープ等の

自然エネルギーの利用、屋上緑化、

ピオトープ、節水型衛生器具などを

積極的に採用した。環境配慮に対す

る取り組みをモニターで表示し、省

エネルギー量の「見える化」を図っ

た。当キャンパスは、 CASBEEd平価

でSランクを達成している。

コージェネレーション設備太瑚光発電股備田屋上緑化

風力発電設備 省エネ量「見える化J

関西大学アイスアリーナ- iガス小型熱源を利用したスケートリンク製氷システム」

関西大学は世界及び日本のトップレ

ベルのスケート選手を擁し、 日本の

大学で初めて、国際競技規格の通年

スケートリンクを設置した。

設備計画を行うに当たり、様勺な類

似物件を調査し、問題点の抽出を行

った結果、「ランニングコストの低

減」が大きな課題として浮かび上が

った。私はこの問題点の解決につい

て、重点的に取り組んだ。

G H Pチラー

- 熱源の選定

従来の電気式の熱源を採用した場

合、ランニングコストが高く、さら

にキャンパスの電力デマンドを大き

く引き上げることになる。今回は、

プロセス用や産業用に用いられてい

たGHPチラー( ガスヒ トポンプチ

ラ ) の低温性に着目、小型の汎用

品を多数採用することで、制御性の

向上と合わせて、従来のガス熱源の

課題であったイニシャルコストの問

題を解決した。

GHPチラーを採用した結果、キャン

パスの電力デマンドは十分な余裕を

確保することができ、従来の電気式

と比較して、製氷エネルギーを 10

%、 C O
2
排出量を 2 7 %削減できた。

U竺」

建設前建設後 建設後

( 電気式) ( ガス式)

ロ

リンクガス代

ロ

リンク電気代

• 
ガス代

ロ

電気代

キャンパス 全体のランニングコスト

比率

また、今回の熱源方式をガス式とす

ることにより、既存建物のガス料金

にも安価な大口料金を適用すること

が可能となった。キャンパス全体で

試算すると、電気式を採用した場合

と比べ、約 1 0 %のランニングコス

トを削減することができた。
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と う は る き

伊 藤 晴 輝

生年月日 1976年12月21日

最終学歴 広島大学工学部

第四類( i l l 設系) 卒業

業務符歴 19991' 1司側竹中工務}; 5，入相

大阪本};!il{次官協iIl i斤属

・主な作品経a :

・京阪くずは集合位一宅 (2003)

- 京阪くずはモー岬 iJi!if，jfi (2005) 

・そごう 心斎締m(2005) 

- 三i芋米包大日集合住宅 (2009)

・ ｊｊｌ ｾ ｴ 阿倍 野再 開発 ａ 幼 ｈ ω ｻｉｔ ＼ｪ ｲ Ｉ

- 青年技術者のことぱ

集合住宅は、建築主だけでなく入

居者一人ひとりもお客様になるた

め、住戸の数だけお客様が存在す

る。

お客様( 建築主、入居者) のニー

ズはそれぞれ異なるため、さまざ

まな角度から物事を検討し、各住

戸に反映していかなければならな

い。また、お客様にとってわれわ

れが設計図 ・施工図 - 施工要領書

通りに施工し、品質を保証して引

き渡すのは当たり前である。

その中で、設備施工担当者として

お客様に喜ばれるために何ができ

るのか。

ただ建設するだけでは誰も喜びを

感じてくれない。そこですべての

お客様の立場に立ち、回線を合わ

せ、それぞれのニーズを把握し、

それらのこーズに合致するために

はどうしたらよいかを つひとつ

全力で追求していくことに努め

た。

7 棟1163戸からなる大規模集合

住宅でのその取り組みは困難の連

続とプレッシャーの毎日であった

が、最後までやり遂げ、峻工後に

お客様から感謝の言葉を頂いた時

はさすがに込み上げてくるものが

あった。

今後も常にお客様の喜びのために

取り組み続ける技術者でありた

- すいせん者

池田晴直

竹中工務庖大阪本庖設備部長

快適な居住空間の創造をめざして~設備施工担当としてできること~

プロジェクトはタワ 型 4 棟、板状

型 3 棟の計 7 棟からなる総住戸数

1163戸の大規模集合住宅であり、

大阪東部都市の新しいランドマ ク

を形成している。

工期を 4 期にわけで着工し、 7 棟

別勺に工事は進み、完成した棟より

随時入居が始まるため、工事現場の

すぐそばで入居者が生活している状

況 と な る ( 図 1 )。

この工事計画において、「入居者に

とって快適な居住空間の創造」を課

題として取り組んだ。

Ui j  A棟

B棟

C 棟

N期 G練

オプション 決定')ミ '1ト

リミ ット表

. 後戻りのないパンフレッ卜

2009年とモデルルームづくり

図 1 全体工程表

- 工事の影響を入居者へ与

えない施工計画と実施

各棟竣工前に行うインフラ設備と防

災設備の切り管え作業は、入居者の

生活に大きく影響する。

そこで、各時点での竣工時エリアと

インフラ引き込み図を照合し、問題

点の抽出作業と対策を検討した。特

に、切り替え作業時に「竣工エリア

に立ち入らない計画j と「竣工エリ

アの機能が停止しない計画」に重点

を置いた。また、各諸官庁等との連

携も必要になるため、早期段階から

関係者全員のベクトルを合わせて詳

細計画を組み、実施に移した( 図 2)。

その結果、切り替え工事に伴う入居

者の居住環境を損なうことなく、切

り替え工事を行うことができた。

図 2

1棟 目竣工時

の状況

購入者は、パンフレットとモデルル

ームで購入を判断するため、モデル

ルムオープン以降、施工検討不足

による天井高さの変更、 PSサイズ

の変更は決して許されない。購入者

の将来への居住空間創造を裏切らな

いためにも、後戻りのないバンフレ

ツトとモデルルームづくりが必須で

ある。そこで、パンフレッ卜作成段

階から前倒しに施工担当者として参

画し、建築主の仕様や要望に対して、

機器やダクト ・配管の納まりやメン

テナンス性を考慮した施工品質の良

否の判断をしながらパンフレツ卜作

成に取り組んだ( 図 3 ) 。また、確

実に建築主要望を反映するために、

ダクト用下がり天井や配管 ・配線用

のふかし壁のサイズを決めた図面や

水廻りの器具配置図、エアコン設置

図等を作成し「施工納まり図集」と

[入居者の生活に影響しないための施策]

図 3

施工担当者の

して提供した。

その結果、完成後のイメージがしや

すくなり、建築主要望に確実に対応

し、また施工レベルまで検討完了し

たパンフレットを完成させることが

できた。また、フロントシフト化の

重要性も確認できた。

・入居者ニーズに応えるため

の住戸オプション管理

オプション選定期間を長く確保する

と入居者の居住空間創造に応えるこ

とができるが、工事着工が遅れ工期

が短くなり、施工品質を落とす可能

性がある。施工品質が確保でき、か

つ入居者二一ズに対応できるリミッ

トを設定することが必要である。各

オプションに対して工事工程や施工

図作成日程等を確認し、それぞれに

決定期限を設定した。更にその期限

を基に建築工事オプションも含めて

3 つのグル ブに分けた( 図 4 )。

その結果、入居者は段階的なオプシ

ヨン検討が可能となり、検討時間に

余裕ができ、入居者の将来の居住空

間創造に貢献できた。また施工品質

も確保することができた。

・将来のリフォームを配慮し

た資料の作成

施工品質を確保した居住空間を入居

者ヘ引き渡すことはできても、いざ

リフォームをするにあたり、入居者

自身が自分の建物構造を理解してい

ないとトラブルが発生することがあ

る。そこで、リフォーム時に施工者

として何が必要かを考え、施工レベ

ルで検討したリフォーム参考資料を

作成することに取り組んだ。

*  

お客様のニーズは時代とともに変化

していくが、それに後れることなく

的確に把握し、今後も追求していき

たい。
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し ら い し し ん や

白 石 真 也

生年月日 1974年 9月 511

最終学廃 1998年同志tl ブ#工学部l

ｾｉｬ気工学科卒業

・矧 鎌 漉

1998:1)' }鹿島m品目入キi

ＱＹ ＹＹ 年削 ｦｦｩ 支 Ｉ［ｾｦｩ 設 備 工事管 理部技術諜

2001:(1' 中央復主I!コ ンサルタンツ科f

ピル

2002{1;  ベネ ト ン 心 ｚ 首相 ｾｊｾｩ

2005年 輔 氏 却S設'l lur W' i : 澗! グループ

樹兵F ・7 リノス拠品協t吉岡

2007:( 1;  洗足学随!?重徐大学

2009年 関 西支肺 11戸倒 談 師 仕15断

ｽ 昆 ｉＺ ｾ 本家 ｩ 商巡株君臨 ｳｅＧ ｉ 工場

- 青年技術者のことば

業務遂行にあたって、ゼネコン設

備系社員の役割とは何かについて

常勺考えている。その中で最も重

要な役割が、プロジェクトのト

タルマネジメントである。特に工

場、生産施設等の設備工事比重が

高いものは、なおさらトータルマ

ネジメントが重要である。

官庁発注の建築工事では、設備工

事が分離発注となることから、建

築と設備に分類され、その枠にと

らわれがちであるが、建築工事と

設備工事は、おのおのが複雑に関

連している。建築工事全体の着工

から竣工までのQCDSEすべてを

バランス良く要求条件を満足する

ためには、設備工事を含むト タ

ルマネジメントが必要であり、全

体を見通したマネジメント内容に

より、建物の出来栄え、顧客満足

度が変わるといっても過言ではな

い。この役割を担えるのは、建築 ・

設備工事の両方に精通したゼネコ

ン設備系技術者であり、マネジメ

ント力を磨くことが、顧客満足度

の高い建築物のっくり込み、さら

には企業の信頼へとつながる。

そして現場担当の枠を飛び出し、

営業、入手、メンテナンスにもこ

のマネジメントを幅広く生かして

いくことにより、昨今の非常に厳

しい経済状況や受注環境を、近い

将来、打破できるものと考える。

- すいせん者

中馬宏明

鹿島建設関西支后建築部

設備工事管理Gr課長代理

酒造工場における昂質確保とマネジメント

当工事は、灘五郷の一つである西宮

郷に位置する、辰馬本家酒造側の発

j主である。現場の使命は、施主ニー

ズである『酒造りから瓶詰め・紙パ

ックの製品化、配送に至るまでの

様勺な機能をフレキシプルかつ高速

に連携させる施設』を実現し、施主

の信頼を獲得することであり、また、

同種工事の受注拡大の足がかりとな

るために、酒造工場建設に必要なノ

ウハウを蓄積することである。

・マーケットイン思想に基づ

く現場マネジメント

当工事は 5 年前からの計画をようや

く図面化したものであったが、設計

図に表現できない細かな内容や、工

場で実際に働く従業員のニーズをす

べて網羅する ことは困難である。設

計図にとらわれることなく掘り下げ

て施主設計と体となり、さらに

良いものを現場でつくり込んでいく

ものであると考えた。

発注者のこれまでの歴史と酒造
1)

の

特徴から、っくり込みに必要なキー

ワードは町云統J r自然- 環境J r自

ら造る ・何でもやってみる精神』が

あげられた。このキ ワ ドを念頭

に置きながら、施主二一ズに合って

いるか、施主目線の計画となってい

るかを PDCAサイクルにのせて継続

的に改善、提案していくことが、施

主の真のニーズをとらえ、信頼獲得

への最短距離であると考えた。また、

その改善の中から追加工事の受注

や、無駄の排除にもつながると考え

た。このサイクルを繰り返すことに

よって、施主とのコミュ二ケーシヨ

ンも図れ、かつ信頼獲得につながる。

そして、サイクルの繰り返しの中に

キーワードのエッセンスを加えるこ

とで新たな改善提案も浮かんでくる

ものと考え、当工事ではこれをスピ

ーディに実行した( 図， )。

- さらなる改善

- 現地調査

・ヒアリング

Check (評価)

. 施主ニーズとの差異

掃しやすい、操作しやすい、排水状

態が目視できるというものであり、

すべてを満足できる川土で決定した。

とくに封水を切り、桝清掃後の防虫

対策方法は、トラップの取手部をゴ

ムパッキンとし、逆さまに排水口ヘ

差し込むことで封水可能にできた。

事 f甲

写真 1 ハセ ップ桝比較

・ぉ酒配管の施工方法

お酒配管の施工は、コスト的にはリ

スクを伴うが施工技術、ノウハウを

もっている既設工場に出入りしてい

る業者にて行った。お酒配管のサン

プルをもとに施主と協議、改善した

品質条件の概略は、

(1 ) お酒配管は必ず後から外して

洗浄できるよう露出配管。

(  2) 配管勾配( 1/100) を設け、

残酒が配管内に残らないようにす

る。とくに、フランジ部については

j てッキン内径と配管内径が同ーとな

るよう施工する。

( 3) 伸縮を考慮する。

( 4) 配管の現地加工は不可とし、

クリーン梱包にて搬入。

(  5) 幾重ものプロセス検査を経て、

最終洗浄は施主にて実施する。

っていた。しかし施主ヒアリングお

よび既存調査によると、ダクトから

の漏水が大変多く、対処に困ってい

る状況が確認できた。製品工場内は

HACCP対応としてすべて天井があ

り、ダクトも天井内施工となるが、

ダクト勾配が取れない、漏水時のメ

ンテナンスが困難との理由から SUS

配管とする提案を行い、試作品にて

確認した( 写真 3 )。

コストバランスを図って最終は、ス

テンレスシームレス管( ルーズフラ

ンジ) に仕様変更し、気密試験 ・通

水試験を行うことで品質を向上させ

た。また、排気系統統合等により、

コストリスクを低減した。

写真 3 生産機器排気のダクト様改善

- 将来を見据えた敷地全体蒸気計画

設計図では屋上に将来対応ボイラ一

室が計画されており、既存ボイラー

を更新する時 ( 15年後) に、新規

に屋上設置する計画であった。しか

し、当製品工場が将来蒸気供給元に

なるため、敷地全体の計画を今回工

事で計画しておかなければ、後工事

が膨大となるリスクがあった。

利き酒により昧の変化が見られた場
!:::: =  

匝量ヨ
合、施工済みの配管をすべて解体し、

再度やり直した事例もある。酒造工

場にとってのお酒配管はまさに生命

線であり、施主か望む通りの品質管

理が必要である。とくに残腕フラ ｾ
ンジ部配管内に残さない対策とし

ロ

ー→←ーーで，ｾ
町

田

て、フランジボルト穴に 1mm
厚の絶叫』

縁スリープでボルトの遊びを最小と

図2 蒸気配管系統図( 更新時)

蹴副
写真 2 お酒配管サンプ

ル確認

し、ガスケットを落とし

込んだ際、ガスケット外

そこで、今回工事竣工時の対応と将

来ボイラー更新時の対応( 図 2 ) を

提示し、将来設計図として提案した。

. まとめ

図1 真のニーズをつかむ P D C Aサイクル

周端が絶縁スリーブに接

することでガスケットの

顧客回線を最優先とした地道な改

善・提案を施主 - 設計と一緒になっ

て何度も繰り返すことで施主の真の

ニーズをつかみ、施主に安心感を与

え、鹿島への信頼につながったと考

えている。『やめときましょう』で

はなく『やってみませんかl と言え

る提案こそが重要であり、施主の心

を動かすのではないだろうか。

- ハセップ桝の改善

設計図では、各階の生産エリアの床

に八セップ桝を設置し、生産排水を

流す計画となっている。既設には同

種のものがないため、各メーカ試作

品による比較提案を行った( 写真

， ) 。施主ニーズは、漏れない、 j青

ズレを防止し、配管とガ

スケットの平滑性を確保する工法と

した( 写真 2 ) 。

・生産機器排気のダクト仕機改善

設計図では、水分・蒸気を含む生産

機器の排気はSUS製スパイラルダク

ト、要所にドレンを設ける計画とな

私は、ゼネコン設備系妓術者として

常にマ ケットインの思想に基づく

マネジメントを行いたいと考えてい

る。
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あずま よ う い ち

東 陽 一

ヨ Ｚ ｾｉＧ 月日 Ｑ ＱｬＺＡ相 Ｑ ＵＷ 年 Ｑ 月 ＳＰ 日

最終学歴平成16年広品工業大学工学

制i悠? に1: 学科卒業

業務紛! l i ! ' 平 山61
酬 竹中工務l苫入ネi

平成16年大l坂本} ，! i 生産統治部

現在、ｽよ ｊＺｾ 刻Ａ＿生雌踊古 ｩ 妓

術グループ

・主な経歴

平成16
1
1 ' 新千些桜ケ丘集合住宅

平成17年 天満屋町11駅前ピル

平成18年 謝 刷 会 御hK腿センタ一

平成19
1
1' 松江主秒間白地改修工事

平成19年福山信愛ピル脱政修工事

平成20年 若戸別1I1再|刑事Eテラス住宅相< <

平成2坪 創 刊11ff4!Jf) 発ホテ J vI)J-，j' ;ij ，所株

- 青年技術者のことぱ

私は当工事の主担当者として、計

画から施工管理までを行った。工

事を進めるにあたり、組織的な事

前の綿密な計画と、協力会社を取

り込んでの詳細検討を早い段階で

行うことの重要性を学んだ。また、

どんなに綿密な計画をたてていて

も、現場では予定外の出来事が起

こるもので、その時に慌てずに、

正しい判断が下せるかどうかが技

術者としての腕の見せ所であると

感じた。

今後は、より一層正しい判断、答

えが早く出せるよう、細かい仕様

を勉強することで知識、技術を身

に付けていきたい。また、常に疑

問に思う意識を高め、技術者とし

てのセンスある目線を鍛えていき

たい。こうしたことで少しでも早

く一目置かれる技術者となり、社

会に貢献できる建物がつくれるよ

う、日々精進していきたい。

- すいせん者

藤田敏郎

竹中工務広広島支庖生産統括部長

地下階を有する建物におけるパイルド・ラフト基礎合理化工法の計画と実施

本プロジェクトは、広島駅前の新た

なシンボルとして工事が進んでいる

大型再開発事業である。

基礎は、当初、場所打ちコンクリー

卜杭基礎で計画されていたが、建築

主から事業費の見直しを求められ、

コストの大幅な低減が必要となっ

た。そこで基礎形式を、杭基礎υT

イル) と直接基礎( ラフト) を併用し、

その両者で建物荷重を支持する、パ

イルド・ラフト基礎工法を採用する

こととした。

直接基礎部は地盤改良とし、その改

良範囲は耐圧盤の下部ほぼ全面

4300討を、 GL- 5. 5m"' - 8. 2mの厚さ

2. 7m、と広く深 い範囲を施工する

必要があった。

今まで経験のない深さでの地盤改良

だったため、山留支保工の工夫や地

盤改良方法の改善が大きな課題であ

った。そこで計画段階から作業所と

設計が一体となり、品質を確保した

上での合理的な地盤改良工法の計画

と実施を行った。

・各工法の評価

当初設計案の場所打ちコンクリート

杭基礎 (A案) に代わる基礎工法を

選定するに当たり、耐液状化格子状

深層混合処理工法 (8案) と浅層地

盤改良工法 (c案) を比較した。 B

案は実績はあるが、改良エリアまで

の空掘りとなる部分がセンメン卜を

含んでしまうため、産業廃棄物とな

り、コスト面、環境面で低減効果が

期待出来なかった。 C案は目標とし

ているコスト面、環境面で大きな低

減効果が期待できるため、 C案で計

画を進めることとした( 図 1 )。

C案炉

ー-ーーー』ーー-ーー-ーー』ー-ーーー A 案 (当初設計案)

場所打ちコンリー卜

基礎工法

杭基礎工法

工事費( %) 100 

C O，比較 ( Ion) 4 ，392 

a l c、|耳、 1E"I実績 。 |必 1d. 1必 10

- 工法採用時の課題

C案の施工計画は、まず全面 p欠掘

削の後、切梁を架設し、山留を構築。

1 次改良の施工効率は目標の250計

/ 日に対し実施270r市日と、目標以

上の施工効率を達成することができ

た。

併せて構台も設置し、地盤改良天端

・2次施工時の対策

まで 2;欠掘削を実施する。その後、

今回の対象工事である地盤改良を行 具体的対策の 2 つ固として、切梁架

うという手順であった。しかし、こ 構の工夫を行った。外周から掘削土

の場合、切梁、及び構台下の有効高 の搬出を行うことで構台をなくし、

さがわずか 3 mと非常に狭いため、 長辺方向の切梁を大火打ち形式に、

小型のパックホウしか使用できない 短辺方向の火打ち角度を45度から

状況であった。こうした問題点を踏 6 0度に見直し、上空空間( スペース)

まえ、大型重機の使用、施工の妨げ がより広くなり、大型重機の投入が

となる障害物の低減、工期の4 7日 可能となった( 図 4 、 5 ) 。

の厳守、及び施工品質の確保が検討 . . .  .  .  .  .  .  

課題にあげられた。 :μ/ 'f:j' ' t' 'Y'Y r r 'Y't..1、対.

様勺な検討の結果、その対策を①地 ・【 一 一 Ir -I  ｾ ・ Ｑ 可
ト . - ドI n - .1  ;J 

盤改良の 2 段階施工②切梁形状の変 ・仕 込 ム ム t ! t h=1 11 ・ バ社

更③トレンチャ工法の採用の 3 点 I • • .‘ 叫 日 凶 地 ム も ムM q:

とし、おのおのについて具体的対策 図4 切梁架設図

を立案し、実施した。 I I  

.1. 45度 A

.1次施工時の対策 A、J シパ¥

ど - - ー 司 ー

ｉ 也、 Ｒ ［ｾ 改良
姐弘、

1次改良

一 包弘、

一 一・

山留め壁にこt 砂を残し、山留を自立

図3 1次改良施工方法

具体的対策の 1 つ固として、地盤改

良の 2 段階施工を行った。アイラン

ド工法的発想で、山留壁が自立でき

るだけの土砂を周囲に残し、中央部

分のみを先行して地盤改良を実施し

た ( 図 2 、 3) 。これにより全体の

5 3 %を切梁のない状態で0.7クラス

の大型パックホウにて、施工するこ

とが可能になるように計画した。

マ

改良工リア

B案 C 案

パイルドフフ 卜基礎工法

パイルドラフ ト基礎工法

( 耐滋状化格子状深層

( 浅層地盤改良工法)

混合処理工法)

100 39  

6，062( A案の138%) 3，147 ( A案の72%)

o l d. l o l d. l o  つつ |⑮ |骨 1@' ¥> 1  d. 

J 1  ，Ｎ ｜ Ｇｾχ ＱＱＢＢ＠

60度

図5 火打ち角度

具体的対策の 3 つ目として卜レンチ

ヤー工法を採用した。

2 次改良施工時、 0.45クラスのパッ

クホウでは切梁が邪魔となり、パケ

ット方式では均等に撹祥できず、品

質( 改良強度) カ匂産保できない恐れ

があった。そこで、施工方法を 1 次

改良でも使用したトレンチヤ一方式

とし、切梁下の狭い場所でも均等に

撹鉾できるようにした( 図 6 )。

図6 2次改良施工方法

- まとめ

施工効率の目標値2 5 0 m! 日に対し、

1  ; 欠施工は大幅な効率化が図れ、 2  

次改良施工は若干手間取り 2 0 0 m!

日となったが、全体平均では232計

/ 日を達成した。この結果、地盤改

良工期は計50日で、目標の4 7日に

は到達しなかったが、 1次改良部よ

り躯体工事の先行着手が可能とな

り、基礎工事全体で見ると 15日の

工期短縮が出来た。

実績のなかった「地下階での浅層地

盤改良を用いたパイルド ・ラフ卜基

礎」を実現し、場所打ちコンクリー

ト杭基礎工法 (A案当初設計案) と

比べ、 6 1 %のコスト低減と、 2 8 %

のco，低減を実現した。

図1 基礎工法案
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- 青年技術者のことぱ

当計画の最大の課題はRC造をS造

と同等の短工期で引き渡すことで

したが、短工期工事で躯体品質を

確保するため実施設計段階に、施

工サイドから施工図 - 施工計画レ

ベルの検討 ・提案を行い、実施設

計図に盛り込むというフロント

ロ デイングに取り組みました。

このフロン卜ローディングによる

初期労務投資は、われわれ建設業、

特にゼネコン建築施工系社員に

とって重要な要素であり、結果と

して現れる品質向上 ・施工効率

化 ・現場作業員労務の平準化 ・作

業安全性の確保により、顧客要求

また社会的要求を満足するものだ

と考えます。また、着工前から工

事完了まで施主 ・設計 - 社内部

署・現場事務所 ・協力業者等全員

で 「心J をこめて「心j をつなぐ

ことによりはじめてより良い建物

をつくることが出来るものだと考

えます。

これらの経験から私は、今後とも

日常の業務を通じて社内外問わず

すべての関係者と良いコミュニ

ケーションを取り、品質技術向上

を図り、社会的要求に常に柔軟に

対応し、そして常に周囲に対する

感謝の気持ちと更なる向上心を忘

れずに業務にいそしみたいと考え

ています。

- すいせん者

中馬宏明

鹿島建設関西支后建築部

設備工事管理Gr課長代理

RCJ ¥イブリッド構造の提案・計画そして施工

当計画では、施主の要望である低コ

スト、短工期、大スパン架構という

要求を踏まえ、鉄筋コンクリー卜構

造を選定する流れの中で、品質を確

保し工事を安全に進めるために、フ

ロントローディング( 施工サイドが

初期段階から参加し実施設計を作り

こむ活動) を行った。

. フロントローディング

鹿島建設本社による実験室配置計画

と平行し、設計部門による基本設

計・実施設計に施工部門からの初期

提案を盛りこみ課題克服に取り組ん

だ。フロントローディングにより品

質確保・工期短縮 - 施工効率化を実

現するために採用された実施設計内

容の一部は下記の通りである。

①現場造成杭から PHC既成杭への変

更② 1階スラブを在来工法からスパ

ンクリ 卜合成床版と一部ハーフ

PCa床版の採用③地上部小梁をRC造

から鉄骨造へ変更④地上階スラブを

在来工法からファブデッキヘ変更

し、 RC階段を先行取り付けが可能

な鉄骨階段とする。

鉄骨小梁取付状況

このようなフロントローディングの

流れより、主構造が鉄筋コンクリー

卜構造で小梁が鉄骨造 ・床デッキプ

レートのRC) ¥イブリツト構造とな

った。

. R Cハイブリッド構造

RCハイブリッド構造の施工におけ

る現場方針として設定したことは、

「良質なコンクリート打設J f RC大

梁と鉄骨小梁の接合部での品質確

保J f目標達成のため短縮した躯体

サイクル工程確立」であった。

RCハイブリ ッ ド構造を施工するに

あたり同工法の特徴でもある RC大

梁と鉄骨小梁取り合いでは、 RC大

梁の鉄筋と鉄骨小梁のアンカー納ま

りの検討や、小梁端部のスラブ上の

1階躯体施工時

クラック防止対策が必要であった。

また鉄骨小梁施工のための仮設材、

施工方法、そして通常のRC造とは

違った作業フローの検討が、良質な

躯体構築のために必要であった。

鉄骨小梁ペースプレート( 以下

BPL) のモックアップを製作し、①

ボルト穴の遊びにより、コンクリー

卜打設後に小梁がずれてスラブにク

ラックが発生することへの対策とし

て、 BPL穴を通常より小さい穴にす

ることに加え、 BPL両面のズレ止め

固定用ナットを工場で先行溶接し

た。ボルト穴を小さくしナットを取

り付けることでボルト取り付け時の

ガタツキがほぼなくなった。またナ

ット先行溶接による熱でのボルト回

転不良もなく、この製作方法で構造

設計者の承認を得た。

BP Lモックア ップ

②ボルト先端の定着ナットを工場に

てボルトに先行溶接することで、施

工中に外れ落ちることの予防措置と

現場作業の低減による品質の均一化

を図った。

③鉄骨溶接部では溶接時の入熱によ

るBPLの歪みを確認し、製作時の入

熱管理の徹底と、躯体に納まる小梁

のスパン長確保のため、鉄骨全長を

5 mm長くすることで対応した。

モックアップ製作にて決定した事項

の実施工における検証のため、型

枠 ・鉄筋 ・鉄骨の実物大試験施工を

実施し、④大梁配筋と BPL部分の断

面については、詳細図の検討により

梁筋とボルトが一部干渉することが

わかり、構造設計者と協議の上、梁

筋をボルトを避けた位置ヘ変更し、

試験施工により確認した。また、ス

ターラップ配筋も事前にボルトを避

けた位置に配筋することでスムーズ

な配筋作業が可能と確認した。

⑤BPL裏面のコンクリート充填方法

については、 BPしを梁躯体内にのみ

こませることで裏面 ・周辺部の空隙

3階躯体施工時

をなくすこととし⑤BPLにかぶせる

形で型枠を先行組み立てし、鉄骨位

置 - レベル精度を確保した。また鉄

骨全長+ 5 mmとする設定により型

枠を先行し、組み立てもスムーズに

鉄骨セットが可能であると確認した。

実物大試験施工

このような事前検討 - 試験施工を繰

り返すことにより梁躯体のフローを

確定し躯体品質の確保と施工効率の

向上を可能にし、実施工へと移るこ

ととなった。これらの詳細検討は、

すべて構造設計者立ち合いの下に実

施することで品質の先取り確保を実

現した。

モックアップ・実物大試験施工等の

取り組みは、地上躯体工事の一部で

あるが、仮設足場支保工・型枠・鉄

筋 ・コンクリート打設- サイクル工

程立案など数多くの計画と検討を行

い、着実に施工にフィード) ¥ ' : J クし

日常管理を実践することで、 RCハ

イブリツド構造という特殊な躯体工

法の品質を確保し、地上躯体上棟か

ら建物引き渡しを無事完了すること

が出来た。

. まとめ

建物完成

今回の計画では、入手から基本設計

そして実施設計を行っていく中で、

川上から建物の形状や構造などにつ

いて、フ口ン卜ローディングを実施

し実施設計の作りこみを行い、そし

て現場での Q . C . D ・S ' E管理に

至るまで関係者全員の力を集結した

結果、良好な躯体を構築することが

出来、施主要求を満足することが出

来た。今回のこのRCハイブリッド

構造は良好な品質と生産性 ・利益の

向上に効果があり 、今後とも水平展

開可能である良質な纏体構造と考え

られる。

今回の事前検討 ・試験施工による実

証の取り組みを活かし、今後の施工

計画に展開していきたい。
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個室ビデオ居等をめぐる

大阪市と神戸市の安全条例

潰崎秀和

大阪市計画調整局建築指導部

鷲尾真弓

神戸市都市計画総局建築指導部

平成19年 1 月に兵庫県宝塚市にあるカラ

オケボックスで、平成20年10月には大阪市

浪速区にある個室ビデオ庖で火災が発生し、

多数の方々が亡くなられた。これらの火災事

! 次を受け、大阪市と神戸市では、個室ビデオ

庖等の|勿火安全性の確保を図るため、それぞ

れ建築基準法第40条に基づく条例化等に取

り組んできた。

本稿では、大阪市と神戸市のそれぞれの取

組や新たな条例の内容等について紹介する。

l 大阪市

. 条例化に至る経過

大阪市では、平成20年10月に発生した個

室ビデオ屈での火災事故を受け、庁内横断的

なプロジェクト・チームを設置し、個室ビデ

オ庖及びその類似施設( 以下、「個室ビデオ

庖等」という) における火災事故の再発防止

策等について検討を行い、平成21年 2 月に

は、「個室ビデオ庖等j を建築基準法上の 「特

殊建築防j として位置づけるよう、大阪市長

から国土交通省へ法令整備を要望した。

この要望を受けて、全国の特定行政庁等で

格成され、国土交通省も参加する 「日本建築

行政会議j において議論が進められ、平成21

年11月に 引間室ビデオ底等を法別表第 1 (i 、)

欄( 凹) 項の 「遊技場」であると判断するこ

とは可能で、ある j との見解が取りまとめられ

た。

また、大阪市では、本年 2 月に本市建築審

査会 より、 「個室ビデオ底等」を建築基準法

上の 「特殊建築物j である 「遊技場」に位置

づけ、防火や避難に関する基準強化を図ると

ともに、用途変更の際の確認申請や維持管理

状況を報告する定期報告の手続きを義務化す

べきという「個室ビデオ庖等の防火安全対策

の強化のあり方について」の答申を受けた。

乙の答申も踏まえ、本年 5 月に、全国で初

めて、建築基準法の手続きを義務付け、既存

の個室ビデオ居等も含めた防火安全対策の強
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化を図る 「大阪市建築基準法施行条例」の改

正を行った。

. 新たな基準強化の内容

基準強化の内容は、法第40条に基づく条

例を整備することにより、円回室ビデオ后等」

を建築基惜別表第 l の「特殊建築制であ

る「遊技場j に位置づけ、用途変更時の確認

申請や定期報告の手続きの義務化を図るとと

もに、朝1，煙設備の設置基準、非常用照明の設

置基準などの建築基準法に基づく基準や、接

道長さの基準などの大阪府建築基ー準法施行条

例に基づく基準を強化した。また、 「遊技場」

に位置づけられただけでは墓A名強化 されない

避難経路の確保については、 「大阪市建築基

準法施行条例」において車位強化を図って L、

る。

具体的には、 2以上の直通階段の設置、 2

以上の屋外の出口の設置、廊下、階段及び踊

場のlt高等の確保であり、対象としては、大阪

府建築基準法施行条例において「遊技場j と

して基準強化が図られている当該床面積が

200rri をJ包えるものとしている。

あわせて、 「大阪市建築基準法施行細則」

を改正し、条例の基準強化対象となっている

床面積200rri を超えるものに対して、定期報

告の手続きを義務付けた。

・今後の予定

こうした条例及び施行細則の改正は、本年

5 月31日に公布、 9 月 l 日に施行しており、

公布に際しては、 H Pでの公開、大阪府建築

物安全安心推進会議に参加いただいている建

築関係団体に改正概要の周知{捌頃を行うとと

もに、把握している事業者などへ周知を図り、

普及啓発を図っている。また、消防局との連

携や定期報告などを通して、既存脂舗も含め

た個室ビデオ庖等の防火安全対策を図り、建

築物の安全性確保、 利用 される方々の安全 ・

安心確保に取り組んでまいりたい。

(はまさき ひでかず)

l 神戸市

・条例化に至る経緯

神戸市内には個室ビデオ庖等が約100件存

在し、建築指導部局では消防部局と迷携を図

りながら、 全庖舗を立入調査し、法適合の指

導を行っている。 しかし、法別表第 l に定め

る特殊建禦物と明確に位置づけられていない

王尉子法の下、 個室集合型j苫禽I i の特殊な施設形

態及び利用実態を鑑み、神戸市ではその安全

性確保のため、 「神戸市建築物の安全性の陥

保等に関する条例」 を平成22年 3 月30日に

改正、全国で初めて個室集合型庖舗に対する

規制強化を行った。同時に条例規定の判断基

準である 「神戸市確認審査基準」に対象とな

る個室の定義等を追加し、条例とともに本年

7 月 1 日に施行した。なお、定期報告に関し

ては、神戸市では対象用途 ・規模が上りi変的厳

しく、今回の条例規制対象となる庖舗の多く

が既に報告対象となっている。

. 新たな制限内容

対象用途は、遊興のための設備又は物品を

「個室j において客に利用させる役務を提供

する業務を営む庖告rti ( = 個室ビデオ底等) で

ある。ただし、高さ 1. 6m以上の壁等で、周囲

延長の 4 分の 3以上が固まれる等、 一定の閉

鎖性を持った円悶室」を対象としている。

対象用途の新築、 一 定の増改築、大チ掛ｾな

修 繕 及 び 樹 緒lこかかわる工事に着手する場

合並びに用途変更を行う場合には、次の①~

⑦の 規 定 ( ①、①、⑤は一部除外規定あり)

が付加される。①敷地が道路に 4m以上接す

る①両側に個室がある廊下の l隔は、1 . 2m以

上、その他で客が避難時に利用する廊下のl隔

は、 0.9m以上 とする①外開きの出口の戸は

自動的に閉鎖するものとする①客が避難時に

利用する廊下には非常用の照明装置を設置す

る①各個室から避耳目包設まで到達できる避難

経路を 2以上確保( 少なくとも 2経路におい

て全区間が重複しなL 、) する①庖舗の出入口

は避刻[ 胞設等に面して 2箇所以上設ける⑦客

が避難 ｈ 寺に利用する階段及び ｾｩｬ￭ 場の ＱＱ 屈は、

0.9m以上とする。

・今後の予定

建築確認の対象とならない用途変更等によ

り新たに設置する庖舗については、消防部局

との緊密な連携体制の下、 事前指導を確実に

行っていくとともに、立入調査の機会を捉え

て、対象外となる既存J忠告Ii にも本規定への適

合をお願Lミするなど、条例改正にあわせて、

防火管理の適切な劉J包やビル管埋者、個室集

合型底部iの事業者、 利用者等の意識啓発にも

取り組み、総合的な避難安全性の確保を図っ

ていく 。

(わしお まゆみ)

l 最後に

大阪市、 神戸市では、条例等を整備するこ

とにより、個室ビデオ庖等に対する防火安全

対策の強化を図った。これにより、個室ビデ

オ庖等に対する一定の防火安全性の基準が示

されるとともに、その基準にしたがって設

計 ・施工されれば、従前の個室ビデオ庖等に

比べて安全性が確保される。また、更なる安

全性の確保にあたっては事業者・従業員の努

力、利用者の安全意識の向上等が重要で、あり、

今回の町立五週が、そうしたソフト面での取組に

つながる 一つのきっかけとなれば幸いであ

る。
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大林組技術研究所新本館

スー} ，ーアクティブ布IJ 震

「ラピュタ2DJ

渡辺哲巳

側大林組本社設計本部構造設計部副課長

地震に対する建物の安全性に閲する技術

は、耐震から制震、制震から免震へと進歩し

てきたが、地震に対しては受動的な取り組み

であった。そζ で、能動的な取り組みとして、

地震の揺れをなくすが品戦が始ま った。究極の

安全性とは、言うまでもなく全く建物が揺れ

ないととであり、それとそ夢みる技術である。

日本初の実用化免震ピル「ハイテク R&D

センター」を 1986年に完成させて以来、免

震オフ ィスビル第一号を 1988年に、さらに

は、免震オイルダンパーの減衰係数を時々

刻々変化 させることで、建物応答の低il ，戒を図っ

たセミアクティブ免震ビル第一号を2000年

に完成させ、大林組は常に免震技術分野で業

界をリードしてきた。今回は地震H寺の建物の

応答を限りなくゼロに近づける新しい技術、

スーパーアクティブ制震「ラピュタ 2DJ を

開発し、世界で初めて2010年 9 月に完成予

定の大林組技術研究所新本館棟に適用した。

ラピュタ 2Dは、地盤上と建物に設置され

たセンサーからの情報をもとに、免震建物に

地面の動きと逆向きの制御力を加え、もとの

位置に止めようとする、つまり、免震建物を

絶対空間に静止させる技術で、ある。地震11寺に

全く揺れず、建物があたかも空中に浮かんで、

いるかのように挙動する乙とから、かのガリ

ヴァー旅行記に登場する「空飛ぶ島 La

ｐｵｴ｡ ｊ を連想させる 。 新本館 ｩ 転ｾの地 震 ｈ 寺の

挙動はまさに 「空飛ぶ建物j であり、「ラピ

ユタ J と呼ぶのは自然の流れだった。

l 建物・構造概要

東京都清瀬市にある大林組技術研究所に建

設された新本館( 図 1 ) は、技術研究所の中

心的建物である。建築梯模は地上 31箱、高さ

16.l mで‘ あり、 l 階はエントランスホールや

講堂、 211皆は200名程度を収容できるワーク

スペース、 3階はワークスペース上部にI次抜

を配置している。東西方向96.85m、南北方

向33.5mの整形な平面形状で、ある。

上部はS造ラーメン梢造とし、ワークスペ

ース部の18. 0mX16.l mのロングスパン架椛

を実現するため、 S造梁およひ滴強変鋼材( 凡

=780N/mni ) と高強度コンクリート( 凡=

160N/mni ) による高強度CFT造柱の架桃と

した。また、 3階のI次抜部分には、新たに開

発したスリムクリー卜( 高じん性高菅直モル

タル) 造のスレンダーなブリッジを配置して

しミる。

ラピュタ 2Dは、天然ゴム系稿用ゴムアイ

ソレータとオイルダンパーからなる通常九52

に、アクティブ制御を行うアクティブ制御装

置を加 えたシステムである( 図 2 ) 。アクテ

ィブ制御装置は、アクティブ制御力を建物に

作用させるアクチュエー夕、建物への過大な

入力を防ぐためのトリガ一機梢、アクチュエ

ータの制御力を建物に伝達する装置パネから

本的成される。

l 鉛筆が倒れない! ?

ラヒ。ユタ 2Dのア クティブ'flj lリ街l効果を検証

するために、 三次元振動台を用いた制御実験

を行った。試l験体は、 3 層の主*TJ' フレームを

41聞の積層ゴムで支持した免震建物モデルで

あ り ( 写真 1) 、免震周期はl . 6秒( 実対応模

では5.2秒相当) である。

入力波は東京都清瀬市における告示波( 乱

数位相) である。通常免震では、建物頂部の

加速度は地動入力加速度に対 して 112. 6干j!j変

に低減されているものの、免震周期'31.6秒で

大きく振動している( 図 3 ) 。 ラピュタ 2Dで

は、建物頂部の加速度が通常免震と比較して

1110程度に低減されており( 図 4 ) 、建物

カ守的す空間上にほぼ静止している状態が実現

されてし唱。このときt似す変位は、通常免震

で26 白m、ラピュタ 2Dで1. 18mmとなってお

り、 1123程度に低減された。

ラピュタ 2Dでは、あまりにも揺れが小さ

いため、建物上に釘簡を立ててみたものの倒

れる乙とはなか った。改めて、ラピュタ 2D

の完成度の高さを感じた| 瞬間だった。

l 震度 7 でさえも忘却の彼方へ

新本館棟の ｼ 時刻駒芯答 ＱｾＱ 析により、ラヒ 。 ユ

タ2Dの効果を検証した。

図 5 に入力地震動の最大加速度と最大応答

加速度の関係を示す。入力地震動の最大加速

度が200cm/s程度まで、はアクティブ制御の効

果が大きいことがわかる。これはトリガ一機構

の荷重設定によるもので、 トリガー機械の荷

重設定を変えることで、アクティブ制御効果

を十分に発揮できる地震動レベルを調整する

ことができる。理論的にはいかなる地震に対

図 1

外観パース

図 2

::j H州i榊桝14171:; 1 1  

:: ト叫ぷ山レ十ぺ

図3 振動台実験結果( 通常免震)
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図4 振動台実験結果( ラピュタ 2D)

写真 1 試験体外観

図6 稀に発生する 11 

地震動に対する H  

最大応答加速度 品 ト 10 20 30 

(乱数位相) 愚大加盟匪 ( cm/ s
2

]

しでも、また、どのような高さ ・7i l U漢の建物に

対しでもアクティブ制御は可能で、あり、地動

入力加速度の 1150間変にするととができる。

図 6 に稀に発生する地震動に対する時刻腔

応答解析の結果を示す。最大応答加速度は、

ラピュタ 2Dでl . 9cm/s
2

となり、通常免震の

17. 8cm/s
2

とよbI交し 1! l O;fjUj f・とな った。

l ラピユタ2 0かうラピユタ3 Dへ

ラピュタ 2Dは、地震H寺の機能維持が求め

られる病院や災害復旧拠点、 t似す的な安全が

求められる原子力関連施設などへ適用が期待

さオt . . 今後の普及に力を入れたい。

次世代においては、ラピュタ 2D ( 水平方

向地震動に対するアクティブ制御1) に加 え、

鉛直方向地震動に対しでもアクティブ制御の

できるラピュタ 3Dの開発も視野に入れてい

る。自然の脅威と闘い統けた人類が、自然に

打ち勝つ日も速くない。 (わたなべてつみ)

建築と社会 ・2010.9 33 
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't ¥7 健一郎
OGUC HI  K E NI CHIR O -

毎日インテシオ中庭「波の丘J 前にて

経歴

1972年生まれ。1997年、千葉大学大学院園芸学研究科緑地・環境学専攻修士

課程修了後、建設会社勤務を経て、 2001年より、鳳コンサルタン卜附環境デ

ザイン研究所に勤務。

ランドスケープデザインを専門領域として、都市計画 ・土木・建築デザイン

を総合的に捉えた環境づくりと豊かな空間創造の計画・設計に携わる。

登録ランドスケープアーキテク卜 ( RLA ) 。京都造形芸術大学非常勤講師。

共著書

マゾヒスティック・ランドスケープ~獲得される場所をめざして

主な担当プロジェク卜

2002年新潟駅駅舎・駅前広場計画提案競技( 最優秀賞)

2003年 ルネ・アクアパークス

2004年同志社大学寒梅館

2005年 久 我山ガーデンヒルス

大阪駅北地区まちづくり基本計画

福島 1丁目地区環境整備ガイドライン

2007年東和庁舎 ・星野哲郎記念館

2008年 霞が関 コモンゲート

2009年天津万科金域藍湾

2010年 高根台団地( 2 ・3 期エリア) デザインガイドライン

34 建築と社会 ・2010. 9

聞き手 久下武彦( 日建設計)

写 真 撮 影 河 合 止 揚

「自然体であることJ

「自分の作品を残したいとは思いません」。清々しい笑顔で、あっけら

かんと答える姿が印象的でおある 。千葉大学大学院にて宮城俊作氏( 本誌

2009年10月号「関西の建築界/ 群 像j に登場) を師としてランドスケ

ープデザインを学ぶ。 しかし同大学を選んだ理由を、「宮城さんの存在

ではなく単に自宅に近かったから」と答えるとごろに、飾らない自然体

の性格を感じさせる。

山口県東和庁舎 ・星野哲郎記念館において、建築設計者ーからデザイン

の↑ 制頃を受け、大きな芝生広場、ただそれだけを提案。伸びやかに広が

る低ｾ )ilil 先が印象的な建物と呼応し、安芸灘に浮かぶ島々と 一体となる

印象的な風景をつくりだ した。「空虚に見える ことを恐れて、とにかく

埋め尽くすデザインを考える人もいますが、そんな脅迫観念にとらわれ

ることはありません」。あくまでも、周囲の風景 ・環境との関係性を重

視した自然な空間づくりにこだわり 、デザインを i模索する 。

また、近年噌え続ける中国のプロジェクトにおいて、中国人事業主か

ら日本人デザイナーとして期待されることは「ディテールの丁寧さ j だ

という 。一方で中国プロジェクトの特徴は、とにかく巨大でとにかくス

ピーディ一。 6 hal こ及ぶ集合住宅のラン ドスケー プを、構想から施工図

設計までわずか 1年でまとめあげなければならない。デザインや品質を

どのように保つのか。「日本で、やっていることを押し付"It るのではなく、

中国でできる ようにアレン ジするんですj 。翻って 日本の事業主に対し

てはどうか。「行政の緑化基準以上の緑地を事業主から求められること

は稀です。新[ 持管理しやすL、ランドスケープデザインを大切にしますj 。

クライアン トは、建築主であったり建築家であったり嫌々だが、大切

なことは「大勢の人と会話をすること j 。相手の思いに耳を傾け、 最大

限その内容を汲み取る。その上で、そこに自身の考えを少しずつ足して

p く。 自らのデザインを押し付けるつもりはない。「ある個人の理想、だ

けで作られたものはつまらないと思うんです。みんなのものとして、関

係性を重視したデザインがおもしろいんで、すね。デザイナーの設計意図

を超えたところで、人々に使いこなされている日常の風景に魅力を感じ

ます」と、全く作家性を主張しない。造形へのこだわりについて尋ねる

と、「形にはこだわりません。むしろ、状況や場面といった形にならな

い部分にこだわりたいと思いますJ。

伝統様式でもなく、幾何学デザインでもない。氏がこだわるのは今そ

こにある自然体の世界観のようだ。所属事務所のデザインスタイルと衝

突することはないのか。「居心地がとてもいいんです。みんなでデザイ

ンについてわいわい議論し、自由にやらせてもらっていますからJ 。

デザインにおいても自らの環境においても「自然体J であることに乙

だわり、今ある場所に柔軟に適応する姿は、どことなく「自然」そのも

のの姿と重なり合っているようだ。
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東京都

東京ド ーム

兵庫県西宮市

阪急西宮ガーデンス

口各種噴水の企画、設計、製作、施工

口水処理設備の設計、施工

福岡市 キ ャナルシティ博多

( スペースプリンタ ー)

口各種造園工事( 人工滝、人口川、人口池等)

口噴水装置に関する機械器具、

遊戯機械器具の販売および輸出入

園園 社千ム叫半前

園園 怖A 玄 1 ノし. 7 1 '
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干550- 0012

大阪府大阪市西区立売堀 1- 4- 9 中井産業ビル4 F

T E L  06- 6543- 6186 

F A X  06- 6543- 6187 

長さ 2 4 0 0 mmのベンチ。 f 布J をイメージさせる、議くて柔らかなフォJ レム@

自然とー体となって l 、くそのフォ ｊ レムは、人に安らぎを与え、［ｾＺ色の中で人を主人公として倣う。

，c:i 強度繊維補強コンクリートだからこそ表現できた新たなファニチュアです。

建築と社会 ・2010. 9 35 



nf ormat i on 

36 建築と社会 ・2010. 9

砂兵庫県立大学で教授・准教授を

募集

兵庫県立大学では、環境人間学部環境人間学

科社会環境部門で教授 准教授を募集してい

る。応募締切りは2010年 9 月21 EI  ( 火) 必

着。採用予定は2011年 4 月 1 日 ( 金) 。

H品、合わせは、環境人間学部学部長波泌敏明

教授 ( u_hyogo_shinzai ke@pref . hyogo. lg. jp)ヘ。

①募集人数: 教授もしくは准教授 l 名

①専門分野 : 建築意匠、建築史、建築設計な

ど建築デザインに関わる分野

①担当予定科目: 上記専門分野に関わる専門

科目( 例えば、建築概論、建築の歴史、建

築計画演習( 製図演習) インテリアデザイ

ンなど) 、基礎セ、ミナール、フィールドワ

ー夕、専門ゼミナール、卒業研究、共通教

養科目、大学院専門科目、その他

公募要領については、 http: //www. shse. u- hyogo

ac. jpを参照されたい。

砂I NAXデザインコンテスト作品

募集

建主とともにっくり上げた居心地の良い空

間、ぬくもりのある空間。またサステナブル

デザイン、ユニバーサルデザイン、街並み・

環境デザイン、ストックの活用など、新しい

H寺代の要望に応えた上質な住空間を、新築 ・

リフ ォーム問わず広く募集する 。

[応募条件]

・2009年 5 月 l 日から 2010年 9 月30 日まで

に新築、またはリフォームした日本国内の百

建住宅- 集合住宅0

・I NAX商品が使用されていること 。但し、

住宅展示場・モデルハウスは対象外。

{応募資格1

・応募作品の設計者

[応募方法]

・所定の応募用紙に必要書類を添えて応募。

l 人何点で、も応募可。

・応募用紙は、 I NAXショールーム、コンテ

スト事務局、 コンテスト H Pから ダウンロー

・応募哲類はコンテスト事務局へ郵送。

[必要書類]

・応募用紙. 設計主旨など必要事項を記入。

・写真 : A3サイズの用紙 2 枚に収める 。

・図面( 平面図 ・断面図) :  A3サイズの用紙

2枚以内に収める 。

[募集期間1

2010年 8 月 1 日- 9 月30日( 当日消印有効)

[審査委員]

審査委員長 : 木下庸子( 建築家) 審査委員

内田繁( インテリアデザイナー) 、 中村好文( 建

築家) 、久留島豊一 (側INA X総合技術研究

所所長)

[表彰および賞金]

金賞 ( l 点) 100万円、銀11 ( 2 点) 30万円、

銅 賞 ( 3点) 20万円、審査委員特別立( 3点)

10万円、入賞( 10点) 10万円

0 問合せ先・応募用紙送付先

I NAXデザインコンテ ス ト事務局( マーケテ

ィング企画部内)

干103- 0027 東京都中央区日本橋3- 13- 5

K P X 日本橋313ビル 3 1階

T EL. 03- 4335- 7517 FAX. 03- 4335- 7519 

E- mai l : desi gn- cont est @12.i nax. co. j p 

URL  :  http: / / www.inax. co. j p/desi gn-contest/ 

砂「第 4 回サステナブル住宅賞」

作品募集

住宅の豊かさを維持しながら、建物の長寿命

化、省co
2

、省エネルギ一、省資源、資源循

環など環境負荷低減に配応、した、先導的なサ

ステナブル住宅を顕彰する 。対象となる住宅

は「戸建住宅j で、新築工事を対象とする「新

築部門j と、増改築 ・改修工事を対象とする

「改修部門j に分けて募集する。

[対象1

・日本国内に存する、建築関係法令に適合す

るもの。平成20年11月 1 日以降に竣工または

増改築 ・改修等の工事が完了したもの。

・応募日現在、生活の用に供されているもの。

[応募資格 ・条件]

・原則 として建築主( 施主) 、設計者及び施

工者の 3名の連名とする 。

・先に実施した「第 3 回サステナブル住宅n J

に応募したものは応募不可。

[受付期間1

2010年 9 月15日( 水) - 10月15日( 金)

( 当日消印有効)

[表彰]

国土交通大臣賞( 新築部門・改修部門各 l 点)

30万円、( 独) 住宅金融支援機構理事長賞( 新

築部門 l 点) 20万円、( l i l l 建築環境 ・省エネル

ギ一機構理事長賞( 新築部門 改修部門各 l

点) 20万円、優秀賞( 新築部門 ・改修部門合

計 6点以内) 10万円

[宅審査委員]

委 員 長 鎌田元康( 東京大学名誉教授) 他10

名

* 入賞作品発表及び表彰は2011年 2 月。

* 入賞作品の公表を行い、東京で表彰式を行う。

* 詳細はhtt p: //www. i bec. or .j pを参照されたし。

砂新淀川100年水都大阪と淀川

現在の淀川大堰から下流の淀川は、明治18年



(1885) の 大 洪 水 を き っ か け に 明 治29年

(1896) に着手された淀川改良工事で、新に開

削された 出来た川 ( 新淀川1) である 。その淀

川改良工事の竣工式が行われたのが明治42

年 (1909) で、それから 100年が過ぎた。

淀川は、古来より都市大阪の形成と発展にと

って、 切ってもき れない大きな役割を果たし

てきた。本展では、とくに江戸H寺代以降の淀

川 と都市大阪の歴史的な変選を追いながら、

人びとの生産 ・流通 ・消費の場であった川 と

周辺住民との関わりについて、絵図 ・地図や

古文書、絵画資料など約180点を過して追っ

ていく 。

会 期 2010年 9月18日(土) - 11月15日( 月)

9  :  30- 17  :  00 ( 金は2011寺まで)

(休館 日火H程)

会 場 大 阪 歴 史 博 物 館 6 階特別展示室

大阪市中央区大手前4ー1-32

TEL. 06-6946-5728(的

料 金 大 人600円、高大生400円

摂津淀川 ・大和川流域崩所図 (部分)

江戸時代。正徳5 年 ( 1715) 大阪歴史博物館蔵

砂竹中大工道具館

開館25周年記念巡回展

棟 梁 堂 宮 大 工 の 世 界一

l二i1- t からHAく伝品流の技を受けt経ぎ、最狙j識をま

とめあげながら、難事業に立ち向かい、数百

年の風雪に耐える寺院や神社を築きあげる堂

宮大工の棟梁。本展ではそのような堂宮大工

棟梁がどのような仕事をしているかを紹介す

るこ れまでにないユニークな展示である 。

会場では、奈良の堂宮大工棟梁 ・西岡常ーが

作成した図而やノー ト、使い古された大工道

Lや、棟梁の仕事や言葉を収録した独自製作

ビデオなどを展示する。

- やl'戸会場

会 期 2010年10月2 日( 土) - 11月14日( 日)

(月 |曜休館 ・祝日の場合は開館)

会 場 竹中大工道具館

神戸市中央区中山手通4-18-25

料 金 一般300円、高大生200円、小中生 ・

65歳以上100円

問合せ側竹中大工道具官官

078-242-0216  

砂植物化石展 5 億年の記憶

会場では、約90点の植物化石を見ながら、原

始植物から現在へと組物がたどってきた長い

道のりを紹介する 。絶滅した植物が生きてい

るような姿で見ることが出来る葉や果実の圧

縮化石など、植物化石を通し、圧倒的な生命

進化の力と、その過程で生み出されてきたか

たちの神秘的な美しさに迫る 。

会 期 2010年 9J =14 - 11 月18日( 木)

10 :  00- 17 ・00 ( 休館日水曜)

会 場 INAXギャラリー大阪

大!阪市中央区久太郎 JI汀4-1-3伊藤忠

ビル 1F  INAX大|波ショールーム 内

料 金 無料

. 講演会「化石は諮る、古植物発見の ドラマJ

講師 : 塚11史実( 大阪市立自然史博物館学芸員)

日H寺 2010年10月15日( 金) 18 :  30- 20 :  00 

会場 INAX大阪ショールーム イベントス

ペース

料金 無 料

定員 : 80名( 定員なり次第締切)

クロッソフ。テリス

( 古生代ベルム紀、オー

ストラリア)

大阪市立自然史憎物館蔵

撮 影 佐 治 康 生

砂O A P彫刻の小径2010

( UN- SYNTAX)  

大阪市北 区のOAP彫刻の小径で、は、 ( UN-

SY NTAX) をテーマとする 1年間の野外彫

刻が開かれている 。

ARTCOURT  Gall eryが開催する 2010年度展

覧会の企画及び選定には、ゲス トチュレータ

ー藤井匡が当たった。今回は、彫刻を設置す

るための基本台座も作品化するユニークな新

作ばかりが登場し、“ 彫刻 台座一景観" と

いう自明化 されたRY NTAXに対する批評性

を内在した 8 つの現代美術を紹介する 。

会 期 2010年 4 月- 2011年春

会 場 OAP彫刻の小径、大川のプロムナード

沿 い 大 阪市北区天満橋 1丁目OAP

公開緑地内

問合せ アートコートギャ

ラリー

TEL. 06-6354-5444 

出典作家: 大西伸明、河

口龍夫、祐成政徳、高橋

匡太、林武史、待場崇生、

松井紫朗、 三島喜美代 松井紫朗

砂[ 木のデザイン] 招待作家展

2010 Aut umn pre- exhi bi t i on 

[ 木のデザイン] プロジェク卜では、2011年

秋、長野県産落葉松( からまつ) を索材とし

た公募展を企画している 。そのプレビュー[ 木

のデザイン] 招待作家展を開催する 。

会 期 2010年 9 月25日( 土)- 11月24日( 水)

10: 00- 17:00 無休

会 場 脇田美術館

長野県軽井沢町旧道1570-4

TEL. 0267-42-2639 

料 金 一般1，000円、高大生600円

問合せ脇田美術館[ 木のデザイン] プロジ

ェク卜実行委員会

ht tp:// www.wakita- museum.com 

[招待作家] 石田和人、 大 場 正 、 大 野 美 代

、喜多俊之、清水泰博、黒川哲郎、剣持デ

ザイン研究所、斎藤繁一、篠崎 隆、田中一

幸、手塚雄二、橋本杭庫、原口健一、深井

隆、福井裕司、保科盟巴、丸谷芳正、松村JI 券

男、 三田村有純、 三升 緑、 柚木恵介、横尾

哲生、吉村順三

砂U- 30 Under30 Archi tects exhi bi ti on 

2010. 9. 29-2010. 10. 11 大阪・南港AT C

圏内で活動を始めたばかりの、30歳以下の若

手の建築家にスッポッ トをあてた展覧会。

. U-30記念シンポジウム 1/ (日 If 寺) 2010  

年10月 3 日( 日) 15  :  30- 19 :  30 ( ゲスト

建築家〉五十嵐淳、藤本壮介、平沼孝啓、

三分一博志、指塚|径生

申込締切は2010年 9 月27日( 月) 必着

. U-30記念シンポジウム n/ ( 日時) 2010  

年10月 9 日( 土) 15  :  30- 18  :  30 ( ゲスト

建築家〉伊東豊雄

EI"込締切は2010年10月 4 日 ( 月) 必着

[各国共通]

会場 ODP特設会場アジア太平洋トレード

センター (ATC) ITM棟101精
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定員 500名( 先着順) 、料金: 一般1，000円、

建築士会会員 ・学生500円

申込方法 希望日 ・氏名・年齢・性別・所属・郵

便番号・住所・電話番一号・メールアドレス

を記載し申込先まで、E- mailかF AXで。

申 込 先 制 大 阪 府 建築士会

TEL. 06-6947- 1961  F AX.06-6943-7103 

E-mai l:info@aba-osakaf u.or.jp 

砂泉大津市文イヒフォーラム「カルチャー ・

スコーJ レj

「世界が驚いた、金沢21 世紀

美術館の挑戦~斬新な設計と

ユニークな運営J

プリッカ- J t ( 建築界のノーベル賞) を受賞

した、妹島和 |立と西沢立衛と数々のアイデア

を打ち出した館長蓑盟を招いて金沢21世 紀

美術館の魅力と人気の秘密を諮 ってもらう 。

日 時 2010年 9 月26EI( 日)

13 :  00- 16  :  30 (12 :  30受付)

会 場 泉 大 津市 民会館大ホール

泉大津市 小松 1
10'1-60

*J.駐車場無料

定 員 130010，( 当日先着順)

参加賀 無 料

問 合 せ 泉 大津市企画調整謀

TEL. 0725-33-1131 

[内容]

講演 1 1市民に親しまれる 美術館」

表 盟 ( 金 沢21世紀 美 術 館 特 任 館

長 ・兵庫県立美術館長)

講演 2 1こんな美術館をつくりたかったj

妹島和世 ・西沢立衛 ( SANAA)

座談会 「芸術を 通じた 110づ‘ くり、 人づくり 」

司会 : 蓑 虫

砂Ll VI NG&DE S I GN

すまいのリノベーション

T OT AL  I NTERI OR 

会 期 2010年 9 月29日(水) - 10月2 日( 土)

10 :  00- 18  :  0。

会 場 インテ ックス大阪

大阪市住之江区南港北1-5-102

. 特別講演会- スペシャル対談

0 9月29日

限 研 吾 ( 建 築 家 ) /

「自然と手J

0 9月30日

ジュ リオエンリコメローニ

(Mer ltal ia  s.p.a会長) /

「イタリアデザインとイン

テリアビ ジネス」

0 10月2 日
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渡辺篤史( 俳優) x 喜多俊之( プロダクトデ

ザイナー) /  1すてきな暮らしを実現する リ

ノベーション」

砂竹中工務庖が 『環境コンセプト

ブ‘ ック- 2050年を目指して- j

を発行

竹中工務庖は、社会やクライアントと広く共

有する環境メッセージ「人と自然をつなぐ」

を制定した。 乙の環境メッセージを揚げ、コ

ンセプトを「人の感性や創造性を高め、自然

を活かし、ゼロカーボン建築からカーボンニ

ュートラルな都市への実現を目指す」とし、

長期目標を2030年にゼロカーボン建築、 2050

年にはカーボンマイナス建築を目指すエネル

ギー削減目標を設定している 。

6 月下旬に発行した小 |附子 『環境コンセプト

ブックー2050年を目指して- J はこれを解説

したもの。 問い合わせは竹中工務脂広報部

(T EL. 03-6810- 5140) へ。

2050 

ミヲ

メゼシ包ーク

人と自然をつなぐ

ｾ＠
コン包フト

人の層住や劃遁世在高め. 自燃を活かし、ゼロ刀ホン111震から

力ーポンニコートラルB 都市への実現在目指す

砂「名古屋 蝶の飛ぶまちプロジ

ェクトJ ウェブ、サイトを 8 月 5 日

にオーブρン

竹中工務応は、生物多様性条約第10回* * 約国

会 議 (COP10) パートナーシップ事業の一

環として、 2加01叩O王 伍:五三 l 月より窄名f古屋市中 区で

つている j蝶煤の生f態怠砂研f究 1.1ぞ名E5l1古主主7屋 j蝶蝶の飛ぶま

ちプロジエクト」のウエブサイト (URL:

¥Vww. n悶la昭goyaぬbu凶I此tt旬erバ泊f日l旬y.c∞om叫) を 新 設 し 公 開 す

る。研究目的・ 実施手)1頂・実施場所・ プロジ

ェクトチーム紹介や飛来する燃や幼虫の状

況、 地域の人との交流をまとめたレポートを

紹介する 。

0 名古屋蝶の飛ぶまちプロジェク卜とは、

環境の豊かさの指標生物“ 蝶" を対象として、

蝶の誘致に有効なミニビオ卜ープとなる食

草 ・食 樹 ・蜜源、植物を植えたプランターを、

名古屋中区の10ヵ所に設置し、そこに飛来し

た蝶の種類などを 2012年11月 までの約 3年

間、調査するもの。

砂国際コンペティション

J ARA大賞公募展

「美術館博物館建築を描くJ

J ARA設 立30周年記念事業として、建築設計

分野に携わる人から学生までを対象とした、

Archi  tectural Visual ization  ( 建築パース)

の国際 コ ンぺティション J ARA大賞' 公募展

「美術館 ・博物館建築を描く J を行った。 そ

の入賞作品を巡回展示する 。

・大阪展

日 H寺 2010年10月11 日( 月 ) - 10月16日( 土)

10 :  00- 19 :  00 

(11日( 月) 13 :  00- 19 :  00、

16日( 土) 10:  00- 17  :  00) 

会 場 大 阪市中央公会堂ギャラリー

大阪市北区中之島1- 1-27

料 金 無 料

* 詳細はJ ARA30周年記念事業HP まで。

ht tp: //www. jara30th・jara-net. com

砂街づくりセミナー

「コミュニケーションのある街

楽しい街J

日 H寺 2010年 9 月21 日( 火)

18  :  00- 20 :  00 

会 場 INAX大阪ショールーム

大!阪市中央区久太郎110' 4- 1-3

伊藤忠ビル l 階

講 師 喜 多 俊 之 ( プ ロ ダ ク ト デ ザ イ ナ ー )

受 講 料 一 般1，000円、学生500円

問合せ 制日本建築家協会近畿支部

TEL. 06- 6229-3371  

* 詳細は下記をのHP まで。

htt p://j iakinki .blog95.f c2.com/blog-entry-296. html 

砂夏原晃子展Acryl ic IIIusi on2010 

アクリ j レ樹脂を使 って3D

を 表 現 す る ア ー テ イ ス

トの夏原晃子氏。物体を

浮遊 さ せ る 透 明 な 彫 刻

が、置く場所やライ トの

当て方、見る角度によっ

て線々な変化が見せ、ま

るで !時が止まったよう

な 幻 想 的 な 世 界 を 見 せ

る。

会 期 2010年9月10日

- 10月8日( 金)

11 :  00- 18  :  00 (休館土、目、祝)

会 場 GALLERY 1  ammaJ 

大阪市北区天満3-1-2TS ビル 1F

TEL. 06-6357-1904 



なかでも高位の清華家に属し、長兄徳大寺実

則は明治天皇の側近中の側近 ( 侍従長、宮内

大臣、内大臣を務めた) であり、次兄の西国

寺公望は長くフランスに留学、のちに首相 ・

元老として活躍し、公爵に叙せられた人物で

ある 。

友純は、明治30年 4 月から 11月まで約 7

カ月間欧米の諸事i情視察lこ出かけ、見聞を広

げて帰国、欧米の富豪の社会的貢献について

覚るところがあり、ちょうど大阪府が図書館

の建設で難航していることを聞き及んで、、

現・中之島図書館の建設と図書の購入費を提

供して、多くの府民を喜ばせた。その設計監

理を行ったのが、明治33年 (1900) 6 月に

設立された臨時建築部の技師長野口孫市、日

高JJ 宇らの面々であった。この本庖臨時建築部

は、本届建築に先駆けて、市内の川口、中之

島、 神戸、尾道、 門司など各支屈の建築を手

掛けるが、 一方家長となる友純の須磨別邸や

茶臼山本邸の建築も行っている。なかでも須

磨別邸は、友純がイギリスで体験した貴族た

ちの邸宅であったカン トリー・ハウスの例に

ならい、越のある華麗な洋館を建て、子女の

教育のため英人の家庭教師を招いて、英国風

の生活が営まれたといわれる。方乙怖は乙乙で

も建築現場を訪れて、いろいろと指図をした

のであろう 。

友 純 ( 以下、 春翠とする) は、ごの須磨別

邸を大変気に入り、生活の本拠を鰻谷より須

磨に移している。春翠は野口以下、臨時建築

部職員との信頼関係が大変深かったと思われ

る。支屈のなかでも最重要地域に位置した東

京支屈は大正 6 年 (1917) に完成、そのル

ネッサンス調の端正な姿は、同12年の関東大

震災に際し、周囲が焦土と 化 したなかで毅然

近代日本を代表する商工業都市大阪の中枢

中之島に臨んで、土佐堀川面にその姿を映す

薄ク リー ム色の大型建物は、関西財界の雄と

して知られ、戦前は三井、 三菱と並んで三大

財閥の一つに数えられた住友家のk&7ド111、住

友合資会社の本社ビルとして建てられた。

このビルが建ったのは昭和] 5 年 (1930)

であり、この年の11月号の本誌にその全貌が

紹介された。 しかしそ乙には建設にかかわる

経緯が全く記されていないので、改めてその

成り立ちを紐解くこととしたい。

- 建設に至る経緯

住友家の事業は、江戸時代の前、! 室長年間

の京都に端を発し、元利 9年 (1623) 大阪に

移り、長［明Ｈｾ慢谷Ｉで 「 南蛮吹き 」 銅製造を

家業として栄えてきた。幕末の政変、新政府

の出現によって、大阪は一時苦境に立たされ、

住友家も他の豪商と同じように苦しい局面が

あったが、 別子銅山の近代化を図りなが ら体

制を建て直し、大阪の名門企業として成長を

続けつつあった。ただ住友家は家法として「浮

利を追わず」との経営理念があり、銀行業に

ついては大きく立ち遅れていた。

明治251:1三 (1892) 、のちに総理事となる伊

庭貞剛は、銀行業を興すことを定めるため尾

道で重役会議を聞いて乙れを議決、同28年住

友銀行を設立する 。また同時に本庖建築の議

が起こり、かつ「建築工事は数年を期し、充

分堅固に百年の計をなす事j が定められた。

また同25年、京都の公家徳大寺家より徳大

寺公純の六男である隆麿を、住友家の長女満

寿の養嗣子として迎えることが決まり、翌年

4 月、第15代住友吉左衛門友純( 号春翠)

が登場するとととなった。徳大寺家は公家の

再
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①旧・大阪住友ビルデイング (現 ・三井住友銀行大| 坂本 J;!i)
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④ 

① 大阪 ・住友ビ‘ルテーィング全景

③ 住友銀行本底営業所

①一階中央広間

①六階回廊

⑤第一階平面図

① 

f建築と社会J 第13輯12号( 昭和 5 年i I I 月号) より
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⑦土佐堀川に臨む三井住友銀行大阪本庖

⑬本庖営業室コ一二ス周り原寸図

笹川悦ーの手になる

⑪ イオニアオーダーの柱頭部分

t : ; - 一一ー 一ー

⑫西側玄関口のイオ二アオーダーを見る

① 建物西北隅部分

出附にゆるやかな I胸部をつける

-ゆ

⑬北側外観 (第一期工事の部分)
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として焼け残り、評判になった建物であった。

銀行本屈の建築は、明治41年 (1908) 仮

本屈を北浜五丁目に建てていたため後回しに

されていた。明治42年 (1909) 住友本屈を

t制三庖と改称 し、この年新たに長谷部鋭吉が

採用さ れた。

大正 5年 (1916) 総本屈で、は小倉正恒、日

高! 伴、長谷部鋭吉らを住友本庖新築調査委員

に任命、いよいよ総本庖建築の準備段階に入

り、翌 6年英国留学より帰国して聞もない竹股

{建造を採用し、着々と体制を整えていった。

また翌 7年には、日高と光安梶之助をアメ

リカに派遣し、彼の地の著名な建築家との交

流を通して、本庖建築用の情報、資料を蒐集

した。ついで翌 8年末、長谷部は入社10年目

にしてようやく、海外建築物視察のため欧米

に出張する機会に恵まれるが、翌年 7 月、 1年

の予定を半年余りで急逮帰国を求められた。

しかし長谷部は、このわずかなヨーロッパで、の

滞在で、のちにこの本屈の外観意匠に少なか

らぬ影響を与えた体験を積んで、いる。

- 実施設計に当たっての取り組み

大正10年度の住友総本庖処務報告書によ

ると、「本工事ハ大正九年四月、日高技師ヲ

全設計ノ監督及校査者トシ、長谷部技師ヲ立

面主査、竹腰技師 ヲ平面図主査、光安技師ヲ

構造主査トシテ準備ヲ始メ ・. .  J として、

具体的に担当者を定めて動き 出 した。

この年 2 月、住友総本屈は住友合資会社と

名前を変え、住友全般の事業を統括すること

となった。乙の機構改革に伴い工作部が新設

され、建築謀、臨時土木謀などが組織された。

また今まで建築職の肩書は、技師長であっ

ても |臨時雇であったものが、本雇とさ れ、い

よいよ自力で本屈の大建築に取り組んで、いく 。

竹JI要は大正11年 (1922) 9 月、設計図面

の原案をもって池田宮彦を伴って渡米、翌12

年11月まで l 年余りニューヨークに滞在し、

1  ) 鉄骨資材の調達や入札、日本への発送、

代金の支払、 2 ) 金庫、エレベータ一等の調

査、見積設定、 3 ) 建築設備コンサルタン 卜

の選定と設計依頼、といった複雑な業務を、

得意な英語を駆使 しながら自力で遂行しなけ

ればならなかった。「これは大変根気のいる

仕事で、責任も重く、今顧みても本当に大変

だったj と諮っておられた。

- その意匠的特徴

この建物の意匠を見ると 、一見それほど注

目を浴びる目立つた建物には見られない。む

しろ今日では、ほとんど見過ごされてしまう

ような単なるオフィスビルの印象である 。同

時代に建った旧三菱銀行本庖( 大正11年、現

42 

存せず) 、 旧三井銀行本社( 昭和 4 年、重要

文化財) の華麗重厚な古典様式が持つ迫力の

ある建ち姿ではなく、むしろ地味なくらいの

穏やかなたたずまいである。三井本社ビルが

花関岩をふんだんに使った豪華さに比べて、

淡いクリーム色の明るさや柔らかさを持った

色調は、 昧わい深い趣を持っている。 さらに

壁面の構成は、この種の銀行建築の定番であ

る三層構成ではない。厚い壁に刻ま れた、奥

行きのあるたて長の刺11窓が整然と並ぶ陰影の

ある構成が、乙の建|勿の見過ごせない特徴で

ある。

かつて竹)1劇建造は「住友ピルはロマネスク

を加味した j レネッサンスだj と言われた乙と

がある。 ( 筆者の取材。昭和48年 6 月20日。

夙川の竹腰邸で) また、滝沢真弓は洋行より

帰国間もない長谷部鋭吉に「どのような建築

が最もお気に召されたかj と聞いたと乙ろ、

rrイタリアのあの壁の厚い、窓の小さなマッ

シブなもの、あの気分が好きだ』 とのことで

したJ と語っている 。 (r建築と社会j 昭和36

年 3 月号)

乙のイメージこそ、彼が体験したイタリア

のロマネスクそのものであるように思える。

敬慶なクリスチャンであった長谷部は、荘厳

ななかに華やかなステンドグラスの輝きを持

つゴシックの会堂よりも、重厚、質実なロマ

ネスクの持つ素朴なl床わいに魅せられていた

のではないだろうか。そしてルネッサンスの

意味は l 階中央広間や銀行営業室の華麗な空

間や、東西北面の中央出入り口に設けられた

イオニヤ式オーダーの構成を指すと言える。

さらに注目すべきは、その外壁に使われた

素材についてである 。一般的に行われる手法

は、天然石を適当な寸法に裁断 して張ること

であるが、この建物はあえて黄立山石と 11手ば

れる石英粗面岩を砕石、とれにイタリア産大

理石のトラパーチンを砕いて混合し、細L 、鉄

筋を入れて成型した、いわばプレキャストの

擬石ブロックを張り詰めたととである 。この

ような工法の発案は 日高であったとも言われ

るが、実際のデザインは長谷部であった。

ただ長谷部は、この擬石ブロックを張るの

に際し、あらかじめ三種類の濃淡をつけた擬

石ブロックを用意させ、ビルの外壁四面の立

面図に濃淡のあるブロックをまばらにふり分

ける工夫が凝らされたと言われる 。

. むすび

住友ビ、ルデ‘ イングの構想、は当初の銀行本届

建築の予定から、住友系本社ビルを集約する

機能と貸しビルとしての性格を併せ持つ、 地

下 l 階、 地上 7 階の規模が計画されていた。

しかし関東大震災によって、東京の大型ビル

が大きな被害を受けていたととを、春認自ら

が東京ヘ出向いて見聞を行い、安全性を重視

して規模を 5 階建に変更し、傘下の企業以外

の会社に被害が及ぶのを避けたいという意味

から、貸事務室のスペースを取り 止めること

を伊庭貞剛 らと相談のうえ決定した。建築関

係者側はその心配はないということであった

が、春翠家長の決定は重かった。

また、春翠のこの建物に寄せる思いの深さ

を伺えることとして、春翠は屋上に自らの休

憩室と宿泊可能な設備を設け、八帖の和室 2

室と洋室が造られたと p う。

大正11年 (1921) 11月27 日、春翠は定礎

式に出席し、定礎の辞として、「工事漸ク進

ミ今慈ニ吉辰ヲ 卜シ定礎式ヲ挙グ、願クハ定

礎ノ後棟宇l蜘包業務興隆国家ト倶ニ弥盛ンニ

寓世無彊ナランコトヲ j と記している。

「春翠は折に触れてビj レテe ィングの進捗する

さまを来たり見た。三階に置く社長室、六階

に置く社長休憩室に就いては直接種々好尚を

指示していた。建築に熱心な春翠は諸部分に

も意見を述べることがあった。J ( 住友春翠より)

このように住友ビルは、春翠の理想と期待

を担っていた建物である乙とを感じ取ること

ができる。 しかし春翠は、このビルの第一期

工事完成である大正15年 (1926) 4  }=Iから

わずか一カ月余り前の 3 月 2 日、神戸住吉の

本邸で没した。

乙のピル全体の完成は、第二期工事の完成

昭和 5年 (1930) 7 月であった。実に本庖臨

時建築部が設立されてちょうど30年カサお品し

ていた。そとには秘められた先人たちの多く

のドラマがあり、成長著しい住友系企業の象

徴としての存在感を読み取ることができる。

このあと工作部は大きな目標を達成し、折

からの不況のなかで人員削減の必要に迫ら

れ、昭和 8年新たな組織、長谷部竹腰建築事

務所に移行して p く。 しかしその粧蛾や人脈

は太平洋戦争、敗戦を経て戦後再びよみがえ

り、現在の 日建設計につながるのである 。

またこの建物の意匠設計に当たっては幾人 参考文献

かの建築デザイナーの参加があった。建物全

体の意匠関係の図面は津山達夫( 京者町高等工

芸卒) 、装飾物の詳細図については笹川慎一

( 早稲田大学卒) であった。現存する多数の

設計図のうち、芸術的雰囲気を漂わす図面表

現は見事で、ある。

住友春 翠 昭 和30.3.2

小西隆夫 「北浜五丁目十三番地までJ 平成 3 年、日

建設計

津田久「私の住友昭和史J 昭和63.5.26 東洋経済

新報社

- 竹腰健造「回顧五十年J r建築と社会l 昭和34.1.25

( さかもと かつひこ/ 神戸芸術工科大学名誉教授)
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「建築と社会」と

いう本誌の趣旨にふさわしい

社会性・環境などに配慮した有意義な

建築作品や建築にかかわる論文・記事

などを顕彰する。選考にあたっては、

会員の声を反映し、広く聞か

れた賞とする。

- 第9 回選考委員 ( 50音順)

j工川直樹 (関西大学教授i

鈴木亮彦( 怠都三E芸繊維六学大学院教授・

F建築むネ士会J 編集委員)

・多国元英 :( 大I阪太学;大学院教授)

徳矢典三匹 t委主護主 ・徳矢法律事務所)

論 考 部 門 入 賞

照明の感じ方佐川美術館

楽吉左衛門館における

光の作法
(2009年 5 月号〉

吉野弘恵

佐川美術館 幾吉左衛門館の照明計画をし始

めてから約 5年余りの月日が流れた。よく十年

一昔というが、照明業界のこの 5年は、 50年

以上の開きがあるぐらいに感じられる。

洞爺減lサミ ッ ト以降、環境に対する意識の向

上と不況を乗り越えるための起爆剤的な役割を

担 ったL E D照明が、飛躍的に伸びているから

である。昨今では、施主からも L E D!1賢明での

計画を熱望されることが非常に多くな ってきて

いる。 だが楽吉左衛門館の計画当時は、 L ED

が普及し始めたころであ ったためL E D照明を

使用するか否かの議論をすることはなか った。

もし今が終吉左術門館の計画時期であ ったな

ら、 L ED照明を提案したかと問われたならば、

それは rNOJ である。なぜなら楽吉左衛門館は、

ガラスや石など極力自然素材を用いてつくられ

た美術館であり、白熱球もガラスと鉄という自

然素材からできた光源だからである 。それゆえ

にリサイクルも簡単にできる光源である。いく

ら有害物質がでないL E D照明でも、白熱球の

ように簡単なリサイクルはできないはずある。

乙こ l 、 2年で広まるであろう L EDは、 10年

後大量の廃棄物になる可能性もあるのである。

極論かもしれないがそう考えると白熱涼はエコ

のように感じてしまうのである。 また素材だけ

でなく、光もフィラメントが熱せられることで

光を放つ白熱球は、自然の火の光に一番近い存

在である。自然素材と火と密接に関係のある幾

茶碗には必然の光のようにも感じるのである。

こういう考えは今の出の中の白熱球を排除す

る流れとは相反するが、しかし白熱球は IIl Jj 一、

自然に近い光源であるということもわかってほ

しいのである。 また、人もその自然の一部とい

うこともわか ってほしいのである。

吉野弘恵

よしの ひろやす

198 8年 大阪芸術大学卒業

19 90年 孔ヤマギワ研究所

1997年ヤマギワ計画

デザインセンター

20 02年 アカリ ・アンド目

デザイン設立

・計画参加プロジェク 卜

佐川美術館楽吉左衛門館

( 平成19年度照明学会優秀施設賞) (北米照明学会 国際照明

賞 Awar d 01 Meri t )  

神戸薬科大学薬学臨床教育センター

( 平成20年度照明学会優秀施設賞)

世界救世教いづのめ教団 IZUNOME  TOKYO 

( 北米照明学会 2010年国際照明貧 AWARD OF EXCELLENCE)  
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鈴木博之

建築について考えることは、社会 について、

今について考えることでもあるのだが、今回の

ように、少し現実から離れうる、 喜子のあるテー

マを与えられると、とても楽しくなる。「建築

と水J という特集で、 他の方々が「厳島事11社JI 落

水荘J Iソーク生物学研究所J について脅かれ

ると知って、そうした論考に対する前も っての

対話のようなつもりで記事を普いた。それが興

味を引いたのであれば、とてもうれしい。建築

は現実そのもののような経済行為だが、イマジ

ネーシ ョンを掻き立てる文化 的営為でもある。

現実だけでなく、夢もなければ建築はやってゆ

けない。

19 6 8  東京大学工学部

建築学科卒業

19 7 4  東京大学工学系大学院

樽士課程満期退学

19 7 4  東京大学工学部

専任講師

19 7 4-7 5  ロンドン大学

コートウールド美術

史研究所

1978  東京大学助教綬

1984  工学博士

19 90  東京大学大学院

教侵

1993  ハーヴアード大学

客員教授

2 009  東京大学定年退職

2009- 青山学院大学教綬

201 0- 博物館明治村

館 長 併 任

鈴 木 博 之 すずきひろ ゆき

・受賞

197 2  毎日日本研究特別賞

19 80  日本文化デザイン賞

19 8 5  芸術選奨文部大臣

新人質

1990  サントリー学芸賞

199 6  日本建築学会酔

( 論文賞)

2001  建築史学会賞

2005 紫綬褒章

現在、建築と庭園の関係について興味を持っ

ている。いや、興味自体は 卜数年以上にわた っ

て持続しているのだが、少しずつそれを公表す

る機会を得られるようになったのが嬉しい。建

築史を中心に勉強してきて、今は総合文化政策

学部という文化研究を中心とする領域に身を置

くようになったので、関心と表現の11問を広げら

れる可能性を感じている。

同時に、建築の歴史を考えてきて、歴史的建

造物を保存することの重要性、資料の収集と保

存の重要性を痛感し続けてきた。建築アーカイ

ブの設立に関連する動きが最近にな って見られ

るので、なんとかその実現に向か って努力した

いと考えている。場所の候補を考え、組織を考

え、各方面の理解を求め、 実力者たちにその力

を発揮してもらう 。そうした動きを本i格化 させ

るために、あと少しだけ頑張れればよいと思う

のだが。
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論 考 部 門 入 賞

プロがプロでなくなる

前に- 経済行為として

構、生当事三 1

1旦ー ロT - (2009年 12月号〉

一 一

樫原健一

平成 7 年阪神・淡路大震災の 3 カ月後に、イ

ギリスの経済誌 T he Economi st が‘ Fear of 

trembl i ng' と題して地震工学特集を組み、その

中で日本の構造学者と政治家行政担当者、そ

して特に民間の技術諸をやり玉にあげました。

しかし、あれから 15年たっても住宅・建築

物の耐震性が向上するどころか、ますます混迷

の度を加えているのは政局の混乱と歩調を合わ

せているかのようです。両摺偽装事件や地震被

害 などの問題が起こるたびに、問題点の所在が

どこかと常に問L 、続けていますが、思考はいつ

も同心円上をさまよいます。大げさに言 えば日

本社会、身近な例 では建設業界、住宅業界、設

計者の社会、そして結局、梢遊技術者としての

自分のあり方に帰着します。

たまたま梅雨さなかの出張中に堺屋太ーの普

いた記事が目にとまりました( 週刊朝日 2010

年 7 .15) 。筆者のf9!(，釈では、日本社会では官僚

や政治家、そして技術者までも「職業( プロ )J

でなく、「身分」になってしま っているという

論旨です。同心円の中心を自分からずらして、

責任を他人に負わせることは、優秀な成紛で、社

会に出たエリートの人たちに多く見られます。

階級意識が強く働いた結果、その社会には専門

家( プロ) という概念はなく、プロとしての経

済行為が生かされる道を見いだすことが困難で、

す。 その度が建築界でもますます強くな ってい

ることが気になり、プロのたまどにあたる若い

tJ &I路一に対する応援歌として部、たつもりの文

章が、はからずも1 1 ' をいただくことは面はゆく

もありますが、未読の方にはぜひ目を通してい

ただきたいと思、います。

樫原健一

かたぎはら けんいち

. 箸

「木造住宅の耐震設計ーリカ

レントな建築をめざして 」

( 技報堂出版、 2007) ほか
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1973年神戸大学大

学院工学研究科修士課

程修了。同年、側鴻池

組入社。大阪本后設計

部備造設計課長、エン

ジニアリング部長を歴

任。 2 0 06年、一級建

築士事務所技術士事

務所側SERBを設立。

20 07年には有限質任

事業組合j .Podエンジ

二アリングを設立。京

都大学知的財産部フエ

ロ一、紛日本建築街道

技術者協会関西支部技

術委員長、国土交通省

「住宅 ・建築物の地震

防 災 推 進 会 議 j 委員

( 20 05年度) を歴任。

作 品 部 門 入 賞

京阪電車中之島線なにわ橋駅

「水の上の新都心ヘj をキャ ッチフレーズと

して、京阪電車中之島線は2008年10月に開業

した。計画に際しては、水都大阪を代表する中

之島の歴史と文化を調: I i 承し、 H寺代を超えて市民

から愛される駅創りが求められた。! 択空間は中

之島を利用する人々をお迎えする居心地の良い

「街のリビング」として位置づけられ、中之島

公園の緑を連想、させる「無垢の木j が中之島線

の統一素材として採用された。 また各駅は中之

島の街のスケールやアイデンティティに合わせ

て言|画され、地下のコンコースから水辺の遊歩

道と連続した立体的な散策路として機能するよ

う計画されている 。今回受賞対象となった「な

にわ橋駅」は、中之島のシンボルである大阪市

中央公会堂のある中之島公固との込続性が計画

テーマとな っており、大きな| 次抜をもっ森のよ

うなコンコースから、思RJ 二部に広がる自然の緑

や水景との紫がりを大切にしている 。

事業主/ 中之島高速鉄道、京阪電気鉄道

全体監修/ 中之島高速鉄道、京阪電気鉄道

安井建築設計事務所 (総括. 寺岡宏治)

日建設計[ 設備1 (総括: 栗山知弘)

基本設計/ 京阪電気鉄道

安井建築設計事務所、日建設計[ 設備]

安藤忠雄建築研究所 (出入口ほか)

実施設計/ 梓設計 (総括・輯野佳典)

安藤忠雄建築研究所 (出入口ほか)

建築施工/ 大林組・前田建設・大鉄工業共同企業体

作 品 部 門 入 賞

竹中大工道具館リニューアル

(2009年 6 丹号〉

設立25周年を迎えた竹中大工道具館は、 「工

匠の精神 を後位に伝えるJ という当初の理念は

そのままに、増築を含む全面リニューアルを行

い、ユニバーサルなしつらえを備えて2010年

3 月、新たな一歩を踏み出した。

既存本館は、蔵をモチーフにしたシンメトリ

ックで存在感の強L 汐付制であ った。今回の計画

では、その本館に対してリス ぺクトの念を払い、

増築部を 「黒子j として位置づけた。壁面セ ッ

トパックや墨色の壁、アシンメトリーで面的な

構成、大工道具の在り機にも通じる機能性その

ままの表出など、既存と対比的なデザイン手法

を徹底して採用し、増築部が主張をしな L 崎司L、

所在地ー神戸市中央区中山手通 4 丁目 104番地

建築主ー財団法人竹中大工道具館



作 品 部 門 入 賞

なにわ橋駅周辺の中之島公園整備

(2009年10月号〉

中之島公園は、治れんばかりの可能性に満ち

たオープンス ペースである 。新しいデザイ ンが

目的とすべきは、可能性を現実 と化すこと、つ

まり歴史の中にあ った、また、 今に継承されて

きた盟かな人間活動 を支え、発展させうるラン

ドスケープとして再椛j戎する乙とであ った。中

央 公会堂をはじめ、土佐堀 ・堂島川、難波 ・天

神橋、大阪城、そして水辺の街並みなど、それ

らを際立たせ関係づける景観と活動の空間デザ

インを目指した。

世界に諮 る大阪の自然、歴史、文化が花|苅く

舞台として、生き続けるととを願っ ている 。

- 中之島公園

事業主 大阪市ゆとりとみどり振興局

中之島高速鉄道

基本計画・実施設計一現代ランドスケープ (西辻俊明)

存在となることを目指した。

また、構造的 に既存と同じ壁式RC逃とし、

接続部をガラス ・スクリーン納まりとすること

で、これまで、の閉鎖的な印象から、外観に聞か

れた印象をもたらすことができた。

大工道具や伝統建築への理解を通じ、多くの

人 々に、ものづくりを身近に感じ取ってもらえ

る場となることを願っている 。

設計・監理 株式会社竹中工務庖

施工 (建築) 一一株式会社竹中工務庖

展示設計・施工一株式会社丹青社

西辻俊明

にしつじ としあき

技術士( 都市及び地方計画)

登録ランドスケープアーキテク卜 ( RLA)

1991年株式会社現代ランドスケープ設立

- 主要作品仕事

大阪北港ヨットハーパー

国際花と緑の博覧会会場

大阪市扇町公園 扇町キツズパークの環境デサ. イン

岐阜県世界淡水魚園の環境デザイン

シヤレール東豊中森のコミュニティデザイン

生野区南部地区・平野郷地区 ・住吉大社地区のまちづくり

山 本 匡 やまもときょう

1977年、竹中工務盾入

社。現在、竹中工務后広

島支后設計部長

. 主要作品

陸学園神戸国際中学校・

高等学校

白鶴美術館新館

兵庫大学健康科学部

園 本 暁 彦 くにもとあきひこ

1999年、竹中工務庖入社。

2006- 07年、栂総合計

画事務所。現在、竹中工

務居大阪本后設計部主任

. 主要作品

神戸メリケンパークオリエ

ンタルホテルアクアホール

WO RL D  T R AD E  

C E NTE R  T O WE R  4  (建

設中)

③ 

選考委員講評

京都工芸繊維大学大学院教授

鈴木克彦

第 9 回読者と選ぶ 「建築と社会J 賞は、本誌

2009年 1月号から 12月号に掲載された建築作

品および論考 ・記事を選考対象とした。読者か

らの投票結果を基にして、編集委員会からは建

築作品 10点、論考・記事14点の推薦があった

が、 6 月10日に開催された選考委員会では、

選考委員から新たに推薦があった建築作品 4

点、論考 3 点を加えて、慎重な審議を行った。「建

築と社会」という本誌の趣旨に相応しい社会性

と環境への配慮に対する評価を重点に置いて選

考した結果、選考委員全員が授賞にふさわしい

と評価するに至った建築作品と論考を選出し

た。

まず作品部門であるが、 「京阪電車 中之島

線なにわ橋駅J rなにわ橋駅周辺の中之島公園

整備J は、駅のコ ンコースに自然素材を使った

表情豊かなデザインと、水辺空間を活かした地

上部の中之島公園と 一体化 したアプローチ空聞

が、環境共生型社会における建築物の望ましい

姿を具現化したものとして高く評価された。 ま

た、設立25周年を迎えた 「竹中大工道具館リ

ニューアルj は、増築部の巧みなデザインに対

して高い評価があった。 リニューアルによって

既存部の輝きを増した設計の技は、「建築と社

会」賞に十分に相応しいものである。

一方、論考部門では佐川美術館禦吉左衛門館

の照明設計について論じた 「照明の感じ方佐

川美術館繁吉左衛門館における光の作法J ( 吉

野弘恵氏) が、展示作品に配慮した照明デザイ

ンについての作法をとりまとめた貴重な論文で

あるとして高く評価された。その内容は、照明

設計の奥深さを感じさせてくれる迫力あるもの

であった。水と建築の関係について論じた 「水

の イ ン ス ピ レ ー シ ョ ン J ( 鈴木博之氏 ) は、

2 千年にもわたる歴史観をふまえて解説した深

みのある論考であり、全選考委員が深い感銘を

受けた。 このような論考を 自にすることができ

た本誌読者は幸運である。 また、設計基準のあ

るべき姿について論じた 「プロがプロでなくな

る前にー経済行為としての構造設計- J (樫原

健一氏) は、現場での経験や的確な判断の大切

さを構造設計者の立場から論じたもので、教条

主義的にとらえがちな設計基準の扱い方に多く

の示唆を与えてくれている貴重な論考である。

このたびの受賞の皆様にはお祝い申し上 げる

とともに、今回の選考委員会では、特集の企画

自体におもしろいものが多かったという評価が

多々出された。 日頃から誌面の充実に鋭意取り

組まれている編集委員会委員の皆様にも厚く敬

意を表したい。
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選考委員講評

関西大学教授

江川直樹

建築作品は、読者からの投票があったもの、

編集委員会からの推薦があったものに関しては

出来るだけ現地に行って実際に確認をするよう

に努めた。

現地で確認したものの中で一番良いと思った

のは、 「竹中大工道具館リニューア j りであった。

新たに付け加えた部分は小さなものだが、閉鎖

的だった建築が社会に聞き、気持ちの良い移動

空間が実現している。はめ込まれたかたちの壁

は、杉板の型枠を使いカラークリアーで塗装さ

れたコンクリート打ち放しの丁寧な仕上げのも

ので、それ自体はどうということもないもので

あるが、この場所に相応しい。

「京阪電車 中之島線なにわ橋駅j は豊かな

空間性や使われている素材のバランスに優れて

おり、気持ちの良い公共空間を実現している。

また 「なにわ橋駅周辺の中之島公園整備J は、

中之島公園の中の駅と地上部分も含めて、従来

の大阪にはなかった新しい場所を創り出してい

る

「照明の感じ方佐川美術館祭吉佐衛門館

における光の作法」 は、作者自身の設計の解説

ではあるが、丁寧に取り組まれた経過と成果が

見てとれ、読んでいて非常に気持ちの良いもの

であった。この成果が広く社会化されることを

望む。

「プ口がプロでなくなる前に一経済行為とし

ての構造設計- J は、やや鏡舌なきら l ¥はある

ものの、内容はわかりやすい。見えない構造の

世界の危険性は、なによりも設計をつまらなく

し、場所を創り出すさまざまな行為を関係者が

共有することを妨げることにつながることであ

る。次代を担う若者には、構造が場所を創り出

す空間デザインの要であることを認識し、それ

にふさわしい対応が必要なことを知ってほし

い。構造を志す若者にとどまらず、広く議論を

共有したい内容である。

年間の「建築と社会」を通読して思うのだが、

特集記事の企画と編集はなかなか興味深いもの

が多く、この企画に賞を授与したいほどである。

特集「建築と水」は特に楽しく読ませていただ

いた。なかでも、 「水のインスピレーシ ョンJ は、

水が建築にイメージを与え、水と建築の関係の

あり方が再解釈され、継承されると述べ、水に

まつわる建築のインスピレ ションを次々と展

開し、最後は火の神にまつわる話で締めくくる、

イメ ジ豊かな文章である。

なお、今や解体のため思い出に残るのみとい

うGal l ery欄「佐竹台ハイツD17- 205J は、気

持ちよさそうで、その実空間を見てみたかった。
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選考委員講評

大阪大学大学院教授

多国元英

「建築と社会J 賞の選考委員会では、数時間

に及ぶ合議のうえ以下の 5 点を選定した。結果

として、エンジニアとしての「こだわり」ゃ「大

切にすべきものJ が伝わる論考や作品が選ばれ

たように感じる。

照明の感じ方佐川美術館祭吉左衛門館に

おける光の作法 本美術館の照明設計に際し、

著者は美術館照明の一般的な手法から脱却し、

築吉左衛門氏の光に対する想いを照明に加える

ことを熱心に探求している。技術的に妥協する

ことなく、こだわり抜いた経緯が論述されてお

り、技術者として大きな感銘を受ける。

水のインスピレーション 「建築と水J をテ

ーマとする特集の総論である。「建築と水の『関

係』が建築家によって解釈され、そしてある場

合にはそうした解釈のあり方が継承されつづけ

るJ と論じている。国内外のいくつかの事例を

紹介することで、具体的にどのような継承がな

されてきているのかを解説しており、説得力の

大きな論考である。

プロがプ口でなくなる前にー経済行為として

の構造設計 レオナルド・ ダ ・ヴイ ンチの言

葉「経験は決して誤らない。誤るのは諸君の判

断である」を根幹に据えた論考である。科学は

自然の数学的な分析で、技術は自然の総合化で

ある。そうなので構造設計のブ口にはそれなり

の経験と的確な判断力が要求されると論じ、下

からの積み上げによる構造設計基準の重要性を

説いている。先人の言葉を適宜引用することで、

隙のない論考になっている。

京阪電車 中之島線なにわ橋駅、及びなにわ

橋駅周辺の中之島公園整備 無味乾燥な駅施設

が多いなか、中之島線の諸駅は 「木」を素材に

用いた心地よい空間を提供している。とりわけ、

なにわ橋駅では改札付近の大空間の雰囲気か胃

く評価できる。また、同駅周辺の中之島東部に

位置する公園については、従来の公園では味わ

うことができなかった潤いのある水辺景観を提

供している。

竹中大工道具館リニューアル 蔵を表現した

既存の壁式RC造のリニューアルであり、エレ

ベーターやトイレを増築している。従来の閉塞

した蔵のイメージを払拭するために、既存館と

増設部の接続をガラス・スクリ ンで納めてい

る。伝統的な大工道具の文化を、コ ンクリート

とガラスの素材による建物に収納していること

に味わい深さを感じる。

選考委員講評

弁護士

徳矢典子

「京阪電車中之島線なにわ橋駅」 及び「なに

わ橋駅周辺の中之島公園整備J 中之島公園は

明治21年に出来た大阪市第一号の都市公園であ

り、歴史 ・文化を大切にしてきた大阪人の知恵

と心意気を感じることができる空間でもある。

今後、緑や樹木の生長に伴い水辺の公園として

特長を発療していくことを願っている。また、

なにわ橋駅は高さ ＹｾＱＰｭ の木の壁と多数の円

柱によって不思議なやすらぎを感じる空間とな

っている。日本の伝統的な自然素材は技術革新

により不燃化が可能になり、地上部の中之島公

園と呼応する森のような駅環境として計画され

たとのこと。駅中も含め賑わいのある空間、リ

フレy シュて・きる空間の展開を期待している。

「竹中大工道具館リニューアルj 既存の大工

道具館のリニュールである。「黒子j と表現され

た増築部分が、既存本舘のシンプルにして重厚、

気品あふれるたたずまいを際立たせる役割を果

たしている。展示品を 望できる館内は、手仕

事の温かさ、優しさを五感に訴えるとともに、道

具に対する先人たちの様々な工夫、知恵の深さ

に心打たれる雰囲気にあふれている。

「照明の感じ方佐川美術館築吉左衛門館にお

ける光の作法」 築家15代当主祭吉左衛門氏が自

然素材をありのままに見せること、またそれが

斬新な空間を創 1) 上げるというコンセプトで創

案された建物とのことである。当主の独創性と

思想性、工務后のデザイ ン性と技術力が結集し

た光( 照明) へのこだわり、様々の工夫を知る

につけ、ただ明るくして満足している現在の生

活環境を反省させられた次第である。

「水のインスピレーシ ョンJ 水は建築のなか

であくまでも水であり続け、建築は建築として、

水とは一線を画して存在するとし、また、建築

と水との関係が建築家によって解釈されたり、

解釈のあり方が継承されるとの論考は、私の専

門外のこととはいえ、大所高所から物事を判断

することの大切さを教えられた。建築と水の関

係を考える例として、厳島神社とそのあり方を

継承しているのが広島平和記念公園慰霊碑であ

るとの論考に、建築家のすごさを感じた。

「プロがプロでなくなる前に一経済行為とし

ての構造設計- J プ口の心意気が感じられる

論考であり、その活動にも心打たれる。耐震偽

装事件に端を発し、次第にコンビューター頼み

の画一的な扱いに向かおうとする現状の危機性

の指摘は、現場で磨かれてきたブ口の持つ知

性・感性・経験の重要性と技術的判断がいかに

大切であるかを改めて考えさせられる。
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ある夜の出版委員会

山 田 修

出版委員会委員/ 修建築事務所

連日の大雨の合聞をぬって祇園祭が近づい

てきた一夜、 rKATURAJ で表題の会が開

かれた。

KATURAは利彩厨房で、阪急梅田駅茶屋

III J 出口より毎日放送南沿いの道を東へ徒歩

10分、朝日プラザ梅田東 Hの 1Fに位置する

創作料理屈である。J R京都線の高架を墳に

して、華やかな商業地域の空気が、静かな住

居地域のそれに急転する 。 乙の変化が人の心

を惑わすようだ。

7 月15日( 毎月第三木曜日に開催) は、 i梅

雨前線の影響による雷雨となり、足元がズブ

ヌレの出勤となった。今年は、局地豪雨が多

い。甲子園球場で開催予定の阪神・巨人戦も

大雨で連日中止となり、阪神ファンの多い梅

田駅付近は、異常な混雑ぶりだった。突然の

中止にファンも腹が立ったのだろう 、と思う

ヵt

*  

出版委員会は、かつては各地の名所 ・新建

築物を見学会後に開催、のち当地の名物料理

を賞味する伝統を受け継いできた。「学習一会

合一会食J の流れを維持しながら、会員の親

睦 ・融不日をはかっているユニークな会である。

食事中に良案が浮かぶ例もあった。その人

の隠された長所を見つけ出すこともあった。

酒を貨でながら、人を賞でる良い機会と言え

る。仕事に遊びの要素があることは、良いこ

とである 。遊びのない仕事は、長続きがせず、

人が途切れてしまう 。だからこそ、今日まで

長らえてきた。

毎回、変わった料理を口にできるのも楽し

みの一つ。 これは、 !古長の心意気で、あり、当

会を待ち受けてくれる鮒寺の気がにじみ出て

L 、る 。

振り返ると、委員会の会場は大阪に|浪らず、

神戸- 京都・宇治・伊丹などでも開催してき

た。地方回りの方が出席人数が多かった。そ

れだけ学習意欲の強い方が存在する、という

吉正しである 。

最近は、本の売り上げ数が激減、さらに大

衆の活字I訓れが進み、かつての当会の勢いと

流れが幾分そがれてきたように思う 。

「何十年と続いてきた 当委員会を何とか維

持していかねばならない。くじけではならぬJ

と老骨にムチ打っている次第一...。

『鐙築と社会J 7月号 (2010年) を拝見し、

出版委員 会収議が前年に比べて 18万余 円減

となったことを知る 。委員の一人として責任

を感じている 。が、世間の趨勢には抗しがた

い。いまや電子書籍のl時代で、活字本の魅力

が失われていく現状には、背悩が潔う 。いつ

の日か、本という形は過去の辿物に転じるか

もしれない。

牢

出版委員会の当 日の議長( アイウエオ)1僚に

回る) は、藤山宏氏である 。

「定刻181時になりました。 2名の方が未到

着ですが始めさ せていただきます。最 初 に <

プロのノウハウ> と特装本の志古品報告を、学

芸出版社の吉田編集長よりお願いします。吉

田編集長どうぞ J  

冒頭のすべり 出しが良い。初め良ければ終

わり良し、を暗示していた。手元に回日布の経

過報告書を目にしながら、テンポよく説明が

なされて Lミく 。

最新の書籍は、藤山宏( 造景空間研究所)

著 『住宅植裁の100ポイント( 仮)J B  5判、

176頁( カラー32頁) 、 2，500部、 2，800円が、

11月中旬に出版予定である 。

定価を抑えるため新しい印刷工場を開拓、

著者にも販売力を援助 してもらうべく、通常

2，ooomt を2，500冊にした。 ( すごい)

本書は、 j篠山委員の手腕によるところが大

きい。ありがたし。 ( 感謝のことば)

「本の販売数を伸ばすため、 普庖回りは欠

かさず、行っている 。 さらに、著者による学芸

セミナーを当社 31指の大広間で劃泡している

が 一」出版社も本の売れ行きが激減、倉庫

に出版本が山積みになっている '3' l状を話され

た。商品( 資産) はあるが、売れないのだ。

出版不況の到来で、ある 。

進行中のテーマは、 『躯体工事のここが問

題100選J r設計者のための工事院理ポイン

ト100J であったが、該当委員欠席のため議

論なし、となる。

本を出版する大仕事は、並大抵の努力では

できるものにあらず、である。出版は、知 -

心 . {:本の三力が一致し、著者・出版者の熱い

思いが重なり融合しつつ「無より有を生み出

すJ 創作活動の一環だ。本は、簡単には作れ

ない。

「本を売るためにはオビを用意する 。値 段

を下げるためオビに広告をのせられないもの

か ? J  rオビは、本の全貌を一言でいい表す

大事な殺し文句をのせる空間だ。オビに広告

をのせると紙誌になる 。本と雑誌では、著者

に支払う印税率が大きく異なる… ..J r最近

は、書籍と雑誌の中間の本が多く出回ってい

る。0 0出版などの本がそうだ… ... J rこの

種のモノは、オールカラー頁で値段が安L 、。

老告rIl の出版社も、乙れには太万打ちできない

各人の悩みが、 ｾｬ￬￭ んで出てきた 。

上原委員長より「出版包括品約見直しJ の

報告があり、全員が了承する。

「そのほかの項に移ら せていただきますが、

よろしいですか? J  

「前に提案のあった 『住まいカルタ J ( 井上

委員) 、 『風水アドバイスっき住宅の設計j (木

戸委員) は、 一度サンプルを作って提示して

もらえば議論が前進する、と思うが ..J  r野

球場物諮or ドーム構造物語はできないもの

か一 -貨社ではその実績をお持ちだから

… 。唐招提寺物語( 修復し日本建築学会賞

受賞) もできそ うに思うが ...... J r会社に持

ち帰り検討してみよう J ng時を回りました。

本日は、これで閉会とします。次回は 9 月16

日 ( 8 月は休会) で、議長は山田委員で、す」

*  

あとは、席を模様替えして会食となった。

「会食の楽しみがあるからこそ、夜の会議は

成立する 。食欲は人間の三欲( 食・性' lIffil l悶

のうちで一番大切なもの」これは、私の勝手

な持論である。

まずは生ビールで乾杯。 この|瞬間は嬉しL ミ

なあ 。あとは、ビール ・酒- ワイン- 好き

なものを頼む。全国の銘酒が集めら れていた。

「この前は新潟県産のものを飲んだ。今日は

福岡県産のものを飲んでみよう」私は、こん

な楽しみ方をしているが・ ー 。

事ロ舎も宮寺島

蜘ｾｾｾ
被害きの名車IJ

名刺は、人と人を結ひ.つける最初の出会いの紙切れで

ある。人・庄の保証書といえる。9 テ55mmx ヨコ

91m m  ( 9 号サイズ) は通常の大きさで、中央部にロ

ーマ字で唐名・右下に魚の絵をのせ、簡潔にして大胆、

一目で庄のムードが推察されよう。

参考までに当夜の料理を記しておく 。ポテ

トサラダ、造りの盛り合わせ、アスパラの天

ぷら、ハモの大葉揚げ、アユの塩焼き、加賀

大中艮煮と金山l侍味噌、調11 うどんの冷やしつけ

麺。会費は3，600円。

旨かった。安かった。楽しかった。パンザ

ーイ 。 ( こんなムード)

( ゃまだおさむ)
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理事会

第 3 回常任理事会

7 月21 日( 水) 16: 00- 17: 30 

出席 者 中 井 会 長 ほ か 8名

議 事 ( 1  ) 平成22年度収支予算執行状

( 2 ) 第57同市年技術者表彰式に

ついて

( 3 ) 後援名J童笥: の使用 i j( 諾

( 4 ) 住まい・まちづくり教育普

及協議会委日について

( 5 ) 協会企画占絡のl ! 反光推進

( 6 ) その他報告事項等

編集委員会

第 4 回編集委員会

7 月7 日( 水) 18 ・00- 19 : 30 

出 席 者 設 楽 委q 長ほか 6r，

議 事 ( 1) 8  n号特集「再生・受け継

ぐ 黙 が る J の報告

( 2)  9  n乃特集「第57回訂年技

術者j の報告

( 3)  10月ほ特集「建築ス トック

社会の現，(f: と今後j の報告

( 4)  l l FI号特集 1( 仮題) L E D  

H日Ilj J の前 Jl I ・将来を考ーえ

る」の報告

( 5)  12月号特集「東京スカイツ

リー j の報特

( 4 ) 各小委口会 分科会の報告

( 5 ) 収支状況報告

第 4 固法令分科会

7 月12EI (月) 15 ・00- 17 : 15  

出席 者 吉田純幹 '1“ まか 5r，

議 事 ( 1 ) 1法令コーナ - J の企商

(2)  10n号 m築ストック社会

の現在と今後j 特集の企画

( 3 ) 的報交換

第 4 団施工材料分科会

7 月6 日( 火) 17 :  00- 18 :  00 

出席者 吉田正友幹事ほか 4 :1う

議 事 11月号特集 I( 仮組) L E D! 照明

の活用・ 将来を考える」

執術者と朝 Ｈ ｾ ｔ ｉ ｉ 村容検討

第 4 回構造分科会

7 月2 日( 金) 18 : 00- 19 :15  

出席者今 石田幹事ほか 4 t， 

議 事 ( 1) 12n 8- 1東京スカイツリー j

特集の企11同

( 2)  1榊巡の頁」の企画

第 4 回作品作風小委員会

7 月22日 ( 木) 19 :  00- 20 ・00

出席者 池上副委員長ほか 8名

議 事 ( 1  ) 作品の選定

( 2 ) 作品の掲載状況並ひ℃掲載
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予定の報告

( 3)  Igall el "YJ 指紋報告 ・予定

第 4 回広告企画小委員会

7 月7 F1 ( 水) 17: 00- 18  :  00 

出 席 者 設 楽 委 只 長 ほ か 6 名

殺 事 ( 1 ) 8J ' 1号特集「再生 ・受け継

ぐ ・燃がる j

( 2)  9  )CI号特集「第57回青年技

術者」

(3)  10月号特集「建築ス トック

社会の現在と今後J

( 4)  11月号特集 I( 仮題) L E D  

!照 明 の活用 ・将 来 を 考 え

るj

( 5)  12月号特集「東京スカイツ

リー」

( 6 ) 広告JliJ d改状況

(7)  20日年 2 月号特集

( 8 ) 収支状況の報告

第 4 回10年委員会

H I l [ l  ( 木) 18 :  30- 20 :  00 

出 席 者 設 楽 委 只 長 ほ か 3名

殺 事 大!仮そうせい( 創生) プロジェ

ク トの今後の進め方

出版委員会

第 4 回出版委員会

7 丹15日( 木) 18:  00- 19  :  00 

出 席 者 上Ijji 委只長ほか 7 名

議 'Ii  ( 1 ) プロのノウハウと特装本の

経過報告

( 2 ) 進行 rl :'のテーマについて

( 3 ) その他

事業委員会

第 3 回情報見学小委員会

7 月8 1' 1  ( 木) 18 : 00- 18 ・40

1.1 ' ，席者瀬戸川委只長ほか12名

議 事 本 年 度 a作業報告及ひ' 案

特別委員会

第13回 群 像 ( イ ン タ ヒ‘ ュー)

7  )C129日 (木) 16 :  00- 19 ・00

出席者久下武彦( インタピュアー)

ほか 4 名

議 ｾ ｊ Ｂￇ＠ 1刻西の建築界 11附象j 登場者の

人j/l I 像に迫るためのインタビュー

鳳コンサルタント側

野口他一郎 氏

入 会 者 ( 敬称時)

〔個人正会員〕

ｦ ［ｲ ｾ＠ Ji ，長 III'i '灼i (掬竹中工務1;15

奥村 幸生 (鉛安井建築設計事務所

: 誌壁潤- ft[ i 鮒 竹 ｉｾ ｬ 工務庖

正 木 敦 士 京都市伏見福祉事務所

. 言卜報

〔名誉正会員〕

窪 田 桁 氏

平成22年 7 月 逝 去 享 年87歳

圃訂正とお詫び

ｉｾ 主築と社会 ｊ 8 月号作品作風頁「京

都H' l 家庭支援総合センター ・京都府東山

草察官庁舎j の施工会社名に表記の誤り

がありました。下記の通り訂正いたします。

ZL 電気岡崎氾工、品ヰ11電気

機械 i彰近設備、[ 1本管工業

正 電気. 岡崎・品和特定建設工事共

間企業体

機械: 影近 ・日本管工特定建設工事

共同企業体

関係者各1立には大変ご迷惑をおかけいたし

ましたことをお詫び申し上げます。



空調・衛生・クリーンルーム設備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社・本底 東京都港区浜松田Tl -25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島 1- 58- 59 電話06 ( 6302)  2270 

支 庖 北 海 道 / 東北/ 北関東/ 機浜/ 名古屋J 中国/ 九州

@; 九10:i;
¥:iJ. / ぃ ..vr.

We  have hope 

，. 印 刷 ' 纂 ポスター. カタロ夕、パンフレット、. 扇. 年鑑‘ 社史、

桜島文字画像デタ処理

・メディア・鍵 S Pプランニングコンヲルティン夕、 ITソリューション、

we b及びメディアコンテンツ企奮需' i I I '

• 
， 、 株 式 会 社NPGー ポ レー シヨン

本 社 干530-∞43 大阪市北区天満 1- 9- 19

tel: ( 06) 6351- 7271 ( 代) fax: ( 06) 6352- 7479 

第二ピル干53ι ∞43 大阪市北区天満 1- 11- 8

tel: (06) 6351- 0128 ( 代) fax:  (06) 635ト0208

東京支社干105α 氾4 東京都港区浜松町ト2-1

一光浜松町ピル7F

tel :  ( 凶) 3433- 5211 ( 代) fax:  (凶) 5776- 7733 

{旧社名ナニワ印刷輔、 日本データネ ット側)

電気・空調・衛生・防災・ 産業廃水設備

設 計 施 工

- ヲイヲ; : . ，械式会社

本白大臣本社 〒550-0002 大阪市西区江戸掘1丁目9番25号 電話 (06)6441-8231

東 京 本 社 〒 102・0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 篭 話 (03) 3261-8231  

支 社 名古屋 ・福岡

主 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千 葉 横 浜 金 沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高 訟 熊 本

営 業 所 帯広 ・函館 ・青 森 秋 田 盛 岡 ・前橋 ・長野 ・静 岡 豊 田 ・津 ・富山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・郡誠

出 張 所 旭 川 福 島 ・川 崎 松 江 ・徳島 ・下関 ・畏崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 庖 シ ン ガ ポ ー ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58・15日

地球環境を守り、 100年建築に貢献する

恥I A C且ー のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

http: // nacl j p E- mai l: sc@nacLcoj p 

本部営業部 干560- 0036 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番26号 NACLt - ル2 階

T E L  (06)6843- 1235( i;:; )  F AX  ( 06) 6853- 1632 

東京事務所 〒111- 0051 東京都台東区蔵前2丁目 7- 2 東京NACL t -ル

T E L  (03)3862- 0978 (代) F AX  ( 03) 3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

-子二. " nCSA ( 膨張| 主混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ 二 ＮＢｮＢｾＱ ヨニ ｊ Ｈ クラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ＮＢｮ 守ＧｾＭ子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ持 ｦ･ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
- Tニ. "nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・望号二. "nI I OOO(製品用超高度 j昆和 材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

浜 宗 産 業 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 本社 ・京都 ・京丹後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  T E L 大 阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

.，0... 

ｾ＠ ネ土
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スウインドウ

わずかな風圧も捉えて自然に開閉し、室内外

の温度差で効率の良い換気が行えるバラン

ス式逆流防止窓。

S w i n d o w  

.. -
S w i n d o w  

『呼服する建築』

NA V  WI NDOW 21 

『ナピウイン ドウ 2 1.1 N

0

4

0

ω

 Wi n c o n ・ウインコ ン

内蔵の調節弁により、風の強弱に影響を受け

にくく、定風窓で娩気が行えるヨコ型定風量

換気スリット。

〈
口
一
∞
一

-参-

I呼服する建築j 。

それは人が呼吸をするように

建築が自然に空気を取り入れ、

建物内部の空気を新鮮に保ち

W i n c o n  
不要なものを排出するシステムを持つことです。

z

o

-一

{
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由

同

自然、換気システム= NAV WI NDOW 21 は

これまでの建築の機械空調と共存し

洋

回

路

〉

田

耕

協

潟

蕊

ゆ

キャブコン

内蔵の調節弁により、強風時でも一定の風

量で換気ができ、無風時でも内外の温度差

による重力換気が行えるタテ型定風置換気

スリット。

C a v c o n  

-参-
C a v c o n  

建物を取り囲む風を読み、

建物内に風の道を作りそれを状況の変化に

あわせて制御する画期的な換気システムです。
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|  インターネ iノトホームページ |  

h1t p: l l www. nav- wi ndow21.net l  

ｾ 三協立山ア ｊ レ三株武会社 営業開発部 Ｏ 〒 Ｑ ＶＴＭＸＵＰＳ 東京都中野区中央 ＱＭＳＸ ・ Ｑ 住友中野坂上ピル ＲＰ ｆ T EL(03) 5348- 0360 

名古屋営業開発グル プ T E L(052) 788- 2156 大阪営業開発グループ T EL( 06) 6448- 5456
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太陽光パネル固定システム

J zatラヲッホ

サ7- キヤマデ

屋上防水と

太陽光発電の

グ。ヅトタベス

くは | 山 リ ツ ド 吋 崎 両

雑誌 03379- 9  

目黒ij似呼思想問i

大阪本社 大阪府吹田市江の木町 24-10 toI. 06- 6385- 8545 

東京支庖 東京都台東区柳橋 1-9・10 tol. 03・3861-1615

凪 アーキヤマデ株式会社

間 http: // www.a-yamade.c o.j p


